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　　　　【１】




　自宅玄関の扉とびらを後ろ手に閉め、俺おれは共に敷しき居いを跨またいだ小学六年生の少女、湊みなと智とも花かに優やさしく呼びかける。

「先にシャワー、浴びてきなよ」

　男として、四つも年上の人間として当然の気配りのつもり。けれども智花は外そと履ばきの靴くつ紐ひもから手を離はなして振り返ると、

「……いえ。昴すばるさんが、先に」

　中腰のまま微笑ほほえんで、絹糸のようなショートヘアの合間から、ほんのり上気した頰ほおの色を遠えん慮りよと共に覗のぞかせるのだった。

　……またか、と内心で思う。

　智花との間に現在の関係が生まれ、彼女を自宅へと招き入れるようになってから数えた日の数は、もはや十や二十では収まらない。なのにどうして俺たちは、いつまでもこんな風ふうにぎこちない譲ゆずり合あいを飽きもせず繰くり返してしまうのだろう。

「頼むよ。今日きようは朝から暑かったし、だいぶ汗もかいたろ？　風か邪ぜなんか引かせちゃったら、申し訳なくてもうウチに呼んでやれなくなる」

　ここ最近は智花の頑かたくなさに押され気味で、じゃあ公平にじゃんけんで決めようかと早々に譲じよう歩ほしてしまうのが定番化しつつあったが、今日は主張を曲げない。

　本格的な夏を迎える前に、願ねがわくばやはり『シャワーは智花が先』というルールを確かく立りつさせておきたいのだ。熱ねつ気き籠こもる自室に肌をべたつかせた女の子を放置しておくなんて、今に輪わをかけて落ち着かない気分になること請うけ合あいなのだから。

「……ずるいです。そんな言い方」

　靴紐を解ほどき終えた智花が、ゆっくり背筋を伸ばし、拗すねたような声で俺の懇こん願がんに小さく抗こう議ぎした。

「でも、わかりました。本当に厚かましくて申し訳ないですけど……。では先にシャワー、お借りしますね。……その代わり、あの──」

　が、すぐさま『降参』とばかりに眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せてくれたのち、不意に何かを言いよどむ。

「その代わり？」

「え、ええとっ。実は先週の金きん曜よう日びに、算数の宿題が出たんですけれども、どうしても分からない問題があって……それで……その……」

「ん、了解。じゃあ、一いつ緒しよに体動かしたついでに今日は頭も動かすか」

「──っ！　ありがとうございますっ！」

　おやすいご用だった。日にち曜よう日びなのに何の予定もなくて暇だったところだし、小学生の算数ならいくら俺おれだって問題ないと思うし。

「はは、そんなかしこまる程のことじゃないって。……よし、そうと決まればまずはシャワーだ。そんでご飯食べてパワーつけて、万全の態勢で頑がん張ばろう」

「はいっ！」

　元気の良い返事。続いて脱いだバスケットシューズを丁てい寧ねいに揃そろえてから、智とも花かは俺との１ｏｎ１勝負で纏まとった汗を流しに、小走りで浴室へ向かっていった。







　──はじまりは、数ヶ月前。

　叔お母ば・篁たかむら美み星ほし（通称ミホ姉ねえ）が教きよう鞭べんを執る慧けい心しん学がく園えんの生徒たちとの出会いが、俺に一度は失なくしかけたバスケットボールへの情じよう熱ねつを取り戻させてくれた。

　かいつまんで話せば、先せん輩ぱいのロリコン騒そう動どうが招いた自校バスケ部の活動休止に絶望していたところを、五人の女子小学生に救われたのだ。

　……改めて言葉にすると、なんとも皮肉な巡り合わせである。

　けど、そんな事情なんてあの子たちには何の関係もない話だし、今や俺は皆が所属する女子ミニバスケットボール部に正コーチとして迎え入れてもらっている身。おかげで自分の部が再開するまでの一年間を連日バスケ漬づけで過ごすことが出来ているのだから、浮かぶ想おもいは純粋な感かん謝しや、ただそれだけだ。

　ま、誰だれかに見つかって誤解されたら……という恐怖だけはどうしても常に付きまとってしまうのだけれど。

　智花はその慧心女バスのエースで、俺が再びバスケと向きあう直接的なきっかけをくれた、まさに恩人と呼ぶべき存在。しかもこうして毎日、朝練に付き合ってもらっている大切なパートナーでもあった。彼女に対する恩を数えたらきっと夜一つでは収まらない。

　そんな理由もあって、あの子の自己主張や我わが儘ままは、むしろこちらから進んで受け入れてやりたいと思っているのだが……。

　残念ながら、今のところその機き会かいに恵まれる場面は非常に少ない。

　なぜなら先ほどの例に洩もれず、智花という少女は宿題ひとつ助けを求めるのにも激はげしく逡しゆん巡じゆんし、シャワーの順番すら譲ゆずり合あいになってしまうほど遠えん慮りよ深ぶかい性格の持ち主なのだから。

　もちろんその慎ましさが彼女の美徳である事は疑いようもないのだが、そろそろウチにいる間くらいはもう少しくつろいでくれても良いのに……と思う。

　とはいえなかなか難むずかしいのだろうけど、きっと。あの歳としで完かん璧ぺきと言っても差し支えなさそうな程の礼節を身につけている智花だ。恐らく幼少より、ご両りよう親しんから厳きびしいしつけを受け続けてきたのだろう。そんな積せき年ねんの賜たまものならば、ちょっとやそっとじゃ崩れまい。

　ふむ。そういえば、智とも花かの親おや御ごさんは現状をどんな風ふうに感じているのだろう。

　透すけて見える厳げん格かくさとは裏腹に、智花には毎日早朝に我が家を訪れることを咎とがめられている様よう子すはない。そこだけを鑑かんがみるとけっこう放任主義なのかな……なんて気もして、いまひとつ想像が行き届かないのであった。

　ぼんやりと、自室でそんなことを考えながら浴室が空あくのを待っていると、やがてドアからこんこん、と控えめなノックの音。

　もう扉とびらを開くまでもなく分かる。このいかにも遠えん慮りよがちな叩たたき方かたは母かあさんではない。

「智花、上がった？」

　ベッドに腰掛けたまま呼びかけると、

「──はいっ。すっきりしました」

　外から声だけが返ってきた。

　苦笑しつつ立ち上がり、ノブを回す。

「あはは、入ってくればいいのに」

「ご、ごめんなさい……」

　迎えると、はにかみながら智花は小こ股またで俺おれの脇わきを抜けていく。

　謝あやまらなくていいのに──と重ねたいところだったが、そうすると高こう確かく率りつで二度目の『ごめんなさい』が返ってくる気がしたので、ぐっと飲み込んだ。

「じゃ、俺もシャワー浴びてくるから、自由にくつろいでて。……あ、今日きようってみんなが言ってたアニメの日だよな。テレビ観みるなら……はいこれ」

　代わりにリモコンを手渡すと、智花は首筋に冷や水を浴びたかのようにびくりと肩をすくめてかぶりを振る。

「え!?　い、いえっ！　わ、私はそこまであの番組に興きよう味みあるわけではっ……！　それに始まるまでまだ時間がありますし、今観なくてもちゃんと録ろく……っ！　ろく……ろく……６－Ｃのみんなが明日あしたあらすじ教えてくれますしっ！」

　あれ？　この前『面おも白しろいから観てみろとＤＶＤ貸したら、いつの間にか智花が一番夢中になってた』と女バスの子たちに教えてもらってたのを思い出したので、薦すすめてみたのだが。

　もしかして、恥ずかしがっているのかな。智花ぐらいの歳としで好きなアニメがあることぐらい実に普通だと思うのだけど、女の子だとまた違うのだろうか。

「でも、みんな観てるんだろ？　一人ひとりだけ話に付いていけないのも退屈だろうし……それに、俺もけっこう面白いと思うよ、あの番組」

「……えっ？　す、昴すばるさんも観ていらっしゃるのですかっ!?」

　微笑ほほえみ混じりに継ぎ足した台詞せりふを聞くや、智花は驚おどろきをあらわに顔を上げる。

「最近はなかなかタイミング合わなくて観てないけど、昔はたまーにね。……んーと、覚えてるのだと、最初敵だった子が最後の方で味方になった回とか。なんかやたら熱あつくて、食事中の『ながら見』のつもりがいつの間にか夢中になっちゃって──」

「三番目のシリーズですねっ！　私、残念ながら放送していた頃ころは番組のことを知らなかったんですけど、この前真ま帆ほからＤＶＤ借りて本当に感動しましたっ！　やっぱり仲間ってすごく…………あああああっ!?　なんでもないですっ！」

「ははは。とにかく、テレビ点つけたって誰だれも迷惑しないし、智とも花かの好きにして良いんだからね？　じゃ、シャワー行ってくるよ」

「はわ、えと、あのっ……！　あ、ありがとう……ございますっ」

　まごつきながらも最後には深々とお辞じ儀ぎしてくれた智花に部へ屋やを預け、階段を下りる。

「……少し、一人ひとりにしておいてあげるか」

　よし。今日きようはいつもより長湯してこよう。たっぷり三〇分くらい。





＊






　リビングで朝食を終えた後は、自室に戻りしばし休きゆう憩けい。

　腹が落ち着いてきたところで智花に学習机と向き合ってもらい、宿題のプリントを後ろから覗のぞき込む。

「どれどれ。……おお、もうほとんど終わってるじゃないか」

「は、はいっ。本当は昨日きのうのうちに全部やるつもりだったんですけど、最後の問題だけ解くことができなくて……」

　よかった、この様よう子すだと十分もあれば終わる。なら今日は天気も良いし、さっさと片付けてバスケの二回戦としゃれ込むことにしよう。

「ふむ、この問いか。えーと……」

　問題文を眼めで追う。どうやら『旅人算』のところだな。……この手の『速さ』の問題ってホントややこしいんだよなあ。大の苦手分野なので解けない気持ちもよく分かる。ま、とはいってもさすがに小学校で習う範はん囲いなら暗算で──

「──んん？」

「……昴すばる、さん？」

「………………」

　まこと。

　進学校とは、恐ろしき所でございます。

　プリントの最下部で【チャレンジ！】と銘めい打うたれたラスボス的問題を読み終えると、一いつ瞬しゆん脳がフリーズした。

　え、これ中学分野じゃなかったっけ……？

　智花の通う私立慧けい心しん学がく園えん初等部が先進的なのか、はたまた担任、つまりミホ姉ねえの鬼き畜ちくさが為なせる業わざか。それとも単に俺おれ自身が残念な学生なのか。

　可能性はイーブンだが（イーブンなのが哀かなしいが）、とにかく難むずかしすぎる！　なんじゃこりゃあ。

　──ってマズいぞ。高校生が小学生に算数訊きかれて答えられないとか、情けないにも程がありますですよ……！

「っ」

　密ひそかに自分の右みぎ頰ほおをつねる。ええい、集中だ集中。予想以上に高レベルだが、習ってない単元ではないのだ。ちゃんと考えればわかるはず。落ち着け。

「ごめん智とも花か、ちょっと計算書いて良い？」

「あ、はいもちろんですっ。よろしくお願ねがいしま……っ!?」

　シャーペンを借りてプリントの余白にメモをとりながら、海かい馬ばに鞭むち入れ記き憶おくを叩たたき起こす。

　考えろ考えろ考えろ。まず連立方程式とかその手の生なま兵びよう法ほうを頭から追い出せ。使わない、それは。使わなくても解ける問題じゃないとおかしいんだ。解法はもっとシンプルでいい。……そうだ、グラフ！　方程式を習う前は速攻グラフ……いや進行グラフだっけ？　とにかくそんなのを使えばけっこう楽に解けたような気が──

　あ、そうか！

　……ふぅ。ギリギリセーフ。ようやく理解した。

　だいぶ取り乱してしまったものの、なんとか順序立てて説明してやれそうだ。

「えっとね、この問題は…………あれ？　どうかした？」

「～～～～っ」

　平静を装って顔を横に向けると、智花は頰ほおを真まっ赤かに染め、肩をすくめて縮ちぢこまってしまっていた。

　もしや、あまりの残念さに幻滅されたかな……と気まずくなって眼めを逸そらし──

「──あ！　ご、ごめんっ！」

　そこでようやく自分の愚行に気付いた。

　俺は無む意い識しきのうちに、持て余していた左手を椅い子すの背もたれの上にどっかり乗せ、しかもその体勢のままプリントにペンを走らせて……。

　あろうことかまるで肩を抱くように、智花に体を密着させてしまっていたのだ。

「い、いえっ。だいじょぶ、です……」

　跳ねるように距きよ離りを取った俺の方を見ないまま、蚊かの鳴くような声でそう言ってもらえたものの、居い心地ごこちの悪い思いをさせてしまったことは明らかだった。

「デリカシーなくて最低だな、俺……」

　悔かい恨こんにほだされて額ひたいを押さえると、ひどく慌てた様よう子すで智花が振り向く。

「そ、そんなことは決して！　いっ、今のは私が良くありませんでしたっ。ごめんなさい、なんだかおかしな反応してしまって……」

「いやいや、どう考えても俺おれが──」

「そ、それにっ！　べ、別に、い、嫌いやでは……無かったですし……。驚おどろいてしまった……だけで……」

　そんなわけはないだろう。しかし優やさしい智とも花かは、噓うそをついてまで俺の自じ己こ嫌けん悪おを晴らそうとしてくれるのであった。

「……そっか。あはは、だったら良かったよ。……じゃあ、解説始めるね」

　なんだかこれ以上反省を続けても、ますます気き遣づかわせるだけになりそうだ。ここはその優しさに甘えてしまおう。

　最後にもう一度、ごめん、と心の中でだけ呟つぶやいてから、再び少女の背に近付く。

「は、はいっ！　よろしくお願ねがいしま……あっ」

　智花もすぐに笑顔えがおを繕つくろい向き直ろうとしてくれたのだが。

　──とん、ころころ。

　その際、振り戻した腕の動きが卓上の消しゴムと運悪く重なる。そして文具は弾はじき飛ばされ、学習机と壁かべの間に落っこちてしまった。

「あちゃ、入ったか……」

「大丈夫です、拾います！」

　言うが早いか智花は椅い子すを立ち、四よつん這ばいで机の下に潜もぐり込んでいく。

「あれっ？　確たしかこっちの方に…………」

　しかし見当たらないらしく、なかなか探索が終わらない。ぴょっこりはみ出した両足が、困惑を表すようにもぞもぞと動いている。

「逆側も見てみたら？　ゴムだし、落ちた拍子に跳ねたのかも──」

　熱ねつ心しんに右奥ばかりを覗のぞき込む智花に声をかけつつ、自分もその場にしゃがみ込んで机の下に目を向ける。

「──っ!?」

　すぐ、逸そらす。

　そうだった。うっかりしていた。智花、今はもう運動着を着替えて、私服のスカートルックなんだったっけ……。

「お、俺こっち側捜してみるから！」

「あっ、ごめんなさい！　なんだかご迷惑かけてしまって……」

「いや全然全然……」

　その場に留とどまるのは憚はばかられ、かといってもう一度立ち上がって傍ぼう観かん者しやに戻るのも冷たい気がしたので、自分も机の下に潜り込んで智花とは逆に左の方を探してみる。

「ど、どうして見つからないんでしょう。──あ、昴すばるさん。十円落ちてましたっ」

「ありゃ、ありがと。──たまに消しゴムって行方ゆくえ不ふ明めいになるよな。変な跳ねかたして」

　受け取った硬貨をポケットに収め、ほこりの溜たまったフローリングに目を走らせ続ける。

　にしても、なんだか色々落ちてるなあ。画が鋲びようにＢＢ弾に、あれは何だ、分度器か。そういや一回なくして買い直した事が有ったような無かったような。そんでもってアレが──

「──うわっ！」

「ふぇ!?　ど、どうなされましたかっ？」

　一いつ瞬しゆんとんでもないものが目に入った気がして、思わず大声を出してしまった。

　再度確かく認にんするとそれはただの勘違いで、見つけたのは何かの拍子に落としたらしいむき出しのアーモンドチョコ一粒だったのだが。

「ごめんごめん、驚おどろかせちゃって。いや、なんかゴキブリが──」

　いたかと思ったんだけど勘違いだったよ。

　……という継つぎ句くは間に合わなかった。

「ふえええっ!?　ダ、ダメっ！　私っ、ああああの方だけはどうしてもっ！」

　俺おれが会話の構成を誤ったせいで、智とも花かは激はげしく動転してわたわたと暴あばれ、あろう事かその場で立ち上がろうとしてしまう。

「あ、危ない智花っ！　頭！」

　慌てて体を押さえに向かうが、またしても言葉足らずが勘違いを招いたらしく、

「頭!?　あの方が私の頭に!?　……いやあああ！」

「のふ！」

　今度はいきなり髪を振り回して横っ飛び。図らずも身を寄せていた俺の胸元へ斜めに突っ込んで、二人ふたりして折り重なるように机の下から転げ出る。

「ひゃう、ふわ！　どっ、どこどこどこどこっ!?」

「うぐ……お、落ち着いてっ！　間違い！　ごめん智花！　ゴキブリなんかいない！　俺の勘違いだった！」

　引き続き恐慌をきたす少女の手首を摑つかんで強く言い含めると、

「………………え？　か、勘違い、なんですか……？　よ、よかったあ」

　ようやくその瞳ひとみに正気の色が戻ってきた。

「ああ、言い方がマズくてすまなかった。……落ち着いた？」

「はいぃ、なんとか。はあ、びっくりしちゃいました」

「そっか、良かった。……あはは」

「……えへへ。ご、ごめんなさい、取り乱してしまって」

　危き機きは去り、互いの表情に明るさが舞まい戻る。

　しかし、その直後。

「っ！」

「ふぁ!?」

　ようやく俺おれたちは現状のとんでもない体勢に気付き、目を合わせたまま硬直してしまった。

　──床ゆかに仰あお向むけで転がる俺。

　──その腹の上に馬乗りの智とも花か。

[image: ]

　机き上じようの空くう論ろんならぬ机き下かの幻想は、去さり際ぎわにそんな構図を置おき土産みやげとして残していきやがったのだ。

「…………」

「…………」

　パニックが言葉を奪い、互いに動けずひたすらに朱あかく染まった頰ほおを照らし合う。

　……って固まってる場合じゃない！　もしこんな場面を見られでもしたら──




「お邪じや魔ましまーす。智花ちゃん、お勉強頑がん張ばってる？　お茶とお菓子持ってきたから食べ……あら？」




　──最悪である。お盆を片手に部へ屋やへ入ってきた母親と目が逢あい、ようやく回復しつつあった身体機き能のうが再び硬直する。

「いっ、いやこれは誤解だからっ！　別にアレだ！　その、アレが……ちょっとしたアレでアレしただけであってそのっ」

　言い訳の検索結果：見つかりませんでした。

　絶体絶命の局面を迎え、首筋を冷たい汗が伝う。この日まで様々な危き機き的状況にさらされてきたが、今度こそ本当にアウトかもしれない……。

「……？　どうしたの？　別に休きゆう憩けいしてても怒らないわよ。……うふふ、でも本当に仲良しさんね、二人ふたりとも」

　しかし、全すべては杞き憂ゆう。こんな有様を見てもなお、母かあさんはのほほんとした笑えみでお盆をちゃぶ台の上に置き、何も咎とがめずに「じゃあ頑張ってねー」とだけ告げて部へ屋やを後にしたのだった。

　……助かった。助かった、が。

　母よ、本当にそれで良いのか。いや、もちろん信用して貰もらえてるのは嬉うれしいのだけれども。




　　　　【２】




　我に返り、互いに詫わびを繰くり返すこと十数回。

　なんとか気持ちを落ち着けて再び勉強机に向かうと、宿題は軽くヒントを伝えただけであっさり完了する。ついでに月げつ曜ようの予習にも付き合って、終了後は秘蔵のＤＶＤを一いつ緒しよに見たり、学園での面おも白しろいエピソードを教えてもらったりして二人で遊んだ。

　だいぶ喋しやべり続けたので口の中に渇きを覚え、麦茶をつぎ足しながら何気なく時計とけいに目をやれば、もう午前十時を回っていたので少し驚おどろく。勉強を終えたらすぐバスケに誘うつもりだったのに、少し予定が狂ったな。ま、良いけど。

「──あ。ごめんなさいっ。なんだか長居してしまって！」

　つられて壁かべを見るや智とも花かは背筋を伸ばし、鞄かばんを開いて帰り支じ度たくを調ととのえようとする。

「ううん全然。ってか、今日きようは折せつ角かくだしお昼も食べていきなよ。……それとも午後から予定あるかな、もしかして」

「いえ、何も無いですけど、でも──」

「そっか、良かった。じゃあ母さんに一人前追加頼んでくるから、待ってて」

「あっ、昴すばるさんっ！」

　返事を聞ききる前に腰を上げ、半ば強引に会話を打ち切って外に出てしまう。

　それほど迷惑そうでも無い様よう子すだったし、あえて遠えん慮りよする間を与えてあげないのも気き遣づかいのひとつだよな、うん。

　なんてちょっと独善的な自己満足のリズムに乗せて一階に到達し、リビングの戸を開くなり大声で伝達する。

「あのさ、昼飯なんだけ……ど？」

　その途中、何やら予想と違う光景が目に飛び込んできて、声が途と切ぎれた。

　母かあさんが食卓で休きゆう憩けい中ちゆうだったのはいつも通りだが、戸惑いの原因はその対面に見知らぬ女性が座っていたこと。

　なんと、いつの間にかご来客があったらしい。智とも花かとの会話やＮＢＡスーパープレイの観かん賞しように夢中で全然気付かなかった。

「……す、すいません。失礼しました」

　気恥ずかしさを隠し、不ぶ躾しつけな登場を女性に詫わびる。

　静かに微笑ほほえむその人は、母さんの実じつ年ねん齢れいより五つ六つは若そうで、肩の上で柔らかく一房に束ねられた長い髪と、小こ柄がらながらまっすぐしゃんと伸びた背筋がたまに流れるお茶のＣＭを連想させた。出演している女じよ優ゆうさんに、雰囲気が似ているのかも。

「あなたが、昴すばるさんね。はじめまして」

　勝手にそんなことを思っていると、その人が笑えみを強めて俺おれの名を呼んだ。

「えっ？　あ、は、はじめまして……」

　少し驚おどろき、どもりがちに返す。

　どうやら俺のことを既に知っている様よう子すだけど、どうしてだろう。母さんが何か言ったのだろうか。

　そういえば、面めん識しきがない人のはずなのに、なんとなく初めて会ったという気がしないんだよな。もしかして、親しん戚せき？　いやしかし、だとすれば一度くらい何かの行事で紹介されているはずだし。

　部へ屋やに一歩踏み込んだところで棒立ちのまま、いろいろと想像が膨ふくらんでいく。

　と、そうしているうちに、後ろから階段を降りる控えめな足音が近付いてきた。

「あのう……やっぱり急だとご迷惑なのでは──」

　まもなく智花がドアの隙すき間まからおどおど顔を覗のぞかせるが、

「──え……？」

　来客の存在に気付くや、俺と同じようにはっと口を止めた。

　ただし、そこからの反応はだいぶ違っていて、女性に目を向けたまま智花はみるみるうちに顔を驚きよう愕がくの色に染め上げていき、

「お、お母さんっ!?」

　しまいには普段ふだんじゃ考えられないほどの大音量でうわずった声を響ひびかせたのだった。

　ん、お母さん？　ああ、なるほど。この方は智花のお母さんだったのか。どうりで面おも影かげに見覚えがあるはずだ。言われてみればそこはかとなく似ているもんな。はは、それなら驚おどろくのも無理はない。いきなりこんなところで自分の母親と対面したら誰だれだってびっくり──

「──って、えええええええー!?」

　そう、誰だって。俺だってびっくりの事態であることにようやく気付き、今さらながら激はげしく取り乱す。

「うふふ、自己紹介が遅くなってごめんなさいね」

　言いながら、智とも花かの母親らしいその人は流りゆう麗れいな動作で立ち上がり、間抜けなディレイド・スクリームをかましてしまった俺おれ、そして驚おどろき継続中で口元に掌てのひらをあてがったまま固まる智花へ交互に微笑ほほえみかけてから、深々と頭を下げる。

「智花の母、湊みなと花か織おりです。昴すばるさん、娘がお世話になっております」





＊






「でも本当にごめんなさいね。智花ったら毎朝お邪じや魔ましちゃって。うちの庭、可哀かわい相そうだけどどうしてもゴールは置いてあげられないものだから……。昴さん、まだ子どもで練習相手にはならないでしょうけど、ご迷惑でなければ娘のこと、これからもどうぞよろしくお願ねがいします」

「そんな、全然ですっ。すばるくん、智花ちゃんといっぱいバスケしたいからって、智花ちゃんには内ない緒しよでランニングに出る時間を少しだけ早くしたり、来てもらえて本当に大喜びなんです。智花ちゃんこそ、もし朝辛つらくないようだったら、これからもすばるくんのこと、どうかよろしくね」

　いたたまれない。

　半ば無む理り矢や理りこの場に引き留められ、智花も含めて四人で始まった親子座ざ談だん会かいは、ひたすらに居い心地ごこちの悪さだけを供給し続けて下さるのだった。……つーか母かあさん気付いてたのかよ！　よしんば気付いても言うなよ！　あと『くん付け』やめろよ！

　なお、さっきから喋しやべってるのはほとんど母親二人ふたりだけで、俺と智花は共に能面のような笑えみを貼はり付かせてその場ば凌しのぎの返事を漏らすか、言葉に窮きゆうしてぬるくなった茶をすするばかり。

　今日きようは帰りが少し遅くなるかもしれないと予あらかじめ娘から伝えられていたこと。そして智花のお父とうさんが何かの会合で出かけ、昼食を用意する必要が無くなったこと。そんな二つの条件が重なったため、智花のお母さん──花織さんは本日我が家を訪れてみようと思い立ったらしい。

　で、話をしているうちに花織さんと母さんはすっかり意気投合してしまったそうな。なんだか初対面とは思えぬほど既に二人の息はぴったりで、その事実が俺と智花をさらに場の空気から隔かく離りしていく。

「それにしても、お庭のアヤメは本当に見事でしたわ。育てるの、大変だったでしょう？」

「そんな、下へ手たの横好きです！　今年ことしは蕾つぼみが膨ふくらむのがずいぶん遅くて、失敗しちゃったかと思ってましたし。……あっ、もしよろしければ、お礼に幾らかお分けしましょうか？　──ねえ、すばるくん聞いてっ、花織さんから、美お味いしそうなお豆とう腐ふを頂いたのよ。すごいの、手作りなんですって！」

「──」

「そんなお構いなく！　お花は自然に咲いているのが一番綺き麗れいですし、それにお豆腐の方こそ私が下へ手たの横好きでこしらえたもので、不格好で逆に申し訳ないくらいですから……」

　……一応、豆とう腐ふのお礼を告げようとはしたのだが、俺おれごときにはとても口を挟む間を見いだせないのであった。いやはや、しかし先ほどからよくもまあ話が尽きないものだ。

「あら、そういえば。すばるくん、さっき下りてきたとき、何か言いかけてなかった？」

　しばらく呆あきれ気味にやりとりを傍ぼう観かんしていると、母かあさんのそんな問いを合図に会話が一時停止し、ようやく口を挟むタイミングが生まれた。

「ああ。昼飯、智とも花か──の分も作ってやってくれって言いに来たんだけど」

　ふと、母親の前で呼び捨てにして良いのかな……などと思い、でも今さら『さん』や『ちゃん』を付けるのもわざとらしくて変な間を作りつつ、やっとこさ俺はリビングに来た目的を果たす。

　しかし、それを聞くと智花は母さんと花か織おりさんを順番に見て、

「いえっ、やっぱり今日はもう帰ります！　ね、お母さん」

　少し慌てた様よう子すで辞退を表明した。

「そうねえ、あまり長居してもご迷惑でしょうし、そろそろお暇いとましましょうか」

　花織さんも同どう調ちようするが……長は谷せ川がわ家けにおいてそんな遠えん慮りよが黙だまって見過ごされるはずもないわけで。

　案あんの定じよう、母さんはやにわに二人ふたりの説得へ打って出る。

「そんな！　みんなでお昼にしましょうよ！　うち、今は二人だけだから、賑にぎやかになるのはいつでも大だい歓かん迎げいなんです。……あっ。せっかくお豆腐も頂きましたし、ちょうど作りたいものが──」

「いえいえっ、お豆腐は昴すばるさんと二人で食べて下さい！　大して量もないですし……」

「大丈夫ですっ。実は昨日きのう、近所の方が釣ったカワハギをお裾すそ分わけで頂いたんです。それで、お昼はお豆腐入りの海かい鮮せん鍋なべにしようかと思いまして。……ね、付き合って下さいませんか？　二人だと、なかなかお鍋をする機き会かいが無いので……」

　鍋、か。初夏にする料理としてはずいぶん異色だが、なるほど上う手まい誘い口だなと思った。しかも完全に方便というわけではなく、親父おやじが単身赴任してから、長は谷せ川がわ家けでめっきり鍋料理の回数が減っているのは事実であるし。

　逆に拝おがみ倒すような母かあさんの視し線せんを受けて、花織さんは少しだけ悩んだのち、ふっと表情を和やわらげて娘に尋たずねる。

「…………お言葉に甘えちゃいましょうか」

　それを受け、こくりと無言のまま、申し訳なさそうに微笑ほほえんで頷うなずく智花。

「ふふっ、良かった。じゃあすばるくん。悪いのだけど、ちょっと買い物に行ってきてもらえるかな？」

「……あいよ」

　面めん倒どうだが、この場面じゃ断れそうもない。

「あ、なら智とも花かも連れて行って下さい！　この子すごく力持ちだから、いっぱい荷物持たせても平気ですし」

「お、お母かあさんっ！　へっ、変なこと言わないでっ！」

　花か織おりさんの誉ほめ言葉に智花が何な故ぜかへそを曲げたりしつつ、こうして俺おれたちは二人ふたりでお使いに向かったのだった。
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「あっ……」

「ん、どうかした？」

　松まつ角ずみ駅えき近くのスーパーマーケットに辿たどり着く少し手前で、智とも花かが急に驚おどろいたような声を出したので顔を覗のぞく。

「携帯電話、置いてきちゃいました……。で、でも大丈夫ですっ。お母かあさんは、行き先知ってますし」

「ありゃ、そっか。ま、俺おれは持ってきたからいざとなれば連絡付くし、心配ないだろ」

　そうですね、という頷うなずきを確かく認にんして踏切を渡り、大通りを目指す。我が家最大の難なん点てんは近くにコンビニくらいしか商店が無いことで、ちゃんと買い物したいときには面めん倒どうでもこの辺まで出て来なくてはならない。

「しかしやっぱり暑いな、今日きようは。智花、平気？　日ひ傘がさとか有れば良かったかな」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら尋たずねる。まだ梅つ雨ゆ明あけ宣言はされてないはずだが、この日の太陽は真夏の使者だと威い張ばらんばかりに強く輝かがやき、じりじりと熱ねつ光こう線せんを注ぎ続けていた。

「はい、大丈夫ですっ。……ふふっ。それに、日傘なんて似合いませんよ、私には」

　うーん、そうだろうか。実に絵になる気がしたから、帽子より先にそちらが思い浮かんだのだけれど。

「………………かわいいと思うんだけどなあ」

「ふぇ」

　ファッションセンスにはあまり自信がないものの。改めて真横から智花のことをじっくり見つめてみた結果、やはり本日の服装と日傘の親しん和わ性せいは抜群だろうと確信を持った。

「でも、きっと帽子も似合うか。どっちにしても、これからどんどん暑くなるからちゃんと紫外線対策を──って、あれ？　どうかした？」

「……い、いえ」

　気付かぬ間に智花は深くうつむいて、頰ほおを真まっ赤かに染め上げてしまっているではないか。日射病？　いや、それはいくらなんでも急すぎるし……。

「あ！　つ、つきましたねっ！　──はうっ！」

「わ、大丈夫っ!?」

　ちょっと心配だったのでもう一度声をかけてみようとした寸前、智花はようやく到着した大型スーパー入り口のガラス扉とびらに勢いよく飛び込み……しかしそれが彼女の予想に反し自動ドアではなかったせいで、なんとも不幸な衝しよう突とつ事故が起こってしまった。

「うう……。今日の私、ひどい……」

　両手で顔を覆おおって嘆なげく智とも花か。幸い怪け我がは無かったようだが、恥ずかしさが尾を引いてしまっているのかも。

　けど。

　こんなこと言ったらたぶん余計ヘコませてしまうだろうから、口には出さないが。

　いつも──特にバスケの時は終始凜りんとしている子なだけに、こういう智花もまたそれはそれで、見ていてとても微笑ほほえましかったりもする。







「へえ、花か織おりさんって、日に本ほん舞ぶ踊ようの先生なんだ」

「はいっ。私も少しだけですけど習っています」

　不幸中の幸いは、元気づけようと矢や継つぎ早ばやに質問を重ねたおかげで、普段ふだんじゃなかなか聞く機き会かいを得られないような情報が手に入ったことかもしれない。

　交代でカートを押して野菜を物色しながら、そんなことを思う。

　それにしても、日にち舞ぶとは言われて納得。どうりで立たち居い振ふる舞まいがどことなく上品で落ち着いて見えるわけだ。……花織さんもだが、智花の方も。

「でも、良かったな。バスケすること、応援してくれてるみたいで」

「はいっ！　お母かあさんからは、自分が一番好きな事を一番頑がん張ばれって言ってもらえてます。だから舞踊は無理して続けなくても良いって。……あ、でも嫌いじゃないので、辞めたいなんて思ってないですけど」

「そっか……」

　お母さんからは、か。

　なんだかその部分に引っかかりのようなものを覚えた気もしたのだが……ま、良いか。

「よし、これで野菜は全部と。次は……魚だな」

「ですねっ」

　長ネギをかごに刺し、カートをＵターンさせて店の最奥部へと向かう。

「……わあ。すごいですね、ここのお魚売り場」

　たどり着くや、智花が感かん嘆たんの声をあげた。

「うん、なんか元々魚屋だったのがスーパーになったらしいよ。ずっと昔の話みたいだけど」

　とにかくそんな名残なごりか、今も店の方針として鮮せん魚ぎよコーナーに特別力を注いでいるらしい。そのためパッケージングされた切り身なんかも陳列してある一方で、一番大きな正面のショーケースには見るからに新鮮そうな魚が氷の上、うつろな表情で大量に横たわっている。

「さてと、買うものは……なんだこりゃ」

　早速調ちよう達たつを開始すべく母さんに託されたメモの二枚目を確かく認にんすると、そこには『お魚・おいしそうなやつ！』というなんとも無責任な丸文字が一行記されているのみだった。

「ふふっ、お魚は特売品が毎日違うからだと思います、きっと」

　メモを見せると、智とも花かは控えめに笑って母かあさんの擁よう護ごに回ったが、魚のことなんて何も分からない俺おれに対しこれは手抜きしすぎじゃなかろうか。

「……あ、昴すばるさん。この海え老びお買い得みたいですよ。ブラックタイガー」

　釈然としない思いでいると、手乗りサイズのくせに何だかやたら強そうな名のついた甲殻類の前で立ち止まり、智花が俺を見上げる。

　なるほど、たしかに海老は良いかもしれないな。それに智花の気き遣づかいも嬉うれしかったので難なん色しよくを示す理由はどこにもない。

「おおナイス、ありがとう。ところで、鍋なべに入れるならこの海老で良いのかな？　なんか、他ほかにもいろんな種類あるけど」

「ええと、たぶん良いはずだったと思うんですけれど……。でも、本当にすごいですねこのお店。海老だけでこんなにたくさん。……あ、見て下さい昴さんっ、あんなのまで！」

　そう言って智花が指さしたのはディスプレイの最上段。『伊い勢せエビ・一尾三六〇〇円』の札。

「すごいな。いかにもボスって感じだ。…………よし、あっちにするか！」

　力強く告げると、返答が予想外だったらしく、智花は驚おどろいてたじろぐ。

「ええっ!?　あ、あれは結婚式の時にしか食べてはいけないのではっ!?」

　どんな理屈だろう……と一いつ瞬しゆん思ったが、言われてみれば俺も口にしたのは遠い親しん戚せきの披ひ露ろう宴えんに呼ばれた時だったっけ。智花もきっとそうなんだろう。

「んー、いいんじゃないか？　食べちゃおうよ」

「………………………………え。そ、そそそれって」

「売ってるんだから別にいつ食べたって構わないと思うよ？　結婚式じゃなくても」

「……あ。そ、そうですよね」

　ん？　なんで照れてるんだろ。

　生の海老なんかよりよっぽど赤くなってしまった少女を見て首を捻ひねりつつ、ともかくその大物を包んでもらおうと店員さんを探す。

「……っ！　や、やっぱり止やめましょう！　そんな無む駄だ遣づかいしたら、昴さんが怒られてしまいますっ」

　と、気変わりした様よう子すで智花はにわかに顔を上げ、俺を制止。

「ん？　大丈夫だろ。『おいしそうなやつ！』を買えって言われてるんだし」

「で、でもっ！　……そ、それにあまり高級なものだと申し訳なくなってしまいます！　私も、お母さんもっ」

　ふむ、そういうものだろうか。けど、正直俺自身が食べてみたいんだよなあ。どうしよう。

「──お、もしかして昴くんかい？　大きくなったねえ！」

　悩みの最中さなか、不意に横から威勢の良い声。顔を向ければ、見覚えのある豪快な一いち文もん字じ眉まゆを携たずさえた中年の男性が、黒エプロン姿で腰に手を当て笑っていた。

「あっ、お久しぶりです」

　加速度的に記き憶おくが蘇よみがえる。そういえばまだ小さい頃ころ、母かあさんの買い物に付いてくると、決まってこの店員さんに明るく声をかけてもらっていたっけ。ずっと来てなかったのに、よく俺おれのことが分かったなあ。

　もしかして俺、あの頃から全く顔変わってない？　いやまさか……な？

「今日きようはお使い？　えらいねえ、何買ってく？」

「はは、まあそんなところです。ええと、なんか美お味いしそうなお魚を……って言われたんですけど、よく分かんなくて……」

「何作るの？　お刺身？」

「鍋なべ、だそうです。海かい鮮せん鍋」

「あいよ！　少し待ってな！」

　そこまでぽんぽんと質問を続けたかと思えば、店員さんは全すべてを理解したとばかりにくるっと背を向け、いろいろ具材を見み繕つくろってくれる。……なるほど、これなら俺に何も知らせる必要ないよな。

「お待たせ！　ちょっとサービスしといたよ！　ブラックタイガー！」

「あ、そんな。どうもありがとうございます！」

　言われた通り待たい機きしていると、しばらくしてバーコード付きの紙包みを三つどんと手渡された。何人前か告げていなかったが、このぶんだと足りないということはなさそうだ。むしろ食いきれるかどうか。にしてもブラックタイガー大人気だな。やっぱ強そうだからだろうか。手乗りサイズなのに。

「昴すばるさん、お預かりしますっ」

　おじさんと言葉を交わしている間、ずっと傍そばで大人おとなしくしていた智とも花かだったが、荷物を見るやサッと手を伸ばし、カートへの搬入を手伝てつだってくれようとする。本当によく気がつく子だ。

「ありがと、じゃあ上の一つだけ持ってくれるかな。あとは自分で入れるから」

「はいっ。わかりました」

「……よし、これで頼まれた物は揃そろったな。──あの、選んで頂いて本当に助かりました。どうもありがとうございます。それでは」

　店員さんに再度礼を告げ、智花と共に頭を下げて売り場を離はなれようとする……が、

「おやすいご用さ！　ところで昴くん、その子彼女かい？　ははは、そうやって二人ふたりでカート押してると新婚さんみたいだな！」

　そんな台詞せりふで危うくコケかけた。

「～～～～っ！　そっ、そそそっ、そんな、わわっ、わた、わた、私なんかがが、ふぁ、ふぁう……」

　そして、またしても智とも花かは『ボン』という音が聞こえそうなほどの勢いで真まっ赤かになってしまった。

「いやー昴すばるくん、良い子みつけたね！　すごくかわいらしくておしとやかそうで！　もうね、言っとくけどほんとうちのカカアみたく気ぃばっか強いのは嫁にしたらいかんよ。可愛かわいげってやつが無いし、すぐ旦だん那なのこと尻しりに敷しこうとするからな！　しかもウチなんか職しよく場ばが同じだから毎日毎日ぎゃあぎゃあ小言聞かされてたまんなくて！　くぅーやっぱ俺おれもこの娘こみたいな大和やまと撫子なでしこを嫁にもらっておけばもっと幸せな人生を…………ってあーあーあーなんかカカアが奥から睨にらんでるよ！　ごめん昴くん、俺仕事戻る！　お母かあさんによろしくな！」

　しかし店員さんは何ど所こ吹く風。口を挟む間も与えずまくし立てたかと思えばいきなり踵きびすを返してバックヤードに飛び込んでいき、俺と智花は気恥ずかしさに包まれたままスーパーの喧けん噪そうに放り出されてしまった。

「………………レジ、行くか」

「………………はぃ」

　お互い、顔も見ることが出来ないまま歩み出す。迂う闊かつに喋しやべると余計に気まずくなりそうで、だんまりを決め込んで缶詰コーナーをやり過ごした。

　しかし、一いつ緒しよにカート運んでるだけでそんな風ふうに見えるのかなあ。

　まああの店員さん、俺に妹とかがいないことを知っているから、真っ先にその手の発想に至ったのかもしれないけど。

　ともあれ、こういうスタイルで智花と並んで歩くのは非常に危険だとわかったのは収しゆう穫かくかもしれない。もし見られたのが女バスのみんなだったりしようものなら、格好のからかいネタにされていただろうから。

　うむ。以後、気をつけよう。

　と、自戒の念を抱いた直後。

「あ」

　智花がいきなり足を止め、呆ぼう然ぜんと正面を向いたまま立ち尽くす。

　急にどうしたのだろう、と俺もつられて顔を上げ、

「……っ！」

　すぐ同じ様に硬直した。

　ほんの数メートル先で、お徳用チョコビスケットの袋を抱きしめたまま、きょとんとこちらを見つめる少女の存在に気付いたために。

　この、栗くり色いろの髪を二つ結びにした、子猫のようにあどけない顔つきの女の子は。

　そして、その隣となりにいる長い髪を三みつ編あみに結った眼鏡めがねの少女は。

「ま、真ま帆ほっ!?　それに、紗さ季き!?　なんで、なんでこんなとこに……？」

　見み紛まがう余地もなく、慧けい心しん女バス部員の二人ふたりなのであった。

「…………」

「…………」

　無言の牽けん制せいが、続く。

「……え」

　しかしやがて、真ま帆ほと紗さ季きは互いに見つめ合ってアイコンタクト。それからくるっと後ろを向き、俺おれたちとは反対の方に歩み去ろうとする。

　まるで『見てはいけないものを見てしまった』とでも言わんばかりに。

「……あ、あの」

　戸惑いながら動向を目で追っていると、五歩ほど歩いたところで真帆がわざとらしく髪をかき上げるような仕し草ぐさと共に、

「新婚さ～んっ、いぃらっしゃあ～い！」

　続いて紗季が窘たしなめるように、

「バカっ！　そっとしといてあげないと！」

　そんな台詞せりふだけを残し、二人ふたりは陳列棚の陰に消えていく。

　取り残された俺と智とも花かはタイミングを同どう調ちようさせて、がっくりと深く首を垂れるのだった。







「なーんだ、お使いかぁ……」

　一呼吸置いてから二人を全速力で追いかけ、つかまえて事情を説明すると、真帆がつまらなそうに口先をすぼめる。

「ふふ、まあきっとそんなところだろうとは思ってましたけど」

　そして紗季は不敵な笑えみ。それを見て智花は焦りを拭ぬぐいきれないまま、軽く頰ほおを膨ふくらませる。

「もう、いじわる……」

「ごめんごめん。けど、トモが誰だれにもメール返さないのも悪いんだからね。あんまり返信遅いから少し心配してたのに、知らん顔で長は谷せ川がわさんといちゃいちゃしてるんだもん。お仕置きでちょっとからかいたくなっても仕方ないじゃない」

　が、続いて冗じよう談だん交じりに告げられた苦言で、俄が然ぜん申し訳なさそうな顔に。

「え、そうだったの!?　ご、ごめんねっ！　私、携帯電話置き忘れてきちゃって……」

「あーなんだ。じゃあしょうがないわね」

「ううん……」

　お互いに頭を下げてから、自然と笑顔えがおを取り戻す二人。よし、話を切り出すタイミングを見失っていたけど、そろそろ良いか。そう思い俺はようやく真帆と紗季がなぜこんなところに居るのかを尋たずね、大体の状況を把握する。

「そっか、ミホ姉ねえの家に。……なんか、迷惑かけてすまないな」

　あいつのアパートに向かうなら、なるほどここで買い物をしてバスに乗るのが一番効率的だろう。どうやら、俺おれと知り合う前にも皆で何度か松まつ角ずみに遊びに来たことがあるみたいだ。もしかしたら、過去にニアミスしていたのかも。

「いえいえ、ご飯作るのはただのついでですし、迷惑とかは全然──」

「ねーすばるん、もっかん、こっちこっち！　アイリーンとヒナもいるから会いにいこっ！」

　紗さ季きとの会話中に、真ま帆ほが割って入る。そして二つ結びをなびかせてスキップ気味に全員を手招きしだした。

「もう、勝手なんだからっ！　ごめんなさい、落ち着き無くて」

「あはは、ここにいるなら愛あい莉りとひなたちゃんにも挨あい拶さつしに行こう。……ね？」

「はいっ！」

　あきれ顔の紗季、そして部員全員と会えるのが嬉うれしそうな智とも花かと共に真帆を追いかけ、四人で移動を開始する。商品棚を幾つかやり過ごすと、ドリンクコーナーで炭酸飲料を真剣に見比べている愛莉とひなたちゃんの姿が目に止まった。

「おー？　おにーちゃんと、ともかだ」

　さらに近付いていくうち、いち早く俺たちに気付いたのはひなたちゃんの方。背伸びして小こ柄がらな身体からだを持ち上げ、驚おどろきと喜びを表すように両手を高々と振ってくれる。

「やあ、ふたりとも」

「やーやー」

　呼びかけると、朗ほがらかな笑えみが返ってくる。けれども、遅れてこちらを見た愛莉の方は、すらりと伸びた長ちよう軀くをすくませながら、なぜか少し哀かなしそうに眉まゆ根ねを寄せて小声で一言。

「……し、新婚、さん？」

「だ、だから違うってばっ！」

　智花が叫び、俺は苦笑。愛莉さん、貴女あなたもですか……。

　でも、おかしいな。智花と二人ふたりだけならまだしも、四人で歩いていれば別にそんな風ふうには見えない気がするのだけど。

　とか思って振り返り、すぐに理解した。

　気付けば真帆と紗季は近くにおらず、さらに探すとアルコール類の棚の陰。二人はトーテムポールのように頭を縦たてに重ね、ニヤニヤとこちらを観かん察さつしていたのだった。ったくもー！





＊






「──じゃあ、私たちはそろそろ行きます。トモも一いつ緒しよに遊べれば良かったんだけど、今日きようは仕方ないわね」

　会計を済ませてから六人で少し立ち話をしていると、紗季が頃ころ合あいを見計らったように俺と智とも花かに別れを告げた。

「えーっ！　もっかんも行こうよー！」

　それを聞くや真ま帆ほは不服をあらわにしてこちらに駆かけ寄る。

「え、ええと……」

　当惑する智とも花か。紗さ季きは大きく溜ため息いきをつき、真帆の頰ほおをつねって諫いさめにかかる。

「こらっ、今日きようトモは『勝負の日』なんだから邪じや魔ましちゃダメでしょ！」

「……勝負かあ、じゃあ仕方ないか！」

　何で納得するんだ……ってかそもそも何を言ってるんだ……。

　どうも最近、紗季はこの手の茶化ちやかしに味をしめたらしく、たびたび俺おれと智花がやり玉にあげられてしまうのだった。

　その点さえ除けば誰だれよりも聞き分けの良い、とても聡そう明めいな子であるのだが……なんとも困ったものだ。

「もうっ、だ、だからそんなのじゃないってば！」

　当然ながら、再び智花は取り乱す。そろそろ倒れやしないかと本気で心配になってくる。

「ふふ。まあそれはともかく、今日は先に約束があったんだから無理には誘えないわ。みーたんちは、また今度ね」

　窘たしなめつつ、みんなに目配せして出しゆつ立たつを促す紗季。

「おー？　ともか、行かないの？」

「……ごめんなさい。また明日あした、ね？」

「うん。……残念だけど、しょうがないよね」

　後ろ髪引かれる思いに無む理り矢や理り踏ん切りを付けるようにして、四人がひとかたまりで歩きだした。智花はその背中を少し寂しそうな瞳ひとみで見つめながら、ゆっくりと手を振り続ける。

「……あー、ちょい待った」

　ダメだな、これ。とても放ってはおけん。

「はい、なんでしょう？」

「提案なんだけど。まずはみんなもウチにこない？　そんで昼飯食べて、それからミホ姉ねえんとこに行けばどうかな。食事もウチでなんか作ってもらうから、それを晩飯に届けてやれば良いし。四人揃そろってるのに、智花だけ別だと寂しいだろ」

「めーあんだなすばるんっ！　あたし賛さん成せいっ！」

「おー。おにーちゃんち、行きたい」

　ふとした思いつきに、間かん髪ぱつ入いれず真帆とひなたちゃんが賛同してくれ、愛あい莉りもぱっと表情を華やがせる。ただ、紗季と智花は少しだけ恐きよう縮しゆくした様よう子すで、

「でも、ご迷惑では……？」

　と、拭ぬぐいきれない心配事を遠えん慮りよに乗せて疑問系。

「ちっとも。ミホ姉ねえにも俺おれから電話しとけば平気だろうし。……むしろメシで釣ればあいつの方が来るかも」

　しかしさらに説得を重ねると、二人ふたりも提案を受け入れる気になってくれたようで、嬉うれしそうな顔を見せてくれる。

「よっしゃー！　じゃーしゅっぱーつ！　すばるんっ！　荷物一個持ってあげるっ！」

「あ！　……ったく、別に良いのになあ。ありがとな～真ま帆ほ！」

　レジ袋を強奪し、先行して駆け出した真帆を追いかけ、賑にぎ々にぎしく六人で移動を開始する。

　終始会話が止やまなかったせいか、この時はやけに自宅までの距きよ離りが短く感じられた。
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　大所帯に膨ふくらんで帰宅した俺おれたちだったが、母かあさんも花か織おりさんも嫌いやな顔一つせず笑顔えがおで出迎えてくれた。

　ただ申し訳なかったのは、人が増えたために花織さんも料理と子供たちの世話を始めてしまったことと、ウチのテーブルが面めん積せき不足だったため、大人おとな二人をキッチンカウンターの別席に追いやってしまったことだった。

　花織さんは『楽しいから大だい歓かん迎げい』と言って下さっているものの、こうして鍋なべが煮えて昼食会が開始された今もなお、お客さんに裏方で仕事させてしまってるのはなんとも心苦しく、母さんも恐きよう縮しゆくしきりな様よう子すだった。

「マジっ!?　この豆とう腐ふ、かおりんが作ったのっ!?」

「うん、そうなのー。形悪くてごめんねー」

「えー？　ちょーパーペキだってば！」

　まあ、真帆の質問を受けてキッチンから返ってきた明るい声こわ色いろからして、楽しんで下さってるのは事実のようではあるが。

「──うふふ、ありがとう真帆ちゃん。……あら、どうしたの智とも花か。今日きようはずいぶんと小食じゃない？」

　と、水切りざるを抱えて追加の野菜を持ってきて下さった花織さんが、娘に向けて不ふ思し議ぎそうな視し線せんを向けた。途端とたん、びくりと背筋を硬直させる智花。

「そっ、そんなことないもん！　いつも通りだもんっ！　もうお母さん変なことばっかり言ってひどい！」

　そしてあわてふためき、顔を真まっ赤かにして異い議ぎを申し立てる。

　ちなみに俺も普段ふだん通りに見えていたのだが、

「ふふ。トモってば、長は谷せ川がわさんの前じゃ本気出せないみたいなんです」

　どうやら紗さ季きの解説によるとそれが真相らしい。……なんだ、知らなかったな。別に遠えん慮りよなんかしないでお腹なかいっぱい食べれば良いのに。

　そう伝えようかとも思ったが、智とも花かは力尽きたように食卓に突っ伏してしまっていたので、つい声をかけあぐねる。

　なお余よ談だんだが、現在の席順は長方形のテーブルを囲んで俺おれの左ひだり隣どなりに真ま帆ほ。角を挟んで右隣が智花で、向かいに愛あい莉りとひなたちゃん。紗さ季きは智花と顔を向き合わせて真帆の左隣、という配置だ。

「──ねーあいり、おとうふ取って」

　しばらくすると智花も復活して歓かん談だんが続く。

　食べ始めてから十数分が経過し、俺が三匹目の海え老びを口に放り込んだころ。はす向かいの席で、ひなたちゃんが空からになった小鉢を隣に差し出した。

「こーらひな、あまり甘えちゃダメ。もう六年生なんだし、自分で取らなきゃ」

　聞くや紗季は笑い顔で、ひなたちゃんに優やさしく教育的指し導どう。

「ぶー。だって見えないよ、おなべの中」

「……あ、そっか。ごめんごめん」

　なるほど。確たしかにひなたちゃんの身長じゃ、テーブルの中央に置かれた鍋は少し覗のぞき込み辛づらそうだもんな。

「おー？　あいり、どうしたの？」

　納得して海老を嚙かみしめていると、なにやら不ふ思し議ぎそうな声。見れば愛莉がひなたちゃんの小鉢を抱えたまま、俯うつむき加減で固まっていた。

「ねえひなちゃん……。取るの、わたしに頼んだのってもしかして……」

『──!!』

　震ふるえる声を聞き、にわかに場の緊きん張ちよう感かんが高こう騰とうする。いけない、愛莉がまた自分の長ちよう軀くに対するコンプレックスを発動させかけている。

「たっ、たまたまだよねひなたっ！」

「おー？　お隣さんがあいりだから、あいりにたのんだ。ごめいわくだった？」

「…………あ。そ、そうだよねっ。それだけ、だよねっ……！　え、えへへ。全然迷惑じゃないよ。すぐ取るから待っててねっ」

　けど、慌てて智花がフォローし、ひなたちゃんもそれに同どう調ちようしてくれたおかげで、なんとか大事には至らずに済んだようだ。……安あん堵ど。

「むー。でも、ひなもそろそろおとなの練習しないとだめかも」

「……？　ひなちゃん？」

　張り詰めた空気は流れ、これで話題も一段落……かと思いきや、今度はひなたちゃんの方が唸うなりながら動きを止める。

「おー。いいこと考えた。……うんしょ」

「……えっ？」

　そしてやおら立ち上がると、すぐ隣となりへ。戸惑う愛あい莉りの膝ひざに手を乗せ、掛け声と共に太ももの上へ跨またがった。

「わーい。まる見え。これで、ひなも自分でとれる」

　ふふ、そっか。ひなたちゃんも色々考えて、自分で出来るように頑がん張ばろうと思ったのか。

「おー？　しかも、あいりのおっぱいがぽよんぽよんで気持ちいい。とくとー席かも」

「ひゃんっ！　す、座るのは良いけど寄りかかるのはダメだよう！」

「こらーヒナっ！　またしても独り占めしてずるいぞっ！　ちくしょーどんな感じだこのおっぱいソムリエめ！」

「おー。あったかくて、ぷよぷよで、こころが落ち着きますなー。……でも、ぶらじゃーがちょっと硬くてじゃまかも。あいり、外して良い？」

「よくないよっ！　あと大きな声でそんなことダメえっ……！」

　……思ったん、だよね？

　つーかその手の話題は、反応に困りまくるので俺おれからも止やめてくれと頼みたい……。と、とりあえず聞かなかったことにしよう。

　しばらく楽しげに愛莉とじゃれ合っていたひなたちゃんだったが、やがてはっと目的を思い出した様よう子すで背筋を伸ばす。

「おー。気持ちよすぎて忘れてた。がんばって、お豆とう腐ふとらないと。あいり、ひなのお皿とおはしちょうだい」

「…………うう。……ど、どうぞ」

　小鉢と菜さい箸ばしを受け取り、ひなたちゃんはまっすぐに鍋なべを見据える。

「……ふふ。愛莉、ひなの体、押さえてあげててね」

「頑張れよーヒナっ！」

「……落ち着いて、ゆっくりねっ」

「ん、大丈夫。ひなたちゃんなら出来るさ」

　すると周りのムードも一変して、皆がひなたちゃんを応援し始めた。俺もまた豆腐に向けて直進する箸先を、固唾かたず吞のみで見守る。

「ふるふる、ふるふる」

　やがて、豆腐は難なんなく持ち上がった！　なんだ、上手じようずじゃないか。少しばかり心配しすぎだったかな。

「そーっと……そーっと……おおおー？」

　と思いきや安心するのはまだ早かったようだ。ひなたちゃんは摑つかんだ豆腐を小鉢で迎えに行かず、箸の方を自分に向けて動かし始めてしまった。豆腐の震ふるえとシンクロするように、ひなたちゃんの体もぷるぷると揺らぐ。

　手順を訂正してやるべきだろうか……と一いつ瞬しゆん思ったが、今声をかけるのはかえって危ないような気がする。なので祈るような気持ちでこのまま動向を見守ることに。

「きゃー」

　しかし、願ねがいは通じず……。あとちょっとで小鉢に至る──というところで、獲え物ものは無情にもひなたちゃんの箸はしから滑り落ちてしまった。

　テーブルの縁へりで、豆とう腐ふが跳ねる。

　熱ねつの力で得た少しばかりの弾力を駆使して、白い塊かたまりはふわりと舞まい、

　放ほう物ぶつ線せんを描いた末、床ゆかに向けて垂直降下を始め、

「……あ」

　そして、またしても災さい難なんの矛ほこ先さきは、その少女に。

　白き弾丸が照準を定め、落下地点として選んだのは、スカートの裾すそから覗のぞく──智とも花かの柔やわ肌はだ……！

「──っ!?」

「危ない智花っ！」




　──緊きん急きゆう事態、だった。




「……ふぇ。ふぇええっ!?」

「………………ご、ごめんっ！　わ、わざとじゃなかったんだけど！」

　ジャンプ一番で特攻を仕掛けた体を戻し、俺おれは掌てのひらで受けた豆腐を自分の小鉢に入れながら、目を逸そらし詫わびる。

「い、いえっ！　た、助けて頂いて……ありがとう、ございま、したっ……！」

　そう言ってくれた智花であったが、うわずる声にはあからさまな動揺が混ざっている。

　……ああくそ。失敗したなあ。

　豆腐は何とか受け止めることが出来たのだが、その、なんだ。ちょっとばかり勢いが余ってしまったせいで、キャッチする時智花の太も……大だい腿たい部ぶに手が……。

「長は谷せ川がわさん、どんな感じです？」

「──っ！　べ、別に感想なんてありません！」

「え。いえ、その……。掌、やけどしてませんか？　豆腐、熱あつくなかったかなと……」

「あ。ご、ごめん変なこと言って！　だ、大丈夫！　なんともないよ。心配してくれてありがとな、紗さ季き」

　ああもうバカか俺。あせりすぎておかしな反応を見せてしまった。







「はいっ、ひなちゃん。お豆とう腐ふたっぷり」

「わーい。あいり、ありがとう」

　やはり、いきなり鍋なべの豆腐で練習はいろんな意味で危なすぎる……と意見が満場一致し、今日きようのところは愛あい莉りがひなたちゃんの分を配はい膳ぜんしてあげることになった。

　器を受け取り、ひなたちゃんは笑えみを強める。が、箸はしを伸ばしかけたところでぴたりと動きを止め、今度は申し訳なさそうな顔で愛莉に上うわ目め遣づかいを向けた。

「ひな、ねぎはまだちょっと無理かも」

「あれっ？　ごめんね、よけたつもりだったんだけど……」

「ふふ。もー、ほんと好き嫌い多いんだから。……ってどうしたの、ひな？」

　紗さ季きが苦笑する中、ひなたちゃんは箸と器を持ったまま愛莉の膝ひざから静かに降りて、とてとてと対面の俺おれの脇わきまでやってきた。

「……ん？　なんだい？」

「おにーちゃん、ねぎあげる。食べて」

　そして、にゅっと俺の口元に箸を伸ばし──ってちょ、それはちょっとマズくないか、だっていわゆる間接っ……！

　けど、ひなたちゃんにはそんなことを気にしている様よう子すなど微み塵じんもなく、とても無む下げには出来そうもなく。

「はいおにーちゃん、あーん」

「……………………ぁーん」

　不可能なのだった、逆らうなんて。ああ、なんか視界の隅で智とも花かがこっちを見て固まってる……。

「おっ、楽しそう！　ねーすばるん、あたしのも！」

「え」

　なんともはや。嬉うれしそうに首をかしげて見守るひなたちゃんの前で厳おごそかに咀そ嚼しやくを続けていると、追い打ちで真ま帆ほもマネして箸をつき出してきた。

　片方だけ断る訳にもいかず、観かん念ねんして食らいつく。

「どう？　どう？　んまいっ？」

「……うん。んまいよ」

　正直、緊きん張ちよう感で味なんて全然分からなかった。しかしながらこれで職しよく務むは果たしただろう。もうこんな遊びを好みそうな子は残ってないし──

　──にゅ。

　──にゅ。

　と思いきや、さらに二方向からおずおずと箸が伸びてきた。その先には、両者同様に頰ほおを赤らめ、僅わずかに瞳ひとみを逸そらして固まる智花と愛莉の姿が。つーか、恥ずかしいならやらなくて良いと思うのだが……。

「あ、あのっ……わっ、わたしのもよければ……」

「そのっ……ご、ご迷惑なら、いいんですけど……」
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　ああもう！　食べます、食べますとも！

　もうなんかさっきから、一口一口がやたら腹に溜たまって仕方がない。精神的に。

「ねー、サキはやらないの？　けっこう楽しーよんっ」

「な……」

　さらにトドメとばかり、ただ一人ひとりアーン攻こう撃げきに加わらないでくれていた生き真ま面じ目めな少女に、真ま帆ほが余計な一言を。

「わ、私は別にそういうの興きよう味みないしっ、それに食べ物をおもちゃにするの良くないと思うし……っ！」

　けれども紗さ季きは眼鏡めがねの位置を人差し指で直しながら、そんな風ふうに大人おとなびたところを見せてくれた。

　うんうん、それでこそ紗季。やっぱり精神年ねん齢れいでは、この子がいちばん成せい熟じゆくしてるよなあ。

「…………………………で、でも。私としたことが、ちょっと一遍にたくさん取り過ぎちゃったわね！　だ、だから申し訳ないですけど、もったいないので、い、一度だけ……っ」

　って結局やるんかい!?

　……ええ。頂きますよ、有あり難がたく。

　それからも俺おれは五人の善意を受け続け、胃袋を破裂寸前まで膨ふくらませてしまうのだった。







　ふぅ、もう無理だ。腹が、重い。

　あれだけ大量にあった具材も開始時の三分の一ほどまで目減りし、普通であればそろそろ黄おう金ごん色いろに輝かがやくスープで雑ぞう炊すいを仕立てる算段に入るころであるのだが、今日きようの自分に限ってはとてもそんな気になれない。

　なにしろ中ちゆう盤ばんから終盤に至るまで、食べることのみに限定すればほとんど一人ひとり鍋なべ状態だったのだから。いや、確たしかに味は良かったが、何事も過ぎたるは及ばざるがごとし。しばらくは鍋なんて見たくもない。

「こっ、このお魚そろそろ頃ころ合あいな気がしますのでどうぞっ」

　……しかし、未いまだ攻撃は止やまず。というかいつの間にやら紗さ季きが誰だれよりも率先して俺に箸はしを差し出しているのは何なに故ゆえに。

「あ、ありがとう」

　いやまあ、こうして気を遣つかって貰もらえること自体は凄すごく嬉うれしいのだが、いかんせん胃袋には底がございまして。そろそろ何とかしないと本気で我が身が危ない……。

「──ねえねえ、そろそろみんなで作った餃子ギヨーザ入れたら？」

　カワハギを嚙かみしめながら打開策を練っていると、母かあさんがカウンターでの雑ざつ談だんを中断して銀ぎん色いろのトレイを持ってきた。

　それを見てようやく、準備の際五人がしていたお手伝てつだいのことを思い出した。我が家のキッチンに全員は入りきれないから、テーブルの上で作れるもの……ということで、あり合わせの皮で餡あんを包み餃子をこしらえていたのだった、そういえば。

　もちろん投入しない理由はないだろう。自分たちで用意した具材なのだから、きっとみんな待ちわびていたに違いない。

「……って、あれ？　どうかした？」

　という予想に反し、銀色のトレイを見るや一人ひとりを──真ま帆ほをのぞいて全員が気まずそうに目を伏せてしまった。

「もしかして、失敗しちゃった？」

　母かあさんも妙な雰囲気に気付いて申し訳なさそうに伺うかがう。

「い、いえっ。そうではなくて」

「たぶん、上う手まく出来てると思います。……ただ」

　智とも花かと紗季が説明を開始すると、次第に子どもたちの視し線せんが一カ所に、真帆の許もとに集中していく。

「あはは、そんな大したモノ入れてないってば！　大丈夫だって！」

　猜さい疑ぎ心しんや不安そうな瞳ひとみを一身に受けながらも、持ち前の剛胆さであっけらかんと笑う真帆。

　なるほど、そういうことか。要するに、真ま帆ほが当たり──否いな、ハズレを混ぜたんだな。

「あらあら、どうしましょう……」

　母かあさんは困惑のままに立たち往おう生じよう、その上心配したのか花か織おりさんもお茶注つぎついでにキッチンからいそいそと出てきてしまった。

　しばし誰だれもが沈ちん黙もくし、ぐつぐつと鍋なべの煮える音だけが響ひびく。

「真帆、入れたのは、ちゃんと食べられるもの？」

「もちもち！　むしろちょー美お味いしくなってるかもよ！」

「キッチンで何かごそごそやってたので、食材なのは間違いないと思うんですけど……」

　なら、直ちよく撃げきしてもシャレで済むレベルか……？

「…………食べようか。もったいないし」

「そう、ですねっ。せっかく作ったのに、捨てちゃうわけにもいかないですし……」

　皆の顔を見回すとまず愛あい莉りが同どう調ちようしてくれ、他ほかの四人も遅れて首を縦たてに。母さんたちは「頑がん張ばって」と言い残してカウンターへと戻り、鍋の中に餃子ギヨーザがまとめて投入された。

　もはや腹も気も重すぎるが。ええい仕方がない。前に進むしかない。

「よし。みんな、準備は良い？」

　全員の皿に餃子一つが載せられた状態で、俺おれたちは視線を交差させる。

　俄が然ぜん高まる緊きん張ちよう感かん。……いや、自分が引ければむしろ当たりなのだ。怖いのは俺と真帆以外の口に収まったときなのだが。

　ううん、大丈夫……なはずだ。自じ爆ばくする可能性が有るのにもかかわらず、ひどく喜々とした様よう子すの真帆からして、それほどの危険物は入ってない、きっと。

「よし、じゃあ食べよう。いっせーのっ──」

　俺の合図を受けて、全員が思い思いの表情で餃子にかぶりつく。そして──

「～～～～っ！」

　いきなりヒット!?　被害者は…………愛莉っ!?

　苦く悶もんのあまり立ち上がった愛莉が、一転むせ返って床ゆかに崩れ落ちる。大惨事だ！

「真帆っ、あんた何入れたのっ！」

　紗さ季きが摑つかみかかって加害者に詰きつ問もんする。

「お、おかしいな。………………こ、この赤いコショウをほんのスプーン一杯──」

　そう言って真帆がポケットから取り出したビンにはこう一文字。




　──『カイエンヌペッパー』




「真ま帆ほ！　それコショウじゃなくて唐とう辛がら子し！」

「え、マジで。あはは、どーりで真まっ赤かだと思った」

「笑い事じゃないっ！」

「母かあさん、牛乳！」

　叫びながらキッチンに飛び込むと、母さんは既に白い液体をコップになみなみと注ぎ終わっていた。

「これ、ヨーグルトっ。辛からいときはこっちの方が良いわ！」

　説明に頷うなずきだけを返してコップを持ち、愛あい莉りの許もとへ駆かけ寄る。

「ひうっ……あ、あくっ……！」

「大丈夫か愛莉、ゆっくり飲んで！」

「ひ、ひゃいっ……んっ、んくっ……こふっ！」

　悶もん絶ぜつする少女を抱き起こし、首裏を支えてゆっくりコップを傾けてやる。それでもなかなか口の中の刺し激げきは収まらないようで、愛莉は時々むせ返りながらしきりにヨーグルトを求める。

　そんな友人の様よう子すを見てさすがに気まずくなった様子で、真帆は飲み物の備蓄が切れるや否いなや率先して二杯目を取りに行く。

「ヨ、ヨーグルトもっとちょうだい！　──アイリーン大丈夫かっ！　ごめんな、今お代わりもってくから！」

「う、うん。ありがとう真帆ちゃん。でも、もうだいぶ平気になってきたから──あ！」

「真帆っ！　足もと！　コード気をつけて！」

「へ？　わわっ！」

　そして、全速力で戻ってくる折。真帆は鍋なべを載せていたクッキングヒーターの電源コードに足を引っかけてしまい……。

　──ほとばしる、白い液体。

　それは投と網あみのように拡散しながら、弧を描いて前方へと飛来し──

「──ふぇ？　きゃあああっ！」

　智とも花かの顔がん面めんに、降り注いだ。

「だ、大丈夫か！」

「うわーんごめんっ！　わざとじゃないんだあ────!!」

　慌てて俺おれは立ち上がり、土下座する真帆の脇わきを抜け、卓上の手ふきを拾ってヨーグルトまみれになった智花の肌を拭ぬぐう。それでとりあえず顔だけはそこそこ綺き麗れいにしてやれたものの。

「母さん、拭ふくものが足りない！　もっと持ってきてくれ！」

　ヨーグルトの浸食はもはや全身まで及んでおり、とても布きれ一枚でどうにか出来るレベルではなかった。

「ううー、べとべと」

　智とも花かが半べそで肩を抱く。今日きようはちょっとした厄やく日びだな……。

「おしぼり、持ってきたわ。……あらあら、だいぶひどいわね」

「あっ、すいません」

　振り返ると、布を差し出してくれたのは母かあさんではなくて花か織おりさんだったので、少し恐きよう縮しゆくしつつ受け取る。

「これ、カピカピになっちゃうし洗せん濯たくしないとどうしようもないわね。智花、せめて体だけでも綺き麗れいにするから、早く脱ぎなさい」

「……ふぇ？　なっ！　何言ってるのお母さ──きゃああああああっ！」
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「もう、暴あばれちゃダメでしょう。昴すばるさんが拭ふいて下さっているところなのに。──本当にごめんなさいね昴さん、お手間かけちゃって。なんだか手伝てつだって頂いて申し訳無いですけれど、じゃあお腹なかの辺あたりを拭ふいてあげて下さい。私は上の方を何とかしますので」

　……無理です。つーか見れません。

　結局智花は母さんの勧すすめでシャワーを浴びることに。

　その後予備の運動着に着替えてようやく元気を取り戻してくれたものの、花織さんとはしばらく口を利こうともしなかった。







「はあ、実に疲れた……」

　トイレを済ませ、洗面台で手を洗いながら、溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

　胃は重いし心労は重なるし、なんだかさんざんな一日だった。

　ま、とか言いつつ。いつも通り楽しかったけどさ。

「──ふふ、大人気なんですね、昴すばるさんって」

「……あ！　ごめんなさい、すっかりお世話になってしまって！」

　声をかけられて振り向くと、花か織おりさんが柔にゆう和わに微笑ほほえんでいた。

「いいえっ。すごく楽しかったです。……それに、昴さんやバスケ部の子たちには、本当に感かん謝しやしてますから。智とも花か、みなさんの事を話してくれるとき、とても嬉うれしそうに笑うんですよ」

「……あ」

　そうか、もしかしたら。

　みんなと出会う直前の智花って、上手じようずに笑うことが出来なかったのかもしれないんだ。

「昴さん。あの子にまた笑顔えがおを下さって、本当にありがとうございます。もしご迷惑でなければ、どうぞこれからも智花……ううん。みんなの事、よろしくお願ねがいしますね」

「……はい。力不足もいいとこですけど。出来るだけ、コーチとして頑がん張ばってみます」

　迷惑だなんて、思うはずがない。五人が笑顔と努力を見せてくれるから、俺おれも孤独を感じることなく、この一年間の充電期間を楽しんで過ごすことが出来ているのだ。

　だから頑張ろう。みんなと、自分のために。

　深く頭を下げる花織さんにこちらもお辞じ儀ぎを重ねながら、半分は自分に向けて、胸の内で強く決意を固めた。

「──ところで、話は変わりますがっ」

「へ？」

　と、出し抜けに花織さんが声のトーンを明るくして顔を上げたので、俺は面食らって声を裏返らせてしまう。

「な、なんでしょう？」

「あの。昴さんとしては、誰だれが一番タイプですか？　うふふ、五人の中で」

「………………へ？」

　き……急に何を言い出すんだこの方は！

「そ、そんなタイプとか有るわけないじゃないですか！」

「そんな、噓うそです。あんなにかわいい子たちが揃そろっているのに！　あ、大丈夫ですよ。心配しなくても智花には言わないので気を遣つかわずに忌き憚たん無きご意見をどうぞっ」

　爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみに射すくめられるように、俺は壁かべ際ぎわまでじりじり後退してしまう。

　な、なんてこった。花織さんって、見かけによらずこの手のお話が大好きな人だったのか……っ！

　にじり寄られ、進退窮きわまる俺おれ。

　──その時、洗面所前の扉とびらががちゃりと開いて、

「あっ、こちらでしたか。すいません、実はちょっとお願い事が──」

　女バスの五人がそろい踏みで登場した。そして声をかけてきた紗さ季きは、俺の姿を確かく認にんするやたちまち訝いぶかしげな表情になり、

「……長は谷せ川がわさん、トモのお母かあさんまで口く説どいてるんですか？」

「えええっ！　す、昴すばるさん……!?」

「違いますっ！」

「まあ……困ったわ。私には夫も娘も……」

「花か織おりさんも真ま面じ目めな顔で乗っからないで下さいっ！」

　焦りに任せて声を荒げると、花織さんはすぐに『てへり』と舌を覗のぞかせる。上品そうな雰囲気に騙だまされていたが、実はかなりのくせ者かもしれない。

「……え、ええと。で、なんだい紗季、お願ねがい事ごとって？」

「あ、そうでした。あの、長谷川さん。今からバスケのゴール、貸していただけないでしょうか……？」

「──え？」

「みんなで食後の運動、したいねって話になって。もっ、もしご迷惑でなければ！」

　紗季と智とも花かの願いを聞いて、思わず顔がほころぶ。……もちろん、コーチとして断る理由はどこにもない。

「あはは、もちろん。でも軽く、だよ？　いっぱい食べた後だから、あまり激はげしい運動はしないって約束してくれるなら」

「うんっ、了解！　じゃーすばるんも入って３ｏｎ３ね！」

「わーい。じゃあ、今日きようのところは、ひなとおにーちゃんが同じチームということで」

「今日のところって、毎回そう言ってるじゃない……。だめよ～ひな、組決めはちゃんと公平にっ！」

「うう。最近わたし、じゃんけん弱い……」

　わいわい盛り上がりながら皆に手を引かれ庭に出て、俺たちは何度もメンバーを入れ替えながらミニゲームに興きようじる。

　途中でふと家の方を見ると、母さんと花織さんが窓まど際ぎわに並び、笑顔えがおでこちらを見守っていた。

　……ところで、何か大事なことを忘れているような気もするのだが。

「すばるーん、パースっ！」

「ん。よーし真ま帆ほ、ばっちり決めちゃってくれ！」

「おうっ、まかせとけっ！」

　そんな胸に宿った小さなしこりなんて、夏の午後の心地ここちよい暑さがすぐ洗い流してくれた。
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　夏休みのとある昼下がり。今日きようは慧けい心しん女バスの練習がないため、数時間前にバスケ同好会の仲間である幼おさな馴染なじみ、荻おぎ山やま葵あおいと市内の運動公園までやってきた。

　この公園はコインシャワーも完備されているし、広い敷しき地ちを使って様々なメニューが組めるので基き礎そ練習にはもってこい。三人目のメンバー、上うえ原はら一かず成なりが都心へ遠征してしまっている間は、ハーフコートのある駅前のアミューズメント施設ではなく、こちらが俺おれたちの主たる活動スペースなのであった。

「ふぃー、今日も暑かったわねー……」

「ほんとになぁ。腹の中も空からっぽだ。またファミレス寄ってくだろ？」

　キツくて地味な反復運動をなんとかこなし終え、共に帰路を辿たどる。被かぶっていたベースボールキャップを手に持ちぱたぱたと顔を扇あおぐ葵の隣となりで、買い足したスポーツドリンクを傾けゆっくりひとくち。毎度の事ながら、家に帰る前に近くの店で涼んでいくこととしよう。

「……あー。うーんと、さ」

「ん？」

　長い髪をポニーテールに結わえた葵にとってこの日差しは輪わをかけて辛つらそうだし、当然賛さん成せいしてくれると思ったのだが、なにやら頷うなずきかねている様よう子す。後に予定が控えているのだろうか。

「今日は都合悪い？」

「う、ううん！　そうじゃないんだけど……えっと」

「はは、珍しく神妙だな。別に遠えん慮りよしないで何でも言えよ」

「な、どういう意味よ。私いつでも謙けん虚きよじゃないすごく」

「…………」

「眼めを逸そらすな！　……って、まあそれはいいとして。あ、あのさ。実はちょっと、昴すばるに頼みたいことがあるんだ」

「頼み事？　おう言ってみ。練習付き合ってもらってるし大たい概がい聞くぞ」

「練習は私も好きでやってることだから気にしなくて良いってば。だから面めん倒どうだったら断ってくれて構わないんだけど。……実は、新しく本棚買おうと思ってるの」

「へえ。もしかしてあの最近出来た家具屋で？」

「うんそうそう。それでさ、一人ひとりだと重すぎて持てないから、運ぶの手伝てつだってもらえないかなーって……。疲れてるとこに頼むの本当に申し訳ないんだけど！　お、終わったらアイスと飲み物くらいは出すよ！　……わ、わ、私の部へ屋やでっ」

「なるほど。おっけおっけ。おやすいご用」

　とまあそういうことになり、バスに乗って荻山家から徒歩十五分ほどのところにある量販店まで移動し、買い物完了。

「しかしこれ、思ったより重いな。大丈夫か葵？」

「たぶん。がんばる。じゃ、お世話になります！」

「りょーかい。おし、持ち上げるぞ。せーのっ」

　細長い直方体の段ボールで梱こん包ぽうされた棚を（組み立て式らしい）掛け声一番で肩に担ぎ、時じ代だい劇げきの籠かご屋やのように縦たて並ならびで俺おれが前方、葵が後方について出発進行。

　しばらくは二に車しや線せんの車道に沿ってひたすらまっすぐ歩く。最近ご無ぶ沙さ汰た気味とはいえ、かつては何度も遊びに行った幼おさな馴染なじみの自宅なので、案内してもらう必要はもちろんない。

「葵ー、辛つらくないか？」

「だいじょぶー。汗が眼めに入りそうなこと以外は」

「はは、それは俺もだわ。ヤバくなったら少し止まるから声かけてな」

「うん、ありがとー。……そ、それにしても、久しぶりだね。昴すばるがうち来るのって」

「確たしかになあ。中学入ってからはお互い部活漬づけで、こっちまで足延ばす機き会かい減っちゃったし」

「そだね。で、でもさ！　わ、私としては……その。た、たまにならこうやって遊びに来てくれても──」

「ああっ！」

「──良いんだよーとか思ったり思わなかった……うぇ？」

　葵の声に割り入って、思わず悲鳴を挙げてしまった。

　ちょっと申し訳なかったが、仕方ない。目の前で、緊きん急きゆう事態が発生してしまったのだから。

「ど、どしたの昴？」

　心配そうに訊きく葵に返事をしないまま、俺は数メートル進み、

「こら、だめだろう。信号が青でもちゃんと左右確かく認にんしなきゃ。飛び出したら危ないんだよ？」

　横断歩道を渡りきったところでびくりと肩をすくめ、こちらを見上げる小学一年生くらいの女の子へ言い含めるように注意する。

「ご、ごめんなさぁい……。おつかい、たのまれたの」

　そう言ってその子は手に持っていたかごの中身を見せてくれる。なるほど、早くお母かあさんに褒ほめて欲しくて、急いで家に帰る途中だったのか。

「おお、すごい。一人ひとりで出来てえらいぞ。でも、車にも気をつけなきゃね」

　段ボールから片手を離はなし、ぶかぶかの帽子が乗っかった小さな頭を優やさしく撫なでる。

「えへへ……ごめんなさい。つぎはちゃんと、右見て、左見てする」

「うん、約束な」

　最後に笑顔えがおで頷うなずいてあげると、女の子もにっこり笑って一礼。それから踵きびすを返して俺たちの目的地と同じ方向に早足で遠ざかっていた。

「ふぅ。すまんすまん、話の腰折っちゃって」

「……や。それは別にいいんだ、けど。ず、ずいぶん気が回るね、昴すばるの癖くせに」

「なんだよ俺おれの癖にって。……ま、確たしかに女バスのコーチするようになってから、小さな子を見るとどうにも放っておけなくてなー。あはははは」

「……………………」

　不肖、長は谷せ川がわ昴。純じゆん真しん無む垢くな子どもの健すこやかな成長を願ねがい、時には口うるさい嫌われ役すらも辞さない所存である。

「さてと、それじゃ先を急ぐか。あ、さっき言いかけてたのって何？」

「……なんか、心が折れそう」

「へ？　そ、そりゃすまんかった。今度はちゃんと聞くから！」

「………………ん。よ、ようするにさ。たまには私の家にも──」

「あっ！　ねえ君っ！　ハンカチか何か落としたよ～！」

「──遊びに…………っ」

　世間話を再開し歩き出してほどなく。視界の前方で先ほどの女の子のスカートから小さな布がひらりと落下した。反射的に叫びかけると、ハッとして引き返してくる。

「ありがとう、おにぃさんっ」

　そして、律りち儀ぎに俺たちが追い付くまで待ってぺこりと頭を下げてくれた。よほど大切なものだったのか、拾い上げた花はな柄がらのハンカチをぎゅっと胸元に押しつけるようにして安あん堵どの笑えみを浮かべている。

「どういたしまして。無くさなくてよかったね」

「うんっ。あのね、お母かあさんにね、買ってもらったの」

　そっか、と頷うなずき合い、もう一度お別れ。悲しませずに済んでなにより……と安堵した直後、再び葵あおいに返事をし損ねていたことに思い至る。しまったな、いい加減怒られても仕方あるまい。ひとまず詫わびを告げるべく口を、

「きゃんっ！」

「大変だ！　大丈夫かいっ!?」

「ぬぇ!?　ちょ、昴……っ!?」

　開きかけた、そのとき。なんと女の子が目の前で躓つまずき、転んでしまった。たまらず駆け寄って抱き起こしてやる。

「怪け我がはない？」

「う、うん……。でも、おやさい、ぶつけちゃったかも」

　幸い大事には至らなかったようだが、お使いの品を痛めたのではないかと心配そうにかごを覗のぞき、みるみる涙目になっていく女の子。いけない、なんとか励ましてやらないと。

「大丈夫。野菜ならそう簡かん単たんにダメにはならないし、それにもし、ちょっとくらい傷が付いても、お母さんは絶対怒らないよ」

「……ほんとう？」

「本当。お兄にいさんが保証する。だから、心配しないで」

　つぶらな瞳ひとみの前で力強く拳こぶしを握ってみせると、多少は勇気づけることが出来たようで女の子は笑顔えがおを取り戻す。

「ばいばい、おにぃちゃんありがとおっ」

「ばいばーい！　今度こそ気をつけてなー」

　何度もふり返りながら離はなれていく女の子に応こたえ、その場で大きく手を振る。やがて少し先の路地に入って後ろ姿が見えなくなるのを確かく認にんして、達成感と共に葵あおいの方に身を反転。

「おまたせ……ってうわあああああすまんっ！」

「あ、あ、あんたねぇ……！」

　そこで、ようやく。俺おれが手を離はなしたせいで、長いこと葵一人ひとりに荷物を抱えさせてしまっていたことに気付くのであった。

「ごめん、本当にごめんっ！　このお詫わびは後で必ず！」

　慌てて片棒を担ぐ。葵は心底呆あきれた様よう子すで深く溜ため息いきを漏らし、

「……怒りは、しないわ。心配だった気持ちは分かるし。……でもね、せめて一声かけて。小さな女の子だけじゃなく、私のことも心の片隅くらいには気をとめておいて」

　やけに穏おだやかな、しかしそこはかとなく哀かなしみに包まれた声こわ色いろで注意を喚かん起きするのであった。……正直、返す言葉もない。

　それから葵が動きだす気配けはいに合わせ、俺も移動再開。

「…………」

「…………」

　したものの、以後会話はずっと途と切ぎれたまま。いかんな、相当幻滅させてしまったらしい。そりゃそうだ、いくら小さな女の子のことが気になって仕方がなかったとはいえ、あんな無体な真ま似ねをしたのだから。

　なんとか僅わずかばかりでも、汚名を返上したいところだが。なにより、俺が葵に対し無関心だなんて、まったくそんなことはないと伝えなければ。フェイダウェイシュートの正せい確かくさとか、クラッチタイムでの勝負強さとか、魅み力りよく的てきに思うところなら枚挙にいとまがないのだから。

　さて、どうすべきか。とりあえず何かここ最近の変化に気付いてやれれば、ちゃんと葵のことを見ているとわかってもらえそうなのだが…………あ、そうだ！

「そ、そういえば葵、髪切ったろ！　すごい似合ってるぞ！」

「切ってないわよ!!」

　勘違いだったらしい。

　このあと到着まで、葵の機き嫌げんがストップ安だったことは言及するまでもない……。







[image: 愛莉のからだチェッカーズ]










　　　　【１】




「くすくす。昴すばるくんたら、こんなに赤くたぎらせて。……身体からだは正直ね」

「せ、先生……。やっぱりダメですって……！」

　俺おれを椅い子すに無む理り矢や理り腰掛けさせ、慧けい心しん学がく園えん初等部の養よう護ご教きよう諭ゆ、羽は多た野の冬とう子こ先生が舌なめずりするようにこちらを見下ろす。

　眼と鼻の先に、ブラウスの襟えり元もと。その薄うす桃もも色いろの合間からちらりとのぞく黒いレースに気付き慌てて視し線せんを落とせば、今度はタイトなミニスカートとメッシュのタイツで武装された両脚に迎げい撃げきされてしまう。

　至近距きよ離りまで詰め寄られ、もはや逃げ場はなかった。観かん念ねんして、天てん井じようを見上げる。

「良い子ね、それで良いわ。あとは私に全すべてを委ゆだねなさい。くす、すぐ楽にしてあげるから」

　唇が触れそうなほどの距離で囁ささやいたのち、レイヤードのショートヘアを耳に掛け、羽多野先生はふうと熱あつい吐と息いきで俺の頰ほおをなぞった。

「──っ！」

　こそばゆさとむせ返るような色香に惑い、意志とは無関係に全身が硬直する。




　──がちゃん。




　そのとき、背後で何かが落ちる音が響ひびいた。驚おどろいて振り返ると、

「す、昴さんっ!?　せ、先生……そんな…………ど、どうして……」

　顔がん面めん蒼そう白はくになった少女が──湊みなと智とも花かが震ふるえながらこちらを凝ぎよう視ししていた。

「智花っ!?　こっ、これはそのっ……せ、先生が半ば無理矢理っ！」

　しどろもどろの言葉が口を衝ついて出る。罪悪感に肺を侵食され、窒息寸前まで追いやられたような、そんな錯さつ覚かく。

「あら、でも昴くんたらもう──こんなじゃない。とても放ってはおけないわ」

「うっ。そ、それは……」

　かたや覆おおい被かぶさるような体勢を保ち続けたままの羽多野先生は落ち着いたもの。妖よう艶えんに眼めを細めて、猫なで声で錯さく乱らんする俺を手玉に取る。

「くす。ところで、どうしたの智花ちゃん。そんなに慌てちゃって」

　かと思えば唐とう突とつに、今度は愉悦の矛ほこ先さきを涙目の少女に切り替えた。

　問いかけられ、智花は沈痛に顔を伏せる。それでもなお振り絞るように、

「だって……だって……昴さんが……」

　震える声で呟つぶやくが、ついには耐えきれないとばかりに両手で口元を覆ってしまう。

　微笑、困惑、沈痛。

　三つの異なる感情が渦を巻き、狭い室内から音という音を奪い去る。




「……ねえ。なんで急に昼ドラみたいな小こ芝しば居いが始まってるの？」




　そんな中。沈ちん黙もくを破ったのは、部へ屋やの隅で長いすに腰掛け訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた、永なが塚つか紗さ季きの言葉だった。

「え……？」

　意味が分からず、きょとんと顔を見合わせる俺おれたち三人。

「くす。小芝居なんてしてないわよ。私はただ──昴すばるくんに目薬をさしていただけじゃない」

　やがて代表して先生が正しく状況説明をしてくれるが、紗季はますます項うな垂だれるばかり。

「もちろん知ってます。そうして頂くために私たちは保健室に来てるんですから。……で。ただそれだけの事なのに、どうして長は谷せ川がわさんもトモもそんなに取り乱してるんですか」

「……？　いや、だってまずは智とも花かに早く良くなってもらいたかったのに、先生が俺おれの方の治ち療りようを先にして下さったものだから、智花に申し訳なくて……」

「わ、私は昴さんの眼めがまだ腫はれたままなのに驚おどろいて……。もしかして、すごくひどいのかなって心配になっちゃって……」

　俺に続き、戸惑い気味に返事する智花。……なるほど、そうだったのか。まったく、何と良くできたやさしい子なのだろう。

「智花……。ありがとう、心配してくれて。でも大丈夫だよ、今のとこ薬の効き目が出てないだけだと思うから。もうすぐ、良くなってくるはずだ」

「あっ、それなら……良かったです。昴さんこそありがとうございます！　そんな風ふうに、気き遣づかって下さっていたなんて……嬉うれしいです」

　まっすぐ瞳ひとみを見つめ感かん謝しやを告げると、智花も俺へ上うわ目め遣づかいを向けてくれた。どちらともなく顔をほころばせ、照れながら微笑ほほえみを交換する。

「はぁ……」

　それを傍はた目めになぜか呆あきれをどん底まで深め嘆たん息そくする紗季。すぐ傍そばでは羽は多た野の先生が堪こらえきれなくなったみたいに口元を押さえ、くすくすと笑いをかみ殺している。

「……？」

　ますます訳が分からず、俺と智花は疑問一杯に首をかしげあうのであった。







　夏休みを目前に控えたとある月げつ曜よう日びの午後。いつものように慧けい心しん学がく園えん女子バスケ部のコーチとして体たい育いく館かんを訪れ、智花と雑ざつ談だんを始めた矢先、近くの壁かべ際ぎわに給食袋のような巾きん着ちやくが落ちているのを発見する。

　誰だれのだろうと何気なく拾い、袋口に手を入れた瞬しゆん間かん──なんとその中身が派は手でに爆ばく発はつした。

「ぬぁっ!?」

「ふぇ……きゃあっ!?　け、けほっ、けほっ！」

「──ふんふ～ん♪　きょーも部活がんばるぞー……ってわぎゃあ！　すばるんにもっかん、なんであたしのきな粉こ弾食らってんのっ!?」

「おー？　おにーちゃんと、ともかがぐちょぐちょ。おめめも真まっ赤か」

「た、たいへんっ！　すぐに保健室行かないとっ！」

「こらバカ真ま帆ほっ！　なんでそんな危険なもの放置しておくのよっ！　長は谷せ川がわさん、トモ。愛あい莉りの言う通り保健室に行きましょう。私もちょうど用事ありましたし、付き添います。それに、保健室は…………いろいろ心配ですし」

　直後、他ほかの女バス部員たちが惨状に気付き、爆発物の正体も三み沢さわ真帆のきな粉弾（※胡こ椒しよう配合の試作タイプ）だったと判明したのだが、とにかく俺おれと智とも花かは間近で粉ふん塵じんを浴び、ひどく眼めを腫はらしてしまう。

　そんなこんなで、紗さ季きに同行してもらい俺たちはこうして学園内の保健室へ治ち療りようをお願ねがいしにやって来たのだった（真帆は現在体たい育いく館かんの掃除中）。

「──くす、じゃあ今度は智花ちゃんの方を診みるわね」

　ようやく笑えみを落ち着かせ、俺に点薬を終えて下さった羽は多た野の先生が智花に身を寄せる。と、そういえば診察用の丸まる椅い子すを占領したままだ。即座に腰を上げ、場所を譲ゆずる。

　ちなみに智花だが、持ち前の長いまつげにたっぷりきな粉が付着していたらしく、先生からまずはよく水で洗い流してくるよう言われ洗面所に向かっていた。それが俺の意に反し治療の順番が前後してしまった理由である。

「智花、痛くない？　ごめんな、後回しにさせちゃって」

「いえっ、平気ですっ！　あ、昴すばるさんの眼、治ってきてます！　……良かったぁ」

　交代の途中、顔を覗のぞき込んで詫わびを告げると、充血した眼を細め自分そっちのけで安あん堵どしきった微笑ほほえみを向けてくれた。ああもう良い子すぎる。治療が火急でなければ今すぐ頭を撫なでてやりたい。

「くす。……やっぱり美み星ほしちゃんの言う通りね。昴くん。貴方あなたとは、あとでじっくりとお話し出来たら嬉うれしいわ」

　そんなやりとりを見て、羽多野先生は恍こう惚こつとした表情で俺に流し目を披ひ露ろうして下さる。……なんだろう？　先ほどから疑問に感じていたのだが、先生はずいぶんと俺に対し愛想が良いというか、まるで旧知の親友に対するような振ふる舞まいを時折見せるのだ。

　それが不快というわけでは全くないものの、俺と羽多野先生との面めん識しきなんて以前ひなたちゃんをおぶってここに連れてきた際に挨あい拶さつを交わした程度のもの。これほど懇ねんごろにしてもらえる心当たりとしては、あまりにも乏しすぎる。

「じゃあ始めましょう。こっちにいらっしゃい、智とも花かちゃん」

「あ、はいっ！」

　疑問をよそに、羽は多た野の先生は智花の手を引き、丸まる椅い子すの方へエスコートする。

「よいしょっと」

「……ふぇっ!?」

　そして先生自身が椅子に腰を落とし──正面から向き合う形で智花を自らの太ももの上に跨またがらせた。

「へ……？」

　突とつ如じよ出現した謎なぞの構図に肝を抜かれ、俺おれの口から呆ほうけた声が漏れる。同様に混乱した様よう子すの智花も「えっ、えっ？」と激はげしく戸惑い身体からだを揺らしている。

「くす。ダメよ動いちゃあ、上う手まく目薬がさせないじゃない」

　たじろぐ少女の耳元で囁ささやいて、私服の上に羽は織おった白衣のポケットから目薬の瓶を取り出し、自らの口元へ持っていく先生。そして左の掌てのひら全体で智花の背中からわき腹の上辺りにかけてをまさぐり、同時に右指ですうっと背骨をなぞる。

「ひゃ、ひゃうっ！」

　たまらず智花は体を反そり返らせて悲鳴。

　……っていや待て待て、吞のん気きに眺めている場面じゃなくないかこれ？　今すぐ智花を救出してあげるべきじゃあ。しかし相手は養よう護ご教きよう諭ゆ、もしかしたら一連の行為にはやんごとなき深い深い事情が……ってあるかそんなわけ！

「そうよ、そのまま。……良い子ね、智花ちゃん」

　まったくわけがわからず、深まる混乱。そんな俺の事などお構いなしで、羽多野先生は咥くわえていた目薬を右手に受けると、智花の瞳ひとみに向けてぽとりと雫しずくを垂らした。

「ふぁっ」

　反射的に、智花がぎゅっと両眼を閉じる。染みるのか、長らく瞼まぶたに力を入れたまま固まっていた。

「はい、おしまい。……でも、せっかくだしもう少しこのままでいましょうか、くす」

　それがようやく薄うす目め開びらきとなったころ、羽多野先生は愛いとおしげに微笑ほほえんで智花の鼻先に自分の鼻をちょんと当てる。

「…………ぇ。……っ!?　も、戻りますっ。あああありがとうございましたっ」

「あら残念。くす、またいつでもどうぞ」

　早口で礼を告げ、飛ぶように膝ひざから下りた智花がいそいそとこちらに退たい避ひしてきた。いかにも困惑しきりといった感じで、本能的に危き機きを感じたのか足取りもおぼつかない。

「……トモ、気を確たしかに。大丈夫よ、びっくりしたでしょうけど、さっき以上のことはしてこないから安心して。先生、悪気はないの。……悪気は」

　と、いつの間にか椅い子すを立ちこちらにやって来ていた紗さ季きが肩を抱き、説き伏せるようにゆっくりと智とも花かに告げた。

　それを聞いて俺おれの中に芽め生ばえる、ある確かく信しんに近い予感。

「ねえ、紗季。つかぬ事を訊きくけど、もしかして羽は多た野の先生って……」

　恐る恐る尋たずねると、紗季は額ひたいに手を当て嘆たん息そくし、

「はい。すごく優やさしくて、素す晴ばらしい先生なのですが……たった一つだけ、とても残念なご趣しゆ味みをお持ちでして。なんでもその欲望を満たすためだけに、医学部を蹴けって小学校の保健室を就しゆう職しよく先さきに選んだのだとか」

　遠くを見るような視し線せんと共に、引きつった笑えみを漏らす。そこに羽多野先生本人がきびきびとやってきて、握手を求めるように俺へ右手を差し出した。心なしか、さっきより肌の艶つやが増しているような気がする。

「智花ちゃんの方もこれで心配ないわ。……じゃあ改めて昴すばるくん、お久しぶり。これから末永くよろしくね。美み星ほしちゃんから貴方あなたの事を詳しく聞いて以来、再会するのをずっと楽しみにしていたんだから。……嬉うれしいわ、ついに同じ感覚を共有できる仲間と巡り逢えて」

　うむ、なるほど。

　さっきからの俺に対する好意の正体、完かん膚ぷ無きまでに理解したぞ。

　……これはいかん。今すぐ誤解を清算せねば。

「いや、違うんです先生。ミホね……篁たかむら先生が何をほざいたのか知りませんが、俺は断じて貴女が思っているような趣向は持ち合わせて──」

「あら、そうだわ。ところで紗季ちゃんも私に用だったみたいだけど、何かしら？」

「あ、いけない。そうでした。ええと」

　──話を聞いて下さい、お願ねがいだから。

　しかしながら、ここまで付き添ってくれた紗季が保健室についでの用事があると言っていたのは事実。部活開始の時間まで間もないし、まことに遺い憾かんだが、濡ぬれ衣ぎぬを破り捨てるのはまたの機き会かいにしておかねばなるまいか……。

「あの、これ。６－Ｃの健康調ちよう査さアンケートです」

　訊かれてはっと踵きびすを返した紗季は、先ほどまで座っていた長いすから自分の鞄かばんを拾い上げて戻ってくると、中からプリントの束を出し、先生に渡した。

「あら、ありがとう。くす、紗季ちゃんにしては遅かったわね。いつもならお昼休みに持ってきてくれるのに。もちろん今日きよう中じゆうであれば時間はいつでも構わないのだけど」

「ごめんなさい……。真ま帆ほのバカがついさっきまで書くの忘れてまして、そのせいで遅れちゃいました」

「ああ、そうだったの。くす、いつもご苦労様」

「おまけにきな粉こ弾、あんなところに放置しておくし……。ほんと、毎日手を焼かされて困ったもんです」

　肩をすくめて嘆なげく紗さ季きだが、文句たらたらの割に真ま帆ほへの面めん倒どう見みの良さはいかなる時も変わらないんだよな。見ていて微笑ほほえましくてしょうがない。

「くす。真帆ちゃん、バスケ部でも元気いっぱいなのでしょうね」

　羽は多た野の先生も柔にゆう和わに笑って、ふと俺おれの方に視し線せんを向けた。もしかしたら、同じ事を思っているのかも。

「はい。とっても明るくて、心からバスケを楽しんで。いつもパワーを分けてもらってます」

「うるさいだけですよ。長は谷せ川がわさんが優やさしいから甘えてばっかりで、何度も迷惑かけて」

　俺の返答に被かぶせて再び紗季が不平を口にするものの、それだけが本心でないのはこの場にいる全員にとって歴然。大おお仰ぎように眉み間けんを押さえる様よう子すを見て、智とも花かも小さく笑えみをこぼす。

「そういえば、ひなたちゃんも時々保健室に遊びに来てくれて、楽しそうに部活のことを話してくれるのよ。くす、モテモテね昴すばるくん」

　そうだったのか。それはとても嬉うれしい情報……ではあるのだが、羽多野先生からそんな風ふうに言われるとなんとなく引っかかりのようなものを覚える。

「あはは……。拙つたないコーチなのに、みんな文句言わずに付いてきてくれてすごく嬉しいです」

「そんなっ！　昴さんがコーチして下さっているから、今もこうしてバスケ部は活動ができているんです！」

「そうですよ。長谷川さんのご指し導どうに、私たちは助けられっぱなしです」

　謙けん遜そんのつもりでもなく吐と露ろした本心を打ち消すように、智花と紗季が俺を引き立てようとしてくれる。本当にできた子たちで頭が下がる。

「もう。妬やけちゃいそうになるほど素敵すてきな関係ね」

「え、や……ど、どうもです」

　さらに追い打ちで羽多野先生から告げられた羨せん望ぼうが照れくさくて、一いつ瞬しゆん眼めを逸そらしてしまった。

「くす。…………………………ええと。それじゃあ、愛あい莉りちゃんはどう？　最近あんまり保健室に来てくれなくなって、私としては寂しい限りなのだけど。それってやっぱり、バスケを始めたおかげで元気になれたからなのかしら？」

　ますます頰ほおを緩ゆるめる先生だったが、不意に少し顔つきを引ひき締しめ沈ちん黙もくを挟む。それから話題を、五人目の部員へと向けた。

「……昔の愛莉の事をちゃんと知ってるわけでは無いので偉そうなことは言えませんが。最近、部活にもすごくやる気を見せてくれて、良い意味で変わりつつあるのかなという気はします。少しずつ、強くなってくれているのかな、と」

　俺の言葉に、智花たちも胸を張って首しゆ肯こうする。数多あまたの試練を乗り越え、間違いなく愛莉はバスケ選手としてゆっくりと前進し始めていた。

「そう。それは私も本当に嬉うれしいわ」

　羽は多た野の先生も感かん慨がい深そうに頷うなずいてくださった……が、その刹せつ那な。目め線せんを下げたまま、長い溜ため息いきを漏らし、

「……でも一つだけ。愛あい莉りちゃんには、このままではちょっと困ったことになりそうな問題があるのよね」

　ゆっくりと顔を上げ、一転重々しい口く調ちようでぼそりと呟つぶやいた。

「えっ？」

「問題、ですか？」

　俺おれと同様雰囲気の変化に驚おどろいた様よう子すで、声を潜ひそめて次の言葉を待つ智とも花かと紗さ季き。

「知っていると思うけど。……愛莉ちゃん、まだ受けていないでしょう。春の身体測定」

　はっと。二人ふたりの息を吞のむ音が耳に届く。

「それが問題……なのですか？」

　智花たちの反応からして、事実なのは間違いなさそうだ。けど俺にはいまいち緊きん迫ぱく感かんが伝わってこなくて、愚直に疑問を返してしまう。

「ええ、大問題。慧けい心しんは一貫校だから、初等部から中等部に上がるには特に入試もないのだけど。ただ一つだけ、内申書というものが必要なの。そしてその内申書に不備や問題があると……中等部には上がれない」

　羽多野先生の言葉を、二人はやけに切せつ羽ぱ詰つまった面おも持もちで聞き続ける。もしかしたら、悪さをした生徒を戒いましめる手段として、常じよう套とう的てきに利用されている脅し文句なのかもしれない。

「愛莉ちゃんは良い子で成せい績せきも優ゆう秀しゆうだから。本来内申書が引っかかるはずもない。けど、もしこのままデータが空くう欄らんなら……危ないかもしれないわね」

「ど、どうしよう紗季」

「困ったわね、まさかそんな大事になるなんて……」

　脅されて、おろおろと取り乱す二人。それを横目に見ながら、羽多野先生はヒールを鳴らし窓まど際ぎわへと歩いていく。そして俺たちに背中を向け、再び粛しゆく然ぜんと語り出した。

「一番簡かん単たんなのは、明日あしたにでも測りに来るよう愛莉ちゃんに伝えてもらうことなんだけど」

「そっ、それは……。やっぱりまだ、身長のことは気にしているみたいですし」

　智花が逡しゆん巡じゆんをみせる。確たしかについ先日ウチで鍋なべを囲んだ折も、まだ高身長へのコンプレックスそのものが消えたわけではない様子だった。強くなりつつあるとはいえ、性格が根本から変化したわけではないのだ。

「そう……。正直、内申書のことだけじゃなく、私自身も心配なのよね。愛莉ちゃん細いし、身体からだのバランス崩してないか擁よう護ご教きよう諭ゆとしてもすごく気になる。けど、嫌いやがることを強要もしたくないし、困ったわ。なによりあの辺やあの辺の育ち具合とか……いろいろ興きよう味みは尽きないわけだし、ね」

　外の景色けしきに眼めを馳はせたまま、羽は多た野の先生は小声で呟つぶやく。心なしか、今までで一番言葉に感情がこもっているような気がした。……特に、台詞せりふの終しゆう盤ばんにおいて。

　しばし、しぃんと室内が静まりかえる。重く沈殿する空気。それを破ったのは、再度紡がれた羽多野先生の言葉だった。

「じゃあ。例えば、智とも花かちゃんと紗さ季きちゃんでこっそり測っちゃうというのは？　愛あい莉りちゃんが何も知らないうちに全部終わらせてしまえば、傷つくこともないわよね」

　確たしかに、上う手まくいくならそれがベストな解決方法となるかもしれない。内申書にちょっと空くう欄らんがある程度で中等部に上がれないというのはいささか行きすぎた話に思えるものの、それはそれとして成長期の小学生が身体測定を受けないのは良くないだろう。とりわけ愛莉はこれ以上背が伸びないように無理な食事制限などを行っていたとしてもおかしくないわけで。

「でも、失敗しちゃったら……」

　失敗。言わずもがな、それは最悪の事態だ。愛莉を自らの手で傷つけてしまう可能性が含まれる以上、躊躇ためらう智花と紗季の気持ちもよく分かる。

「そうね。……じゃあ昴すばるくんも協力してくれたら、どう？　絶対失敗しないように、三人で力を合わせれば」

「え」

　突然話を振られ、言葉に詰まる。……しかしながら。

「……手伝てつだうのは、構わないです」

　自然と、そう答えていた。俺おれが協力することで誰だれも傷つかず、愛莉の健康状態を把握できるのなら、断る理由はどこにもない。

「そう！　うれしいわ、ありがとう！」

　聞いた途端とたん、コマのようにくるりと反転して羽多野先生は満面の笑えみを披ひ露ろうなさる。あまりの変わり身の早さに、なんだか上手いこと乗せられてしまったような気もしてきた。

　そう感じると、俄が然ぜん先生の表情が邪よこしまなモノに見えてきたりして。いや、勘ぐりすぎだとは思うが……。

「くす、どうかしら智花ちゃん、紗季ちゃん？　昴くん、協力してくれるそうだけど」

　俺の懐かい疑ぎをよそに、羽多野先生は返す刀で智花と紗季の顔を覗のぞき込む。

　二人ふたりはしばし目配せで互いの心持ちを確かく認にんしていたようだったが、やがて同時に前を向いて深く頷うなずき、重々しく宣言した。

「……………………やります。私たちで、なんとかしてみます」

　かくして。

　この日、俺たち三人の間でなんともナイーヴな極秘任務が発生したのであった。
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　　　　【２】




　朝練習後の雑ざつ談だんやメールのやりとりで方針を話し合い、迎えた水すい曜よう。今週二回目の練習日に体たい育いく館かんへ赴おもむくと、知らされていた通りいつもとは少し中の雰囲気が異なっていた。

　とはいってもなんのことはない。聞くところによれば明日あした、夏休み前の交通安全教室が催もよおされるらしく、その際行われるフィルム上映の準備で全すべての窓に暗幕が張られているだけだ。

　しかし、一昨日おとといより特命を帯びている俺おれたち三人にとって、この事実はとても重要なのである。今日きようの練習がこの特殊な環かん境きよう下かで行われることが分かっていたからこそ、一つの策を講こうずる目め処どが立ったのだから。

「……よし。これなら何とかなるかな」

　大きく辺あたりを見回し、ぼそりと独り言。ちなみに現在、体育館にみんなの姿は見当たらない。おそらく全員、まだ更衣室の中だろう。

　と、案あんの定じようである。ステージに寄りかかり待っていたところ、向こう側にある女子更衣室のドアが開いて、智とも花かと紗さ季きが順に出てきた。

「……ん？」

　しかし、どこか妙だ。二人ふたりともやたら足取りが重く、肩を落として前まえ屈かがみ。瞳ひとみを濁にごらせ生気がほとんど感じられない。

　……まさか、何か失敗をして愛あい莉りとの友情関係にヒビが？

　胸むな騒さわぎを感じたので、歩いてくる二人の方に俺も近づき、片手をあげて挨あい拶さつ。

「こんにちは、昴すばるさん……」

「おつかれ、さまです……」

　すると智花も紗季も、口元だけは笑えみを形作ってすぐに返事してくれたのだが、やっぱり様よう子すがおかしい。眼めの焦点が微妙にずれている。

「どうかした？　……まさか、なにか愛莉とまずいことに？」

　懸け念ねんを単刀直入に尋たずねてみると、二人は同時にかぶりを振り、

「いえ、そうではなく……。まず先に胸囲を、先ほど無事測り終わりました……のですが……」

　震ふるえる声で紗季が説明してくれるが、途中でぎゅっと瞳ひとみと口を閉ざしてしまった。

　なお、測定に俺が協力するのは身長のみ、という約束になっている。女の子の胸囲や体重を勝手に知るのはさらに別の問題が関かかわってくるであろうという自己判断からである。

　加えて、身長以外の数値ならばそれほど手間取ることも無いだろうという見込みも理由の一つであったのだが……。二人の消沈した様子からすると、甘い考えだったのだろうか。

　焦る気持ちを抑え、次の言葉を待つ。と、今度は智花が紗季の台詞せりふを苦しげに引き継ぎ、

「おふざけっぽく、更衣室の中で測り合いっこして…………そしたら…………そしたら……………………すご、かったんです」

　がっくり。ついには糸が切れたように二人ふたりともしゃがみ込んでしまった。

「…………？」

　はて、すごかったとは何がだろう。測るのに壮絶な苦労を要した……という感じとは明らかに違いそうだし。

　とりあえず仲が悪くなったりはしてないようなので幾らかは安心できたものの、かけるべき言葉を見失い、俺おれはその場で立ち尽くす。そうしているうちに、再び更衣室の扉とびらが勢いよく開く音。

「あ！　やっほいすばるーん！　聞いてよ大ニュース大ニュースっ！　すげーんだ！　今みんなでアイリーンのおっぱい測ってみたらなんと──」

「だめえええぇぇぇ！　真ま帆ほちゃんだめええええぇぇぇっ！」

　続いて真帆が喜き色しよく満まん面めんで走り出てきた。それを真まっ赤かになった愛あい莉りが追いかけ、口を塞ふさぐ。

「やっぱり、あいりみたいにぷよぷよしない……。ちょっとつまらない」

　最後にひなたちゃんが自分の体たい操そう着ぎの襟えりを引っ張り、中に視し線せんを落としながら歩いてくるのを見て、俺はやっとこさ正しく状況を把握。慌てて真帆にプライバシーを尊重することの大切さをしどろもどろで説いたのち、気まずい話題を流すべくさっさと部活動の開始を宣言したのだった。

　ちなみに智とも花かと紗さ季きは、序じよ盤ばんのフットワーク練習が終わる頃ころまで意気消沈したままだった。







「とにかく、胸囲は無事測れたんだよね。なら次はいよいよ、身長か」

　それでも練習が進むにつれて、二人の集中力は普段ふだん通どおりまで回復し、早くも本日最後の休きゆう憩けい時間。愛莉、真帆、ひなたちゃんが水を飲みに向かった隙すきに智花と紗季に集合してもらい、打ち合わせを開始する。

　ところで愛莉はもちろん、真帆とひなたちゃんにも作戦の存在は伝えていない。二人ともあまり隠し事が得意なタイプではなさそうなので、巻き込んで苦しい思いをさせたくないという共通意見からだった。

「はい。あまり時間は稼かせげないと思いますが、なんとかよろしくお願ねがいします、長は谷せ川がわさん。トモも頑がん張ばってね」

「うんっ。でも、さすが紗季だね。一日でこんな作戦を思いつくなんて」

　汗を拭ぬぐいながら、三人でスポーツドリンク入りのペットボトルを傾ける。暗幕のせいで今日きようの室内は輪わをかけて暑く、水分補給を怠おこたらせるわけにはいかないと俺が予あらかじめ用意しておいた品である。

「ふふ、大おお袈げ裟さだってば。それに、運が良かったわ。このタイミングでなければ無理だったから。あ、長は谷せ川がわさん、ごちそうさまでした」

　誉ほめ言葉に謙けん遜そんしながら、紗さ季きは飲みきったボトルをゴミ入れのポリ袋に収める。まもなく智とも花かも容器を空からにして、ふうと一息。

　む、いかん。失敗したな。小学生には、ミニボトルの方が良いだろうなんて余計な気き遣づかいが裏目に出たかもしれない。夏だし、二人ふたりとももしかしたらまだ飲み足りないのではなかろうか。普通サイズを買うべきだった。

「よかったら、こっちも飲むかい？」

　咄とつ嗟さに、まだ半分くらい残っていた自分の飲み物を差し出す。水分補給は、俺おれよりも運動し通しのこの子たちを優ゆう先せんさせるべきだろう。

「──ふぇ!?」

「──っ！」

　そう思ったのだが、どうしたのか二人はボトルを凝ぎよう視しして固まってしまった。

「あ、いや。もちろんもし欲しいようなら、だけど……」

　反応に戸惑い、つきだしたボトルを戻しかけた──その間ま際ぎわ、

「あ、いいいいえっ！　い、頂きます……トモが！」

「……ふぇ。ふぇええっ!?」

　紗季が勢いよく手を伸ばし、ドリンクをもぎ取るようにして智花に押しつけた。

「ほ、ほら！　せっかくの長谷川さんからのご厚意なんだし！　し、心配しなくても私とトモだけの秘密にしておくからっ！」

「ふぇ、え、えっ……でででっ、でもっ！」

　慌てふためきながら、二人は顔を真まっ赤かにして説得と逡しゆん巡じゆんを繰くり返す。ううむ、何かおかしなことを言ってしまっただろうか。実はなんとなく俺も既視感というか、ひとつ考えるべき重大な事案を忘れているような気もしたのだが、暑さでうまく頭が回らない。

「あの、無理には飲まなくても良いんだよ？　途中でお腹なか痛くなったら大変だし」

　もしかしたらお節せつ介かいに気を遣い、欲しくないのに受け取ってくれたのかなとも思って伺うかがいを立てるが、

「いいっ、いえっ！　飲みたくないなんてことは……っ!?　そ、そうじゃなくて、そのっ！」

　智花はますます混乱を深めるばかり。

　さらに紗季と智花の押し問答は続く。が、少ししてようやく智花の方が根負けしたようにうつむき、

「…………………………で、では。い、いただき、ます、昴すばる……さんっ」

　両手でボトルを握りしめ、なぜか俺に背を向けてからキャップを外した。

「……ああ。全部飲んじゃって良いからね」

　相変わらず妙な雰囲気に対する疑問は拭ぬぐえないままであるものの、飲む気になってくれたことは嬉うれしかったので安心する。熱ねつ中ちゆう症しようにでもなったら大変だもんな。

　そうしてようやく、智とも花かはおっかなびっくりボトルを口元に近づけていき──

「──うはー！　あっちー！」

「──おー。あっちー」

「っ!?」

　と、ちょうどそのとき。正面玄関の方から元気いっぱいな真ま帆ほたちの声が聞こえた。ようやく水飲み場から戻ってきたようだ。

「だ、ダメだよう真帆ちゃんっ、ちゃんと拭ふかないと！　ひなちゃんもっ！」

　さらに続いて、愛あい莉りが叫ぶ。慌あわて加減な声こわ色いろが気になって、自然と顔がそちらに向いた。

「な」

「もー、あのバカは……」

　とたん、呆あつ気けにとられ固まる俺おれ。同じく玄関の方を見た紗さ季きも嘆たん息そくしつつ項うな垂だれる。

　帰き還かんした真帆とひなたちゃんは、頭からつま先までびしょ濡ぬれだった。外で何をしてたのか、まさしく一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「これでもう大丈夫、かな……」

　そのまま走ってこようとしていたやんちゃっ子たちの足と髪を、愛莉がスポーツタオルで拭ぬぐってくれる。それが済むか済まないかのうち、二人ふたりは内うち履ばきのバッシュを手に持ってはしゃぎながらバレー部が練習するコートの隅を横断し、バスケ部の陣地へ。

「よっと。いよっしゃーすばるんっ、残りの練習しよーぜいっ！」

「おー。しようぜー」

　そして靴を置き、それぞれ俺の腕をにぎってセンターサークルの方へ引っ張っていこうとする。一応逆らいはせず追随するが、しかしどうしても看かん過かしがたい問題が一つ。

「ね、ねえ二人とも着替えてきなよ！　そんな格好じゃ風か邪ぜ引くって！」

「えー服出すのめんどいよー。だいじょびだって。こんなにあっちーし、それに動いてたらどーせまたびしょびしょに濡れちゃうもん」

「おー。取り替えても、またぱんつまでびしょ濡れ」

　いやまあ恐らくはそうなのだろうが、だとしても汗と、頭から水を浴びるのとでは濡れ方の程度が違うだろう。

　そう。端的に申し上げれば、俺は二人に衣服の透過率という観かん点てんに気付いて欲しいのである。白い体たい操そう着ぎからは肌はだ色いろが滲にじみ、日に焼けた真帆の肩には水着の跡までもがぼんやりと浮き出てしまっている。

　しかも、そのうえ、なんというか。

　二人とも……つけてない。

　何も足さない、何も引かない。ピュアモルトな体たい操そう着ぎ＆ブルマ姿なのである。

　これはあまりに目の毒。まがりなりにも教育者として、注意を喚かん起きすべきではなかろうか。しかし、俺おれの口からあからさまに告げるのもそれはそれでセクハラっぽい気がしてならないわけで、できれば自主的に恥じらいにたどり着いて欲しいわけで……。

「──あの、長は谷せ川がわさん。これを」

　遠回しな説得に失敗し、自分でも分かるほど不自然に眼を泳がせながら当惑していたところ、横から声。首を捻ひねれば紗さ季きが近くにやって来て、胸一杯にかかえたとある備品をこちらへ差し出していた。

　おおそうか……！　今日きようはこれを使うんだったな。本来の用途と合わせて、こいつは現状の真ま帆ほとひなたちゃんを健全な出いで立たちへと戻すのにも実に好都合だ。

「あ、ありがとう紗季！　……ん。ならいいや、今日は二人ふたりともそのままで。じゃあ早速最後のメニューを始めるから、みんなこれを受け取って」

　いつの間にか俺の周りに集まってくれていた五人全員に言いながら、紗季とともにそのアイテム──黄き色いろと赤のビブスを配っていく。

「わはっ！　なにこれちょー格好いい！　これで何すんのっ？」

　手に取りつつ、いつもとは違う指示に好奇心をかき立てられた様よう子すで、真帆がビブスを眼前に掲げ歓かん声せいを上げた。

「うん。もうすぐ夏休みだし、今日は俺も混ぜさせてもらって、ミニゲームじゃなく久々に３対３でちゃんと試合をしよう。だからこれ使って赤と黄色でチーム分け」

「試合っ!?　待ってましたー！」

「おー。試合、たのしみ」

　意図が伝わり、喜びが広がっていく。なお紗季と智とも花か（なんだか少し顔が赤いが大丈夫だろうか）とは事前に打ち合わせしてるので、反応は笑顔えがおながら静かなものだ。

「試合……がんばりますっ」

　そして、愛あい莉りもまた穏おだやかに意欲を見せてくれる。部内の対戦とはいえ、誰だれしもが実戦の機き会かいを切望していた頃ころだろう。反対意見など、出るはずもなかった。

「でさ、ちょっと申し訳ないんだけど。今日は色々と最近の練習の成果を確たしかめたいから、チーム分けを俺に決めさせて欲しいんだ。ビブスを渡した通り、俺と真帆とひなたちゃんが赤チームで、智花と紗季と愛莉が黄色チーム。それで最後まで通しても良い？」

　続けてそうお願ねがいしても、

「いいよっ！　問題なーし！」

「わーい。おにーちゃんといっしょ」

「もちろんです。この分け方だと練習でやってきたこと、出しやすそうです」

「智花ちゃん、紗季ちゃん。よろしくねっ！」

「うんっ！　昴すばるさんチームに勝っちゃうつもりで、一いつ緒しよに頑がん張ばろう！」

　誰だれ一人ひとりとして不平は口にしない。現状のチーム状態と鑑かんがみればこの割り振りに不自然さは無いし、嫌いやがる理由は特に見当たらないはずだ。

「よし、それじゃあ早速始める……前に、とりあえず智とも花かたちのチームの作戦会かい議ぎをするから、真ま帆ほとひなたちゃんは向こう側のゴール下でビブス着けて待っててね」

「りょーかーい！」

　指示を伝えるや、二人ふたりは競きそうように走り出す。……さてと、チームを分けたとはいえコーチとしては平等な立場を貫く必要があるので、まずは智花たちに方針を伝えておかねば。その場で粗あらいメッシュ地のビブスに顔を潜もぐり込ませてから、三人と基本的な作戦やシチュエーションごとに取るべき行動を確かく認にんしあう。

　正直なところ、件くだんの身長測定とは別に俺おれはこの試合自体がとても楽しみだった。ひと月ばかり練習に明け暮れてきた五人の成長を確たしかめる、大切なイベント。後のことに気を取られこちらをないがしろにしようものならコーチ失格だ。まずは部活に全力投球しないとな。

　三人との意見交換は滞とどこおりなく終わった。さりげなく智花と紗さ季きに『今は試合に集中！』という意で目配せを送ったのち、踵きびすを返し駆け足で逆側のゴールに向かう。

「よーし真帆、ひなたちゃん、お待たせ！　今度は俺たちの作戦──っ!?」

　しかし近くまで寄って二人に声をかけた瞬しゆん間かん、とんでもない異常事態に気付いて急ブレーキ。慣かん性せいに任せて首を垂たれ、嘆なげくように両手で顔を覆おおう。

「およ？　どしたのすばるん？」

「おにーちゃん、また、おめめ痛い？」

　不ふ思し議ぎそうな声と共に、二人ふたりの足音が至近距きよ離りまで迫ってくる。

「…………あのさ、違うんだ。ビブスは体たい操そう着ぎの上から着ないと……いろいろダメなんだ」
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　顔を上げぬまま、俺おれは迂う闊かつにもバッチリ視界に納めてしまった二人の裸ビブス姿を記き憶おくから消去するべく、ぐりぐりと自らのこめかみを痛めつけるのだった。







　紗さ季きに頼んで真ま帆ほとひなたちゃんを半ば強制的に着替えさせたのち、一クォーター三分半・合計十四分の紅白戦を開始する。

　終了間ま際ぎわまで、試合は拮きつ抗こうしていた。基本的に俺はディフェンスとパス回しのみ参加するつもりだったのだが、それではとても太た刀ち打うちできそうになかったので終しゆう盤ばんはオフェンス面でもシュート以外ほぼ全すべての役割を担になうまでに。

「そう、遠えん慮りよしないで相手よりも良いポジションを死守するんだ！　仲間のためにね！」

「ふぁ、ふぁいっ！」

　愛あい莉りの背中に密着して、外れたシュートの処理──リバウンドの基き礎そを直じき伝でんする。

　さすがに本気の押し合いまでは仕掛けてないものの、わりと強めのプレッシャーを与えても愛莉はなんとか踏ん張ってみせてくれる。もちろんこれでもまだ自己主張が不足気味ではあるのだが、ほんのひと月前には考えられないほどの躍やく進しんだった。

「──よーし、ナイスリバウンド！　で、ちょうどタイムアップだな。みんなお疲れ！」

　リングに弾はじかれた真帆のシュートを見事愛莉がキャッチしたところで、俺は選手兼コーチ兼審しん判ぱんという職しよつ権けんを濫らん用ようし、ゲームの終了を告げる。ちょうど同点だったので、紅白戦の結果は引き分け。……本当はあと十五秒ほど時間が残っていたものの、全員の奮ふん闘とうを称たたえる意味でも許される方便ではなかろうか。

「えーなんか噓うそくさいな21番！　あはは、まー良いけどっ。てかやっぱガチバトル楽しー！」

「はは、噓じゃないって。……そうだな。じゃあ一杯練習頑がん張ばったご褒ほう美びに、夏休みに入るまで最後は毎回試合にしようか。別のチーム分けも試してみたくなったし」

　ニヤニヤと半はん眼がんを向けてくる真帆に苦笑まじりで返事すると、提案を聞いて喜んだ全員から歓かん声せいがあがる。ところで21番とは俺のビブスに記された番号である。ミホ姉ねえに用意してもらったのだが、他ほかの子たちが４～６番までなのに対し、なぜか自分のだけ数字が飛んでいるのだった。恐らくは大人おとな用ようのサイズが他になかったのだろう。

　けどまあこれはこれで、ＮＢＡの選手になりきってるような気がして軽く童心がくすぐられるな。21番を背負った代表格といえばやはりティム・ダンカンだろうか。体格もポジションも違うから参考にできない部分も多いが、彼のとても堅実なプレースタイルはもちろん強い憧どう憬けいの対象だ。いかにも幼い感覚なので恥ずかしくて表には出せないけど、少しだけ無根拠な誇りのようなものを感じてしまう。

「ねーねーおにーちゃん。ひな、がんばった？」

　などと戯たわむれに考えていると、ひなたちゃんが横から身体からだをすり寄せてきた。

「ああ、すごく頑張った！　シュートも決めたし、えらいえらい」

　慈いつくしみを込めて、ひなたちゃんの頭を優やさしく撫なでてやる俺おれ（21）。にこにこと頰ほおを緩ゆるめる少女の笑顔えがおを見ていると、なんだか俺（21）まで幸せな気分になってくる。

「（……長は谷せ川がわさん、行きます）」

「（ん、おう。よろしくね）」

　わーい、と喜びを露あらわにするひなたちゃんとじゃれ合いながらコートの外へ向かう途中、紗さ季きが傍そばに来て小声で呟つぶやいたのち、こっそりと遠くへ離はなれていく。

　……さて、いよいよここからがもう一つの山場だ。本日最後の課か題だい、『愛あい莉りの身長ないしょで測定大作戦』の開幕である。

　毎度の習しゆう慣かんに従い、何も言わずとも全員が整せい列れつのためステージの中央付近に集まり始める。ひなたちゃんも俺の許もとから離れ、いつもの並び位置に。そこに入れ替わりでさりげなく智とも花かがやってきて、準備万端であることをアイコンタクトで告げてくれた。

「（よし、チャンスは一回だけだ。今け朝さの練習を思い出して、落ち着いてな）」

　頷うなずきを返し、虎こ視し眈たん々たんとタイミングを計る。打ち合わせ通りならばそろそろ紗さ季きが──




『きゃあっ!?　やだ、何っ!?』




　どんぴしゃり。俺の思考に同どう調ちようしたかのように体たい育いく館かんの電灯が突然全すべて消え、辺あたりは暗くら闇やみに。隣となりのコートから、同じく練習終了直後だった女子バレー部の戸惑う声が聞こえてくる。

　実はこれこそが俺たちの計画で、誇張気味に言うと機きに乗じた闇やみ討うちである。夏なので本来まだ外は明るいのだが、今日きようは暗幕の補助があるため見込み通り館内は歩くのが困こん難なんなほど真っ暗になった。

　学校行事に聡さといクラス委員長の紗季だからこそ、思いつくことができた策だろう。

　見事体育館の電気系統を制圧した頼れる工作員に胸の内で賛さん辞じを贈おくりつつ、実行班である俺と智花は早速作戦を次の段階に進める。バレー部員にかける迷惑は最小限に留とどめねばならないので、消灯時間は二十秒だけの予定だ。のんびりしている余裕はない。

「おー？　まっくら」

「ど、どうしたんだろう……？　ええと、どうしよう……？」

「危ないから、みんなしばらくじっとしていて！」

　不ふ思し議ぎそうに呟つぶやいたひなたちゃんと愛あい莉りに声をかける一方で、密ひそかに携行していた巻き尺をジャージのポケットから取り出す。留め具のところに夜光塗料を塗っておいたので、手元でぼんやりと緑みどり色いろの光が灯ともった。それを目印にして、智とも花かが隣となりから手を伸ばしメジャーを引っ張り出していく。とても順じゆん調ちよう。わざわざ朝練の後に何度も練習したかいがあった。

　続いて周りに目を向ける。配ったビブスのうち、黄き色いろの４番──即すなわち愛あい莉りのものにだけ前後に二箇所、同様に夜光塗料を塗ったテープで小さくマーキングがしてあるため、向かうべき方向は即座に把握できた。闇やみの中で俺おれたちは頷うなずき合うと、

「（行きますっ！）」

「（うん、頼んだ！）」

　まずは智花が先行してメジャーを伸ばし、心細そうに佇たたずむ愛莉の許もとへ慎重かつ迅じん速そくに歩んでいく。……いいぞ、ここまでは完かん璧ぺきだ。併せて俺も一定の距きよ離りを保って移動を開始。

「……う……う……うぎゃーなんか真っ暗になったっ！　てってってて、停電だあああ！」

　その刹せつ那な。堰せきを切ったような叫び声とともに、どたどたと近くを走る足音が響ひびいた。しまった、そういえば真ま帆ほが暗いところは大の苦手だという事実を失念していた……！

　そして最悪なことに、真帆は伸ばしていたメジャーに向けて突っ込んできてしまい──

「ぎゃー！　ぎゃー！　なんか引っかかった！　なんか変なのがいる～～～～～！」

　──突然、手元にぴいんと釣り糸が張り詰めるような感覚。

「ふぁ!?　ひゃんっ!?」

　連動し、前方で智花がバランスを崩し、たたらを踏む気配けはい。いけない、転んで怪け我がでもしたら一大事！　支えてやらなくてはと慌てて走り寄る。

「もうやだー！　誰だれかー！」

「のわっ!?」

　しかし今度は驚おどろいて闇やみ雲くもに走り回ってたと思おぼしき真帆が、俺の足音を聞きつけ後ろから抱きついてくる。ミイラ取りがミイラに。こちらも足をもつれさせてつんのめり、うつぶせに倒れ込む。暗くら闇やみでバランスを崩す恐怖感に、俺は思わずすがるように前方へと手を延ばし、




　──ずるっ。




「……ふぇっ？」

　床ゆかに倒れる寸前、中ちゆう空くうでなにか得体えたいの知れない感触が両の指先に引っかかった。そして顔がん面めんは硬い板間ではなく、摩ま擦さつ係数の少ないすべすべした布のようなものに吸い込まれる。おかげで鼻を痛烈にぶつけるという事故から救われたわけだが……気になるのは直後に聞こえた智花の放心したようなか細い悲鳴である。

「この背中は……すすっ、すばるーん！　助けてなんかいるよなんかー」

　俺おれに覆おおい被かぶさり、真ま帆ほがＴシャツの中へ潜もぐり込んでくるが、それより顔がん面めんに貼はり付くモノの正体が気になり反応できない。な、なんだ……？　今は一体、どんな状況だ？

「え、え、え、えっ……………………ふぁあああああっ!?」

　脳内を疑問符に支配され固まっていると、なぜか真上から智とも花かの困惑しきった声が聞こえた──かと思えば続いて悲鳴が弾はじけ、

「え……なっ!?」

　首筋にふわりと温かく滑らかな何かが舞い降りてきた。推定温度三十五度前後。心地ここちよい綿のような肌触りの脇わきから伝わるすべすべした感触は……人、肌？

「ひゃう、きゃ、きゃあっ！」

　答えを確かく信しんする前に、再び智花の涙声。まもなく、首筋に乗っかっていた淡い重みがふっと消失する。

「ふご！」

　それに連動して、顔を包む布も上方向に持ち上がった。一いつ瞬しゆんだけ俺の首は宙づりにされたように浮きあがるが、

「がほ！」

　すぐに墜つい落らく。どうやら布と、布を引っ張っていた何かが分ぶん離りしてしまったようだ。

「ふぇえええっ！　ぬ、脱げっ!?　スパッツ……ど、どこぉっ!?」

　今度はすぐ隣となりから、憔しよう悴すいしきったかすれ声とばたばた手足を這はわせる音が鼓膜に刺さる。

　その言動と情況証拠が脳裏に投射する、俺の置かれたシチュエーション。

　明めい確かくな破滅のビジョンに、脂あぶら汗あせが全身からだらだらと噴ふき出る。そして今もなお、顔がん面めんの下には『なぞのぬのきれ』が貼はり付いたまま──

「うわああああっ！　と、智花っ！　こ、これをっ！」

「ふぇ……ふぇええっ!?」

　反射的に、布を手に取り声のする方へと投げ渡す。正しい対応だったかなど知るべくもないが、いつまでも自分の顔に密着させておくよりはマシだろうという咄とつ嗟さの判断である。

　しかし、打ち合わせ通りなら明かりが再点灯するのにあと五秒も猶ゆう予よはなく、それまでに智花の再装備が間に合うとはとても思えない。即すなわちもうすぐ衣服を剝はがされ恐慌する少女の至近に俺、という構図が白日の下にさらされる可能性が特とく濃のう。そんなの端はたから見たら完全に『闇やみに乗じて女子小学生のスパッツを引きずり下ろした変態コーチの図』ではないか……！

　まずいまずいまずいまずいまずい……！　このままでは、今度こそ言い逃れの余地すらないデッドエンドに捕ほ縛ばくされてしまう……！

「──っ!?」

　足あ搔がく時間も与えられないまま、ついに全すべての明かりが灯ともる。……終わった、何もかもが。

「…………ん？　あっ、電気点ついたっ！　な、なんだー大したことなかったなっ！」

　真ま帆ほが俺おれのＴシャツから顔をすっぽりと出し、溜ため息いきひとつ。

「おー。面おも白しろかった」

「ああ、長い停電じゃなくてよかったぁ……」

　ひなたちゃんは何事もなかったようににこにこ笑い、その傍かたわらでは愛あい莉りが胸をなで下ろしてしゃがみ込んでいる。

　そして、智とも花かは……。

「……………………あれ？」

　絶望に塗まみれてぎこちなく辺あたりを見回してみたものの、最悪の事故に巻き込まれたはずの少女の姿はどこにも見あたらなかった。

　──ばたん！

　と、そのとき。遠くの方で大きな音。びくりと眼めを向ければ、そこには女子更衣室の扉とびらが。

　……ああ、助かった。どうやらみんなの眼が明るさに慣なれるより先に、スパッツを拾い上う手まく逃げおおせてくれたらしい。智花の小学生離ばなれしたスピードと瞬しゆん発ぱつ力りよくに助けられ、九死に一生を得たようだ。




　もちろん、この後死ぬほど謝あやまった。智花は真まっ赤かになりながらも「じっ、事故ですから……」と不問に付してくれたが、とてもじゃないが俺はしばらく面おもてを上げることができなかった。

「もー、せっかくのチャンスだったのにしっかりして下さいね」

　しばらくすると電灯スイッチより帰き還かんした紗さ季きからも安あん穏のんに責められ、俺は二人ふたりの前でただひたすら小さくなるばかり。

「あ、や、そんなにかしこまらないで下さい！　まだまだチャンスはありますし」

「そ、そうですっ！　昴すばるさんのせいじゃありませんし、別の方法を考えましょうっ！」

　やがて気を遣つかうように一転紗季も智花も優やさしい言葉をかけてくれたが、とんだ失態のせいで作戦は完全に瓦が解かい。もう一度同じ手をしかける気力も時間的猶ゆう予よもなく、愛莉の身長測定の機き会かいは後日へ持ち越されてしまうのだった。
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　　　　【３】




　永なが塚つか家けは、県庁所在市の中でもとりわけて有名な下町商店街の一角にある。

　駅前で紗さ季き以外の四人と待ち合わせし、『すずらん通どおりアーケード』と銘めい打うたれたモールの中を進む。週末だけあって道は人でごった返し、魚屋、八や百お屋や、さらには洋菓子屋……どの店からも活気に溢あふれた呼び込みが傍そばを通る度たびに聞こえてきた。

　三分ほど歩き続けると、『なが塚つか』と毛筆体で書かれた看板が左手側に見えてくる。やはりそこが紗季の実家であるお好み焼き屋さんらしく、足取り軽く先行していた真ま帆ほが振り返り、せかすように手招きしてくれた。

「ここかぁ。立派なお店だね」

　入り口は檜ひのきの引き戸で、掛けられた無地藍あい染ぞめの暖の簾れんがなんとも風流だ。自宅兼用と思おぼしき三階建ては周りの建造物より一回りスケールが大きく、ごく最近塗り替えられたような黒の壁かべからは素人しろうと目めにも和とモダニズムの同居が見て取れる。

「すごく素敵すてきですよねっ。こういうの、憧あこがれちゃいます」

「早く入ろっ！　熱あつくて溶けそうだ～」

　自然と漏れた感かん嘆たんに、愛あい莉りが同どう調ちようして微笑ほほえんでくれる。いっぽう真帆はさして外装には興きよう味みを示さず、勝手知ったる様よう子すでるんるんと入り口に駆け寄っていった。もう何度も訪れた場所で感動が薄うすれているのかもしれない。

「（……すっ、昴すばるさん。今度こそ）」

「（お、おう。上う手まくやろう）」

　永塚家は初来訪なので幾分緊きん張ちようを感じながら後に続くと、智とも花か（あの事故のせいでまだ微妙にぎくしゃくしている）が隣となりに立って、小声で意思表明。言わずもがな、今日きようの『新メニュー試食会』は件くだんの隠おん密みつ作戦も兼ねているのだった。

「おいすー！　遊びにきたよーん！」

　真帆が勢いよく戸を開いて中へ入る。僅わずかに昼時から外れていたのだが、店内は満席だった。派は手でな登場でお客さんと各おの々おの鉄板について調理中だった従業員さんの眼がこちらに集中し、少したじろぐ。

「あっ、いらっしゃい真帆ちゃんっ──」

　と、奥からえんじ色の作さ務む衣えに前掛け姿の女性が空からのお盆を携たずさえ早足で駆け寄ってきた。歳としの程は母かあさんと同じか、少し若いくらいだろうか。ピンで後ろにまとめた髪を弾はずませ、人当たりの良さそうな二ふた重えの瞼まぶたを細めて、俺たちを迎えてくれようとする。

「──みんなも来てくれてありがと……ふにゃんっ!?」

　しかし、到達する一歩手前。その女性は何もないところで足を絡ませ、びたーんと地面に腹ばいになってしまった。

　しばし、時が止まる。お客さんも雑ざつ談だんを止やめ、店内にはじゅうじゅうと鉄板の上で食材が焼ける音だけが響ひびく。……ええと、手を差し出すべきなのだろうか。張り詰めた空気に思考が乱れて、正しい対応を選ぶことができない。

「……旦だん那な～。亜あ季きさんまた転んじゃった～」

　やがて常連さんと思おぼしきお客さんの一人ひとりが、苦笑混じりで一卓に向け叫んだ。亜季さん──そう呼ばれた女の人は俺おれたちの前で「……あいたたた」と床ゆかに座り込んだまま涙目で天てん井じようを仰いでいる。

「またですか……。本当にご迷惑ばかりで申し訳ありません……」

　それを見て、ちょうど店の中央辺あたりでお好み焼きを仕上げにかかっていた料理人さんが眉み間けんに皺しわを寄せる。細いフレームの眼鏡めがねに白しら髪が交じりの短髪。落ち着いた雰囲気で、インテリ派の刑事を思わせるような渋い面おも持もちだ。

　ソースを塗り、マヨネーズを飛ばし、しっかり料理を仕上げお客さんに配分したのち、その方は一礼して鉄板を離はなれる。そして俺たちに会釈し、道すがら他ほかの料理人さんに指示を出しながら店奥の電でん話わ機きに向けて歩いていった。

「……紗さ季き、お友達ですよ。下りて来なさい」

　受話器越しの簡かん潔けつな伝達。それが終わったとたん、どたどたと階段を踏み鳴らす音が急速でフェードインする。はたして厨ちゆう房ぼうの横から紗季が飛び出て、未いまだ起き上がれない女性を苦く悶もんの表情で見み咎とがめるや、

「もおおおおおおっ、お母かあさんっ！　転んだら恥ずかしいから走らないでっていつも言ってるでしょっ！」

　一発で前後関係を把握し、糾きゆう弾だんを始める。案あんの定じよう、この方は紗季のお母さんのようだ。

「ご、ごめんね紗季ちゃんっ。今日きようはコーチさんもいらっしゃるって言うからちゃんと挨あい拶さつしなきゃと思って……」

　ようやく立ち上がり、紗季のお母さんはおろおろと紗季に近付いていく。その拍子、今度は前掛けの裾すそを自ら踏んづけて──




　──びたーん。




　再び沈ちん黙もく。……困ったな。今度こそ、本格的にどうすべきか分からない。

「あ～あ～、サキのおかーさんは相変わらずだな～」

　そんな中、ただ一人慣なれっこな様子で真ま帆ほが嘆なげく。それを皮切りに、お客さんたちも「この店の名物だからね～」「だがそれがいい」「亜季さんのドジと真帆ちゃんたちエンジエルズが同時に見られるなんて、今日は当たり日だな……」などと楽しげに会話を取り戻していく。

　はは、どうやら紗さ季きのお母かあさんはお店のマスコット的存在なのかな。なんだか紗季とは全然タイプが違って面おも白しろい。

「み、みんな早く上に来てっ！」

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気が伝わり、微笑ほほえましい気持ちで店内を眺めていると、えらく取り乱し顔を真まっ赤かにした紗季が後ろに回って全員を奥に押し込もうとする。っと、あまりお仕事の邪じや魔まはできないし、入り口で棒立ちはマズいよな。そう思って促されるままに進む。

「あの。コーチさんですね？　どうも、紗季の父です。娘がいつもお世話になっております」

　そして階段の前でみんなに倣ならい靴を脱ぎにかかっていると、先ほどの料理人さんがやってきて厳おごそかに頭をさげて下さった。

「あ、こちらこそですっ！　至らなくて、迷惑かけてばかりでっ」

　慌ててお辞じ儀ぎを返す俺に、ようやく給仕役に復帰していた紗季のお母さんも、料理人さん──紗季のお父とうさんに寄り添って微笑む。

「いえいえっ。紗季ちゃん、いつも楽しそうに部活のこと話してくれてますよっ」

「店が落ち着いたらまた改めてお礼させて頂きたいと思いますので、しばらく紗季たちと遊んでやってて下さい。子供のお守もりで退屈でしょうが……」

「とんでもないです！　いつも楽しく過ごさせてもらってます！　で、ではっ、お言葉に甘えてお邪魔します！」

　さらに何度かお辞儀の応おう酬しゆうを経て、六人で二階へ。

　それにしても、ありがたいな。若造がコーチとは何事かとお叱しかりを受けても不ふ思し議ぎはない、それどころか自分でもその点に忸じく怩じたるものを感じる立場なのに、優やさしく歓かん迎げいして貰もらえて。なんだか両肩にのし掛かっていた緊きん張ちようが羽毛のように軽くなった。

「……あの、長は谷せ川がわさん」

　内心で胸をなで下ろしつつ階段を上る途中、ふと真後ろから紗季の声。振り返ると、未いまだ赤面収まらず半べそ状態の上うわ目め遣づかいが俺に向けられていた。見み慣なれない弱々しい表情に驚おどろき、足を止めて同じ段に並ぶ。

「ど、どうした？」

「……お願ねがいです。さっきの、忘れて下さい」

　消え入りそうな声でそう告げ、紗季が唇を嚙かんだ。

　なんだ、そんなことを気にしていたのか。まったく案ずる必要なんて無いのに。だって今、俺が今感じているのはシンパシー一色なのだから。

「お母さん、とても優しそうで素敵すてきな人じゃないか。それに……」

　語尾を濁にごしあえて渋じゆう面めんを作ると、紗季は不安げに訊きき返す。

「そ、それに……？」

「実はさ、ウチの母さんは……もっとすごいんだ……。そのうち、わかるよ」

　親のうっかり度ならば、絶対にひけを取らない自信がある。

　真しん摯しな眼がん力りきで噓うそがないことを伝えると、紗さ季きは安あん堵どするようにはにかんで笑った。
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　試食会は昼の部の営業が終わってから──という段取り通り、まずは紗季の部へ屋やにお邪じや魔まさせてもらう。三階まで一息に昇り、左に折れて二つ目のドア。そこが目的地らしかった。

　なお、永なが塚つか家けも三人家族とのこと。ここにいる五人のうち三人、俺おれも含めれば４／６が核家族構成というのは、やはり少子化の波ってやつだろうか。

「どうぞ、ちっ、散らかってますけど」

　俺の共感がいかほどの効果を上げたのかは定かでないものの、紗季はなんとか元気を取り戻した様よう子すで、最後尾から全員をごぼう抜きしてドアを開いてくれる。目礼と共に中へ入ると、

「おお、すごい綺き麗れいじゃないか。それに、こりゃちょっとした図と書しよ館かんみたいだ……」

　思わず感かん嘆たんが漏れた。広さ八畳ほどの室内は女の子らしいファンシーさをあまり感じさせず、代わりにたくさんの本と本棚で溢あふれかえっている。そういえば、もともとはバスケに興きよう味みなどなかったらしい紗季だ。部に入るまでは第一印象通りの文学少女だったのかもしれない。

　なんてしみじみ辺あたりを見回しているうち、ベッドの脇わきにバスケットボールが一つ転がっているのが目に入る。それが何だか、俺には嬉うれしかった。

「そんな、大したことないですよ。さあ、長は谷せ川がわさんも座って待っていて下さい。飲み物取ってきますので」

　棒立ちで四方に眼めを馳はせる俺に、照れた様子で紗季が促す。示された座卓の上には既にお菓子とコップが準備済みで、ひなたちゃんは座るなり嬉き々きとチョコクッキーに手を伸ばしている。他の三人も順次腰を落としていき、一気に場はくつろぎムードに。みんな普段ふだんから来き慣なれているのが見て取れて、微笑ほほえましさと共に自分という存在の異種性を改めて知る。

　そうだよな。真ま帆ほの家にお邪魔したときは絢けん爛らんさの方に気を奪われていたのであまり意い識しきしなかったが、思えばこの歳としで、小学生の女の子の部屋に上がり込むなんてかなりのレアイベントだ。わけもなく緊きん張ちようがぶり返してきた。

「あ、紗季。手伝てつだうよっ」

「ありがとトモ、でもジュース一本持ってくるだけだから大丈夫よ」

　気を利かせ、腰を上げかけた智とも花かをやんわり断り、紗季が一人ひとりで部屋を退出する。一時的に主の姿が消え、さらに落ち着かない気分になった俺は座るのも忘れてその場に停滞してしまう。なんだろう、この得も言われぬ場違いな感じ。

「よっしゃすばるん！　ガサ入れしよーぜっ！」

　そんな自じ意い識しき過か剰じよう気味の困こん窮きゆうになど気付くそぶりもなく、真帆が待ってましたとばかりに立ち上がり、唇を歪ゆがめ本棚の一角へ後ろ指を向けた。

「……ガサ入れ？」

　意味が分からず、俺おれは間抜けにオウム返ししてしまう。

「そーそー！　こーんだけ本有るんだからぜったいエッチなの隠してると思うんだけどさー、なかなかシッポださないんだよサキのヤツ。すばるんも探すの手伝てつだってっ」

　言いながら、ベッドの下や机の引き出しなどを漁あさりだす真ま帆ほ。そんな蛮行を智とも花かや愛あい莉りは反応に困った様よう子すで「やめなよぅ……」と窘たしなめるが、聞く耳を持ってもらえない。

　もちろん俺からも自じ重ちようを求めなければなるまいが、さてどう説得したものか。

「……いやいや。紗さ季きはそんなの持ってないと思うぞ。だいたい、もし仮にそういうのが有ったとして、それをどうする気さ？」

「学校でバラしてバカにする！」

　悪あく魔まである。いかん、なんとしても阻止してあげねば。

　しかしながらまあ、本棚をざっと眺めた感じ真帆が思っているようなアイテムはどこにも無さそうだけど。

「上の段は世界名作全集で、その下は漱そう石せき、鷗おう外がい……ここらは全部純文学みたいだな。ああ、これは去年大きな賞しようをとったベストセラーだ。俺は読んでないけどたしかウチにもあるはず」

　教科書に載るような文学作品から、新作のエンターテインメント。さらにはティーン向けの文庫本などセレクションは多た岐きにわたっているが、どれも純粋に物語の魅み力りよくを伝えるために銘めい打うたれたのであろうタイトルが背表紙に躍おどっている。真帆が邪よこしまに期待しているような代しろ物ものは、少なくとも視界の及ぶ範はん囲いには存在しなさそうだった。

「……お？」

　そう結けつ論ろんづけながらもなんとなく惰だ性せいで順じゆん繰ぐりに背表紙を眺めていくと、部へ屋やの隅になにやら風変わりなジャンルの置き場を見つけた。とはいってももちろん真帆が言うような類たぐいではなく、経済学の入門書とか、政治の勉強本とか、思いっきり高こう尚しようなやつだ。

　感心のあまり、俺はその中から『フィナンシャル・ウルフのためのスパイシー投資術』という文庫サイズの書しよ籍せきを抜き出し、ペラペラとページを捲めくってみる。

「あれ……？」

　何かが変だった。

　手にした本は最初の方だけカラーページになっているのだが、そこには耽たん美びなタッチで上半身裸の少年二人ふたりのイラストが描かれている。そして下部には本文から抜粋されたと思おぼしきセリフが一つ記されており、

「なになに。『そうだ……そのまま深く飲み込むがよい。余のエクスカリバー──』……えと、なんだ、これ？」

　聞いたことのないテクニカルタームに俺は首を捻ひねるばかり。難むずかしそうな学術書だ。

「おおっ!?　さすがすばるんっ、ついに見つけたのっ!?」

　困惑を察知し、風のように飛んできた真ま帆ほがわきの下からページを覗のぞき込むが、カラーイラストを全すべて確かく認にんすると俄が然ぜん興きよう味みを失ってしまったようだった。

「あれーなんだ、ぜんぜんエロくないじゃん！　どこにもおっぱいないじゃん！」

　失望したように肩を落とし、先ほどまで自分が家捜ししていた棚へと戻っていく真帆。言う通り、投資術というタイトルにはそぐわない感じがするものの、さりとて俺おれの眼めにもいわゆる男女のいかがわしさは特に感じられない。むしろ少年同士の美しい友情が滲にじみ出ているような？　とにかくそこは紗さ季きの名誉にかけて断言しておこう。

「昴さん、どんな本なんですか？」

「あ、このイラストきれい。わたしも好きかも」

「おー？　あんまり見えない。ねーおにーちゃん、ちょっと読んでみて」

　えっちじゃないことが確認されると、智とも花かと愛あい莉りも多少興味が出てきたらしく、傍そばに来て本を挟み俺の向かいに立つ。さらに、少し遅れてやって来たひなたちゃんに背伸びしながら頼まれたので、リクエストに応こたえてあげようと適当に真ん中辺あたりの頁ページを開いてみる。

　そのとき、がちゃりとドアの開く音が聞こえた。紗季が戻ってきたようなので一旦本から眼を離はなし、ドアの方を向く。

「みんなお待たせ…………ぇえあああああああああ！」

「──っ!?」

　するといきなり、ペットボトルを投げ捨てこちらに血相を変えて飛び込んでくる少女の残像が。あまりの勢いに驚おどろき俺は後ずさり──次の瞬しゆん間かん膝ひざ裏うらに淡い衝しよう撃げき。首を捻ひねるとそこには紗季のベッド。躓つまずき、シーツに倒れ込む俺。止まらない紗季。飛びかかってくる紗季。目の前に迫り来る紗季──！

「いけませんっ！　それは、いけません長は谷せ川がわさん！」

　はあ、はあ、と息を乱し、紗季が俺から本を取り上げる。

「ご、ごめんなさい……」

　抵抗など考える余地もない。呆あつ気けにとられ、ただ謝あやまることしかできなかった。

「……ふぁっ!?」

「ささっ、紗季ちゃんっ!?」

「おー。さき、だいたん」

　しばらく見つめ合ったまま固まっていた俺と紗季だったが、周りの泡を食ったような反応にきょとんとしたまま辺りを一いち瞥べつし、状況を確認。

　俺、ベッドの上に仰あお向むけ。

　紗季、俺の腹上へ馬乗り。

　──にわかに顔がん面めんが爆ばく発はつしそうなほど熱あつくなる。

「～～～～～～っ!?　ごごごっ、ごめんなさい！　わっわっ私ってば、なんて粗そ相そうを！」

「お、俺おれこそ勝手に本取ったりしてごめんっ！」

　跳ねるように紗さ季きが飛とび退のくや否いなや、身をよじってベッドから転げ落ちる。

　この件について、悪いのは明らかに俺だ。勝手に人の本棚を漁あさったりなんかしたのだから。

　……でも、紗季はなぜこれほどまで取り乱したのだろう。

「危なかったわ……。真ま帆ほの眼めを欺あざむくことしか考えてなかった……。たった一度の興きよう味み本位で、激はげしく人生を踏み外すところだった……」

　すぐ近くで息を乱しながらも、どこかほっとした様よう子すの呟つぶやきが聞こえたが、改めて何かを訊きいてみるような気になれるはずもなく、真相はそのまま迷宮入りしてしまうのだった。







　何度か謝しや罪ざいを往復させたところでひとまず強制的にトラブルの存在を忘却し、座卓を囲み全員で懇こん親しんを深める。そうして、用意した第二の策をしかけるタイミングを計り、しばらく場が温まるのを待った。

「──あー、いたたた」

　話が弾み二十分ほどが経過した頃ころ。そろそろいけると見て俺が作戦開始の目配せを送ると、打ち合わせ通りにまず紗季が行動に打って出る。

「どした、なんかババくさいぞー？」

　かなり大おお袈げ裟さに右肩を回し始めた紗季を、真帆が半はん眼がんで茶化ちやかす。確たしかに子供にしてはやりすぎのきらいはあったが、おかげでこうして一発で食いついてもらえた。ＴＰＯを考こう慮りよに入れればかえって名演技であったかもしれない。

「うるさいわね。やー実は今け朝さ、試食用の生き地じ全部私に仕込ませてもらったのよ。そのせいかな？　なんか急に肩痛くなってきちゃったみたい。あたたた」

　片目を閉じて唸うなる紗季。そこにすかさず智とも花かが気き遣づかい……の演技。

「そ、それは大変だったねっ！　ありがとうね私たちのためにっ！」

　……棒読みである。是非もないことだが冷や汗の出る女じよ優ゆうっぷりだった。

「ふふ、そんなこと無いわよ。だってそもそも試食お願ねがいしたの私なんだから」

「ううん、でもやっぱりご馳ち走そうになるわけだしっ。あ、そうだ！　わ、私紗季の肩揉もんであげるよ！」

「えー悪いわよ」

「いいからいいからっ！」

　たどたどしいやりとりの末、智花が半ば強引に紗季の後ろを取り、マッサージを開始する。

　危なっかしさ全開ながらも、シナリオはアクシデント無く順じゆん調ちように進んでいた。よし、ここで今度は俺の出番だ。

「おっ！　い、良いなあ紗さ季き。羨うらやましいなあ。俺おれもなんか最近、首筋が張っててなあ」

　これはひどい。

　ごめん智とも花か。偉そうに棒読みとか思って本当にごめん。予あらかじめ台詞せりふを用意しておくという行為が、かくも人間をぎこちなく変へん貌ぼうさせるのか。実に良い勉強になった。

「おー？　おにーちゃん、肩いたいの？　わーい。じゃあひなが揉もんであげる」

　作戦ごと破は綻たんしかねない演技を披ひ露ろうしてしまい絶望に駆られたが、助かったことにそれを聞いてひなたちゃんが立ち上がり、嬉き々きと俺の背中に寄りかかってきた。やさしさと、疑うことを知らない澄すんだ心の両方に深く感かん謝しやを覚える。

「あーずるいぞヒナ！　あたしも揉みたかったのにー！」

　さらに連れん鎖さするように、今度は真ま帆ほが両手を掲げ立ち上がった。

「わ、わはは。ありがとうな真帆。じゃあ真帆は愛あい莉りを揉んであげたらどうかな？　……そうだ。よし、日ひ頃ごろの疲れを癒いやすため、今からみんなでマッサージ大会しようか」

　相変わらずの棒読みで告げると、真帆は「さんせーい！」と破は顔がん。愛莉も嫌いやがるそぶりは見せず、むしろ楽しそうに手を合わせ微笑ほほえんでくれた。

　うん、やはり予想通り。互いに労ねぎらい合う状況に持ち込めば、きっと全員が乗り気になってくれるであろうという読みは正しかったらしい。

　そう、実はこの『マッサージ大会』の開催こそが今回の作戦である。あとは順じゆん繰ぐりに揉む相手を交代しつつ、上う手まく誘ゆう導どうし《俺、智花、紗季》が同時にマッサージする側へと回る状況を作り出す。その後は担当になった者が愛莉をうつぶせに寝かせ、密ひそかに測定してしまおうという寸法だ。

　急ごしらえのプランであるため、かなり不ふ確かく定ていな要素が残ってしまっているが、闇やみ討うちと違ってじっくり機きを待てるという利点もある。試食会が始まるまでの時間をフルに使いチャンスを造り出せばいいのだから、一度や二度失敗しようと最終的には恐らくなんとかなるだろう。……この前みたく危険なハプニングが発生することも無いだろうし。

　そんなわけで早速開始すると、すぐに全員が行為に熱ねつ中ちゆうしだした。矢や継つぎ早ばやに攻守を替え相手を替え、俺たちは互いに身体からだを預け合う。……良い感じだ。

　それに、こうしてスキンシップを重ねるのは、心のケアにも役立ちそうだ。マッサージしながら、あるいはされながら。日頃の練習に対する不安や自信のない技術など、様々な相そう談だんを受ける機会が生まれたりして、バスケ部、コーチとしても有意義な時間が過ぎていく。

　至福の刻ときが続き、あとはただ愛莉の身長を測るタイミングを待つだけ。

　そう、思っていたのだが……。







「あー、そこ、気持ちいい。紗季、マッサージ上う手まいなー」

「ふふ、得意ですから。肩もみは誰だれよりも自信あります」

　俺おれと紗さ季きのそんなやりとりが、にわかに運命の歯車を狂わせた。

「ぶー。ひなの方が、じょうずだもん。ひなの方が、おにーちゃんをいい気持ちにできるもん」

　会話を聞いて、隣となりで真ま帆ほの足つぼを押していたひなたちゃんが、口をすぼめ異い議ぎを唱えだしてしまったのだ。

「いやいや！　そこは譲ゆずれねーな！　マッサージ界のエースもやっぱりあたしだろ絶対！」

　さらには真帆までがこちらに身を寄せ、自分が一番上手じようずだと主張し始める。

　くどいようだが、俺と智とも花かと紗季は現在裏の目的を抱えている。

　だからこの時においては、些さ細さいなことでもなるべく禍か根こんを作らず穏おん便びんに流すべき……であったのだが、紗季という子はこと真帆に対してだけ強烈なライバル心を発揮してしまうわけで。

「は？　や、ありえないから。私はあんたと違って週に何回もお父とうさんのこと揉もんでるし」

「あたしだって毎晩揉みまくりだっての！　サキちょっと替われ！　すばるんにあたしの方がイイってわからせてやる！」

「嫌いやよ！　今は私が長は谷せ川がわさんにご奉仕する番でしょ！」

「へへん、自信ないからそーやって意地悪するんだろ！　いーよ、じゃああたしすばるんの腰揉むから」

「ひなもー。ひなもおにーちゃんを気持ちよくするー」

　あっという間に、俺は体育座りで紗季から肩、真帆から腰、足の間に身体からだをねじ込んできたひなたちゃんにふくらはぎを揉まれるという、なんとも反応に困る状況に置かれる。

「おにーちゃん。ひながいちばんだよね？」

「残念だなヒナ！　すばるんはもうあたしじゃないと満足できないんだよなっ？」

「私が最高ですよね？　良いですよ、本当のこと言って。変に優やさしくすると特に真帆はつけ上がりますし」

「いっ、いちどに触られてもぐちゃぐちゃでよくわからないれす……」

　三点同時攻め。未み曾ぞ有うの刺し激げきと居い心地ごこちの悪さで上う手まく呂ろ律れつが回らない。

　俺の情けない感想を聞くや、ぴたりと三人の手が止まる。なんとか危き機きは脱したか……などという見通しはあまりにも甘く、

「ああ、それもそうですよね」

「じゃあ順番だなっ！　順番でマッサージして」

「おー。誰がいちばんかおにーちゃんに決めてもらう」

　息をつく暇もないまま勝手に話が進み、気付けばもう細かいルール決めが開始されていた。

「ちょ……ちょっとちょっと！」

　慌てて紗季に耳打ち。本来の目的を思い出してもらうべく切迫して告げる。

「はい、なんでしょう？」

「（マズいだろ！　作戦の時間が……）」

「（ふふ、大丈夫ですって。そんなにお手間は取らせないですから。私、マッサージは日につ課かなのでちょっとプライドがあるんですよね。長は谷せ川がわさんに認めて頂けるよう精一杯頑がん張ばりますから、どうぞご期待下さい）」

　ああ、なるほど。またずいぶん特殊なプランを思いついたものだなと思っていたが、マッサージは紗さ季きの特技の一つだったのか……。

　と、それは良いとして。やはり脱だつ線せんしている余裕があるとは思えず、加えてこの子たちの優ゆう劣れつなんてつけられないし、つけたくない。助けを求めるべく、俺おれはもう一人ひとりの結託者である智とも花かの方へ首を捻ひねり、紗季たちを諫いさめてくれと懇こん願がんしようとしたのだが……。

「じゃ、じゃあ愛あい莉りが足の方の指圧で……」

「う、うんっ。智花ちゃんが背中だねっ」

　気付けばこっちも手遅れだった。なぜか智花も愛莉もやる気まんまんである。

「ふ、二人ふたりもやるの？」

　暗に自重の意を含ませた渋り笑いで尋たずねると、智花と愛莉ははにかんでうつむき、

「しょ、勝負とかはぜんぜんなしで良いんですけどっ……」

「昴すばるさんには毎日お世話になってますので、少しでも疲れを癒いやすことができたら私たちも嬉うれしいねって、愛莉と相そう談だんしてたんです……」

　頰ほおを染めて互いに目配せ。畜生。こんなこと言われたら断れないではないか。

　こうして、いつのまにやら『マッサージ大会』の意味合じが変化し、用意したシナリオから完全に逸脱。俺はなぜかみんなの揉もみ療りよう治じ批評を求められることに相成ったのであった。





◇ＲＯＵＮＤ　１（ＶＳ　袴はかま田だひなた）






　話し合いの結果、先せん鋒ぽうにはひなたちゃんが立候補したらしい。

　五人の最終的な順位付けはなんとか勘弁して頂きたいなと思っているものの、あえて真ま面じ目めに採点するならばこの選択が既にかなり高ポイントかもしれない。

　対決方式の特性上、印象が薄うすれる序じよ盤ばんの出場は大きく不利になるため、嫌いやがるのが普通である。なのにひなたちゃんは、恐らく純粋にいち早く俺をマッサージしたいという思いで初手を選んでくれた。この無む垢くな発想、積せつ極きよく的てきに評価していきたいところだ。

「じゃーひなはかたたたたきをします」

　……嚙かんだな、今（かわいいのでさらに加点一）。

　ちょっと和なごんだりしつつ、言われるままに座ざ布ぶ団とんの上であぐらをかく。こうなれば下へ手たに抵抗せず、順じゆん調ちように事を進ませ速すみやかに態勢を整ととのえ直すことにしよう。

「たんとんたんとん」

　軽快な口拍子とともに、さっそく肩たたきが開始される。

「たんとんたんとん」

「…………」

「たんとんたんとんたんとんとん」

「………………おお」

　これは……悪くない。というかすごく良いものだな。

　マッサージ自体の心地ここちよさはもとより、柔らかな掌てのひらが肩の筋肉に当たる度たびに『癒いやし』としか表現しようのない不可視の泉が湧わき出ているような感覚に酔いしれる。飛ひ躍やくした発想だとは思うものの、孫を持ったときの喜びを飛び級で垣かい間ま見みたような気がしてしまった。

　しばしの桃とう源げん。そして夢の終わり。ひなたちゃんの肩たたきは五分ほど続いたところで、とうとう終了を迎えてしまう。

「おー。つかれた。おにーちゃん、どうだった？」

　背中越しに、わくわくとした声こわ色いろ。俺おれは即座に振り返り、親指を立て忌き憚たんなき意見を述べた。

「ひなたちゃんの優ゆう勝しようだ」

「わーい」

『そんなっ、まだ始まったばかりですっ！』

　周りから総ツッコミを受けたのは言うまでもない。

　とにかく、採点しないつもりだったのにこの体ていたらく。袴はかま田だひなた。相変わらず恐ろしい無垢なる魔性イノセント・チヤームの持ち主である。





◇ＲＯＵＮＤ　２（ＶＳ　三み沢さわ真ま帆ほ）






「いよっしあたしの番っ！」

　二番手は真帆。意気込みよろしく立ち上がると、俺にベッドでうつぶせになるよう促す。

　……ううむ、女の子の寝ね床どこなのに良いのだろうか。少しためらい、紗さ季きに遠えん慮りよがちな視し線せんを送ってみるが、

「……？」

　どうやら特に嫌いやがってる様よう子すは見られなかった。

　ならばと自分を納得させて顎あごを枕まくらに乗せる。ほわんと苺いちごのような芳香が鼻び腔くうをつき、やましい気持ちなどないのに高鳴りだす心しん臓ぞう。……ええい、落ち着け。

「さーて、ど・れ・に・し・よ・う・か・な？　……お、これが良いっ！」

　心しん頭とう滅めつ却きやくして待っていると、なにやら紗季の学習机を漁あさり続ける真帆。

「あんた、何してるの……？」

　訝いぶかしんで紗さ季きが問う。俺おれも気になり顔を上げて注目すると……満面の笑えみで振り返った真ま帆ほの手には大量の押しピンが。

「いやー、ずっとやってみたかったんだよね！　──はりマッサージ！」

　全員がかりで制止した。





【三み沢さわ真帆、失格】





◇ＲＯＵＮＤ　３（ＶＳ　香か椎しい愛あい莉り）








「ええと……。わたし、なにも特別なことはできなくて。普通の指圧でも、良いですか……？」

「もちろんです。普通最高です」

　ベッドの上で正座して申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる愛莉に深く頷うなずき、早速俺はうつぶせに。

「よ、よかったです。え、えへへ……。じゃあ始めますねっ。あの、智とも花かちゃんと相そう談だんして、わたしは足の担当になりました」

　同意を得られたためか一転楽しそうな声こわ色いろで、愛莉が俺のふくらはぎに触れる。……嬉うれしいな。最近の練習ではわりと厳きびしくコーチングしているのに、変わらず慕ってくれてるみたいで。

「お」

　しかも、これはすばらしい。愛莉の指圧は、王道にして覇は道どう。持ち前のシェイプアップされた両腕が、小学生とは思えぬほどの力強さで筋肉をほぐしにかかってくれる。

「ど、どうですか？」

「うん、すごく気持ちいいよ────っ!?」

　と、快感に酔っていたのもつかの間。愛莉の手がふくらはぎから太ももに移動したところで、問題が発生した。

　ぎゅっ、ぎゅっと力が込められるリズムに連動して、ぽよん、ぽよんと両の膝ひざ下した付近に柔らかな物体が触れるのである。

　ええと、これは、もしや……。

「長は谷せ川がわさん？　どうか、しましたかっ？」

　手を止めぬまま、愛莉が不ふ思し議ぎそうな声を出す。

「…………いや」

　正直に問題の所在を明らかにしたところでお互い気まずくなるだけな気がして、迷ったあげく結局何も告げることが出来なかった。

　ならばせめて無我の境地にたどり着こうと密ひそかに瞑めい想そうを開始してみたが、

　──ぽよん。

　失敗。

　再チャレ──ぽよん。

　……失敗。

　これがもし完かん膚ぷ無きまで密着していれば、むしろ悪あしき邪念を意い識しき外がいに放り出せたかもしれない。けど、困ったことに常時触れるか触れないかの瀬せ戸と際ぎわなのである。即すなわち、着弾のタイミングが読めないのだ。

　体勢が変わって、収まったのかな、などと油断した途端とたん──ぽよん──これなのである。

　しかも愛あい莉りは爆ばく弾だん投下の事実に気付いていないわけで。結局俺おれはマッサージが終わる瞬しゆん間かんまで脳内にわななく空くう襲しゆう警けい報ほうにどぎまぎし続け、心労を募つのらせてしまうのだった。





◇ＲＯＵＮＤ　４（ＶＳ　湊みなと智とも花か）






「ご、ごめんなさい。私も難むずかしいことはできないので、同じく指圧でよろしいでしょうか？」

「う、うん。……よろしく」

　危うく「今度こそ本当に普通のヤツでお願ねがいします」とか口走りそうになるのをなんとか堪こらえて、そそくさと再びうつぶせの体勢に。

「……？　で、では始めますね。私は、腰から上の方をっ」

　妙な態度を見せてしまったせいで智花は少し戸惑った様よう子すだったが、それ以上は追求せず俺の上へ遠えん慮りよがちに跨またがる。淡い重みが腰へ伝わる直前、太ももの辺あたりをさらりとくすぐられるような感触が通り過ぎ、再び背筋に緊きん張ちようが走った。今のは智花が今日きよう履はいているミニのプリーツスカートの仕し業わざだろうか……？

　つい先ほどの着弾を彷ほう彿ふつとさせられるが、衣きぬ擦ずれにまでビクビクするなんてさすがに意い識しきしすぎだろう。せっかくのマッサージなのだから、素直に堪たん能のうさせてもらうのが礼れい儀ぎだ。智花も愛莉に負けず劣らず筋力は強いはずだし、きっと心地ここちよい刺し激げきを与えてくれるはず。

「では、始めますっ。……ええとっ、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばりますのでっ！」

「うん、ありがとう。よろしくね」

　返事を待ってから、智花はやけに意気込みを燃もやしながら尾てい骨の直上辺りに指を添えて、まず最初の一押し。

「〆◆○☆♯♂□▲っ!!」

　──その時、俺に電でん撃げき走る。

「えっ？　ど、どうしました昴すばるさんっ？」

「……………………な、なんでもない」

　噓うそをついた。

　正直に言うと、インパクトの瞬しゆん間かんミホ姉ねえ我流のサブミッション技に匹敵するほどの激げき痛つうが脊せき柱ちゆうを駆け抜け、あまりのダメージで現在俺おれは身じろぎ一つできそうもない状況である。

　智とも花かの筋力はかなり発達しているだろうという見通しは予あらかじめあったものの。いや、まさかここまでとは。なるほど、どうりで小学生ながらワンハンドでロングシュートを決められるわけだ……。

「あ、あの……。続けて、大丈夫でしょうか……？」

　恐る恐る、智花が背中越しに様よう子すを窺うかがってくれる。

　ああ、できることなら半分……いや四分の一程までパワーを抑えて下さいと懇こん願がんしたい。しかし、ついさっきまで愛あい莉りが目一杯に体重を乗せ指圧してくれていたのだ。智花に替わった途端とたんに「強すぎる、痛すぎる」などと漏らしたら、えらく傷つけてしまうような気がする。なのでここは耐えるべき、なの、だろう、な……。

「うん、すごく良い感じだよ……。そ、そのままよろしく頼む」

　黙もつ考こうの末、ぐっと息を吞のみ込み噓うそを重ねた。

「あっ、はい！　では……んゆっ！」

「………………………………………………ぐ」

　恐らく、筋力に比べて指が細くしなやかすぎるのも問題なのだと思う。ピンヒールに踏まれるのと同じ理屈である。下へ手たしたら智花の方が怪け我がしてしまうのではないかと心配にもなるが、辛つらそうな様子は微み塵じんもない。素す晴ばらしいことに、骨も健康そのものである様子だ……。

「んっ……んっ……！」

　段階的に、智花の指圧はさらに熱ねつが籠こもっていく。俺に跨またがった身体からだが上下にグラインドするリズムと同期して細く高い声が漏れ聞こえ、そのつど焼きごてを押しつけられるような衝しよう撃げきが背中の神経をつんざく。明らかに気合い入れすぎ、力みすぎである。

　ああ……なんかもう、出そう（内ない臓ぞうが）……。

　そうして永遠にも思える五分が過ぎ、ようやく猛攻が過ぎ去った後も、俺はしばらくベッドから起き上がることができなかった。

「すげーなもっかん！　すばるん、なんかぼーっとしたまま動かないぞ。よっぽどたまらなかったんだなー」

「え、えへへ……そんなっ。でも、気持ちよくなって頂けたのなら、嬉うれしいな……」

　とりあえず、我が慢まんがバレなくて本当に良かった……。





◇ＦＩＮＡＬ　ＲＯＵＮＤ（ＶＳ　永なが塚つか紗さ季き）






「さーて、ようやく真打ち登場ね」

　先ほどのダメージがやっとこさ抜けてきた頃ころ、いつの間にやら退室していたらしい紗季がそんな台詞せりふと共に部へ屋やへ戻ってきた。

「え、なんでそれ着てんの？」

　とたん、真ま帆ほが不ふ思し議ぎそうな声。どうしたのだろうと思い俺おれもうつぶせに寝転んだままだった身体からだを持ち上げると……紗さ季きはかっぽう着姿だった。しかも、お店の制服とかでは明らかになさそうな、いわゆる給食当番が着るような代しろ物ものである。

「白衣はさすがに用意できなくてね。代用品よ」

「うわバカだこいつ」

　どうやらマッサージ師っぽい雰囲気を作ろうとしてくれたらしい。呆あきれ声ごえを漏らす真ま帆ほを「うるさい」と睨にらみ付けてから、紗季はベッド上にあぐらをかく俺おれの傍そばにちょこんと座る。

「お待たせしてごめんなさい」

　そして一転明るく笑顔えがおを見せ、携行していた巾きん着ちやく袋ぶくろをごそごそとまさぐり中身を確かく認にんし始める。部へ屋やを出たのは、それを取りに行くためでもあったようだ。

「何が入ってるんだい、その袋？」

「ふふ、あとのお楽しみです。普通のマッサージは大体みんなに手をつけられてしまったので、私はちょっと変化球で攻めようかなと」

　気になって尋たずねると、勿もつ体たい付けるようにお茶を濁にごされてしまった。

　でも確たしかに、風変わりなことをしてくれるつもりなら事前に知ってしまうのも興きようが冷めるかもしれない。

「そっか、了解。んー、何だろうな」

　だからそれ以上の追及を止やめて興きよう味み津しん々しんに振ふる舞まう。そんな俺を見て紗季は楽しげに口こう角かくを上げ、こちらに両手を差し出した。

「では、早速始めますね。長は谷せ川がわさん、まずは上着を脱いで下さい」

「うん、了解………………え」

　ごく軽い調ちよう子しで為なされた要求に流れで快かい諾だくしてしまってから、遅れてためらいがやって来た。

「……脱ぐの？」

「はい、お願ねがいします」

「俺、今日きようこのシャツ一枚しか着てないんだけど……」

「それは好都合です。どのみち全部脱いで頂きたかったので」

　あくまで上じよう機き嫌げんに、さあさあと紗季が急せかす。そこはかとなく問題がある気がして固まってしまう俺であったが、しかしあくまで目的はマッサージ。妙に気にしすぎな自分の方が変なのだろうか。紗季の表情を見ているとそんな気もしてくる。

　だから結局、言う通りシャツを脱ぎ、上半身素っ裸に。

「………………っ」

「………………ふぁ」

　気のせいか、愛あい莉りと智とも花かが当惑したような気配けはい。なんだか無性に気まずい。

「こ、これからどうすればっ？」

「うつぶせで寝て下さい」

　言われるままに、速攻で腹ばい。できれば脇わきに畳んである夏なつ布ぶ団とんを被かぶってしまいたかったが、紗さ季きの所有物でこれ以上勝手な事をするのは憚はばかられたので自じ重ちようする。

　それでもとりあえずは身体からだ半分を隠すことができていくらか落ち着きを取り戻したところに、紗季が遠えん慮りよがちに腰の上へ跨またがった。

「～♪」

　そして、鼻はな唄うた交じりで俺おれの背へちょんちょんと幽かすかな感触を残していく。どうも、何かを貼はり付けているような気配だ。何だろう。

「よし、準備完了っ」

　達成感いっぱいといった感じの宣言。

「……？」

　興きよう味みを引かれたので、振り返って後ろに眼を向けてみると──




　──紗季が、チャッカマンを片手に眼鏡めがねを光らせていた。




「うわああああ！　火遊び厳げん禁きんっ！」

　慌てて身体をねじり仰あお向むけになり、手首を押さえつける。動きに合わせて、背中に貼り付いていたものが全すべて剝はがれ落ちた。既に半ば予想はついていたが、それを見て確かく信しん。どうやら本格的な『お灸きゆう』をしてくれるつもりだったらしい。

「えっ？　えっ？　……そんな、大丈夫ですよ。時々お父とうさんに頼まれて、慣なれてますし」

　一転腹上に跨る形となった紗季は、俺の形ぎよう相そうに驚おどろきながら戸惑い満面の表情を浮かべる。

「慣れててもダメだよ～……。ご両親の前ならともかく、子供だけの時勝手に火なんか持ち出したら」





【永なが塚つか紗季、失格】






　それにしても、真ま帆ほと紗季って思考の過程こそ違えど行き着く先はわりとニアミスだよな。

　なんだかんだ言って良いコンビである。





◇ＥＸＴＲＡ　ＲＯＵＮＤ（ＢＡＴＴＬＥ　ＲＯＹＡＬ）






　目先のことだけ考えれば、最も勝敗に拘こだわる二人ふたりをまとめて失格にできたのは、ジャッジを有う耶や無む耶やにする意味で僥ぎよう倖こうだった。現に真ま帆ほは、もはやすっかり順位付けに興きよう味みを失った様よう子すでジュース片手にひなたちゃんや愛あい莉りと談だん笑しようしている。

　けど、先の大会そのものが大いなる横道であるため実質的にはあまり喜べない状況だ。

「……ごめんなさい。すっかり熱あつくなってしまいまして」

　さりげなく真帆たち三人と距きよ離りを取り、緊きん急きゆう会かい議ぎを開始するや、紗さ季きが心底申し訳なさそうに頭を下げる。

「いや、もう過ぎたことだし、個人的には凝こりがほぐれて有あり難がたかったんだけどね、はは。……それはともかく、どうしようか？」

　試食会の予定時刻まで残されたリミットはわずかだし、もう一度代わる代わるのマッサージに持ち込めそうな雰囲気でもない。何か一発逆転の妙案で愛莉の身長を測ることができないか知恵を絞るものの、

「どう、しましょう……」

　頭を抱える智とも花か同様、俺おれの方も一いつ向こうにアイデアは出てこなかった。ベッドの縁へりを背もたれにして、お手上げとばかりに天てん井じようを仰いでしまう。

「……うん。こうなったらもう、強攻策しかないわね」

　沈ちん黙もくの果て、一大決心するように重々しく紗季が呟つぶやいた。視し線せんを前に戻すと、紗季は隣となりの智花に耳打ちで何か指示を始めている。

「ええっ？　わ、私にできるかなぁ……」

「やるしかないわ。がんばろ。……長は谷せ川がわさん、いろいろ手伝てつだって下さって本当にありがとうございました。ちょっと強引になりますが、あとは私とトモでなんとかしてみますので」

　そう言って不安げな様よう子すの智花と共に立ち上がり、座卓を囲む真帆たちの方へ向かう紗季。そして二人ふたりは密ひそかに愛莉の後ろへ回り込むと、

「よーし、今度は愛莉をみんなでマッサージしてあげるわよっ！」

「う、うんっ！　い、いくよっ愛莉！」

　突然挟きよう撃げきするように勢いよく飛びかかった。

「え、え、ええっ？　さ、紗季ちゃん、智花ちゃん!?　ひゃんっ、く、くすぐったいよう！」

　明らかに普段ふだんと違う行動に驚おどろき身体からだをよじる愛莉だったが、じゃれ付かれて嫌いやな気分ではないのだろう、口元には僅わずかに笑えみが浮かんでいる。

「おー？　わーい、ひなもー！」

「いよっしゃー！　あたしもごほーししてやるぞアイリーンっ！」

　ほどなく、愛莉の両りよう隣どなりにいた真帆とひなたちゃんも加勢する。なるほど、楽しそうに戯たわむれる姿を目の前で見せつけられたら二人ふたりが食いつかないわけがない。こうして組んずほぐれつの状況を作り出してから、眼めを盗んで測定してしまおうという算段か。これは意外と上う手まくいくのではないだろうか。

　……吞のん気きに傍ぼう観かんしながら、一いつ瞬しゆんだけそう思ったのだが。

「もみもみ、ぷるんぷるん」

「ひゃうっ!!」

　ひなたちゃんが背中越しに愛あい莉りの胸を鷲わし摑づかみしたことによって、情勢は一気に様変わりする。

「ひっ、ひなちゃぁんっ！　だ、だめぇっ！」

　不意打ちに驚おどろき、愛莉は顔を真まっ赤かにして身をよじり、

「おー？　やっぱり、お洋服の上はいまいち」

　さらに、ひなたちゃんが愛莉の着ているワンピース、その背中ボタンを外しにかかりだしたところで国家間の緊きん張ちようはピークに達する。

「きゃ、きゃああああっ！」

　服がずり下ろされる感覚に恐きよう慌こうをきたした愛莉は、四人に抱きつかれたままで立ち上がろうとしてしまう。俺おれはといえばこの時、突然露あらわになった少女の白い肩から眼めを逸そらす事に夢中で、愛莉が自分のいる方に向けて逃亡しようとしていた事に気付くのがワンテンポ遅れた。

「あ、あ、あっ！」

　さすが日々筋力トレーニングをしているだけあって、愛莉は見事一瞬だけ中腰になる事ができたようだったが、いくらなんでもそのまま移動するのは無む謀ぼうが過ぎた。結局バランスを崩し、進行方向に倒れ込み──

「え、ええ!?　わぷっ！」

　──目の前に、開かれた肩口からたわわに揺れる渓けい谷こくが迫る。

　慌てて腰を浮かせ後退した挙げ句、またしてもベッドに仰あお向むけで転がった俺に向けて、愛莉の胸先を着弾点に五人の少女がのし掛かってきたのだった。

「あははっ、すばるんナイスキャーッチ！　……うりうり」

「おー。おにーちゃんのぷるぷるサンド」

「～～～～～～っ!!　もうゆるしてえぇぇっ!!」

　それでもなお、未いまだ愛莉への攻こう撃げきは止やまないらしい。俺としても可か及きゆう的てき速すみやかにこの窮きゆう地ちを脱したいところなのだが、視界を塞ふさがれ、体幹に感じる数人分の重みと、

「……ふぁ。う、腕うで枕まくら──っ!?」

「……な!?　なななな!?」

　図らずも両の腕で抱き留める形となった二人ふたり分ぶんの髪の感触（恐らく智とも花かと紗さ季きのものだろう……）のせいでままならない。

　ど、どうしよう？　もしこんなところを紗季のご家族に見られたら大変なことに──




「みんなっ、お待たせっ！　準備できたから試食会をお願ねがいしま……あら？」




　唯一まともに機き能のうする聴ちよう覚かくが、絶望の到来を伝える。

　がちゃりとドアが開く音に続いた紗さ季きのお母かあさんの上じよう機き嫌げんな声が途と絶だえ、辺あたりは沈ちん黙もくに支配された。当然だろう。愛まな娘むすめがこんな惨状の中にあって、看かん過かできるはずもない。もはや完全に万事休す、一巻の終わり。さようなら、平へい穏おんなる日々よ……。

「あらあらあらぁ。もしかしてみんな……転んじゃったのっ？　だめよう気をつけないと、ふふふふっ」

　と、思いきや。紗季のお母さんは不ふ思し議ぎなことに正しく状況を把握して下さった。もしかしたら、自分の失敗とおあいこだったらいいなという強引な解釈が、偶然真相へと導みちびいたのかもしれない。

　とにもかくにも俺おれは首の皮一枚でコーチとして、まっとうな人としての立ち位置を失わずに済んだわけであるが、結局身長測定はまたしても失敗に終わってしまった。




　──そして、二日後の祝日。

　愛あい莉りからメールが来て、俺は秘密裏に悩み相そう談だんを持ちかけられるのであった。





＊






「……そっか」

「はい……。なんだか、どうしたらいいのか分からなくて」

　ある程度予想していた通り、相談内容は智とも花かと紗季のことだった。昨日きのうも五人で遊んだらしいのだが、隙すきあらば内ない緒しよ話ばなしをしたり、かと思えば愛莉に向けてどこか焦ったような視し線せんを向けていたりで、どうにも落ち着かないそうなのである。

　二ヶ月前、同じように相談を受けて二人ふたりで訪れた川沿いの公園。ベンチに座りしょんぼりと項うな垂だれたままの愛莉にかける言葉を、俺は何度も模索し続ける。

「なにか……嫌われるようなこと。気付かずにしちゃったのかなあ……」

　が、その嘆なげきを聞いて、とうとう我が慢まんの限界に達してしまった。

「ううん違うよ。……むしろ逆」

「えっ？」

「あのさ、実は保健室の羽は多た野の先生が──」

　慎重に言葉を選びつつ、顚てん末まつを話す。二人があくまで乗せられて担ぎ出された結果、仲間として愛莉の事を心配したが故ゆえの行動であることを強きよう調ちようして。

「そう、だったんですか……」

「ごめんな。やっぱり俺がちゃんと反対するべきだったよ……。そのせいで、みんなに辛つらい思いをさせちゃった」

　心底反省して、肩を落とす。どんな動どう機きだったとしても、裏でコソコソと動くなんて止やめておくべきだったのだ。こうして、必要以上に傷つけてしまう可能性がある以上は。

「いえっ。……だって。身体測定、休んじゃったわたしが悪いんですしっ」

　けど、愛あい莉りは誰だれも責めず、それどころか笑顔えがおすらをも見せてくれる。

　意外なほどの気丈さにぼんやりと顔をみつめたまま、俺おれはしばらく言葉を失ってしまう。

　蟬せみ時雨しぐれが世界の音を支配する中、やがて愛莉は自分に言い聞かせるように深呼吸をしたのち、ゆっくりと宣言した。

「………………あの。わたし、明日あしたの朝、保健室に行って身体測定してきます。やっぱり嫌いやで、怖いですけど、でももうズルは止めますっ。……みんなのために、これからもっともっと強くならないといけないから」

「愛莉……。ははっ」

　ああ、ダメだな、俺。まだまだ、まだまだ。見くびっていたようだ。

　出会ってから今日きようまで。愛莉の心はもう、こんなにまで成長していたんだな。

「よしっ！　……なら、せっかくだし今日もちょっとだけ特訓するか！　この前みたいにまた河原かわらをひとっ走り、どうかな？」

　嬉うれしくなって、なんだかじっとしていられなくて。ずいぶんと身勝手な事を口走ってしまう。

「はいっ！　ぜひぜひお願ねがいしますっ」

　それでも愛莉は満面の笑えみを崩さずに、勢いよく立ち上がって同どう調ちようしてくれた。

「あはは、偉いぞ。……うん、じゃあ終わったら、頑がん張ばったご褒ほう美びをあげよう！　なんでも好きなもの、言ってごらん」

「えっ？　す、好きな……？」

「おう。あーでも、あんま高いものは勘弁な。アイスとか、その辺でなんとか」

「…………あ。は、はいっ！　ア、アイスも大好きですっ！　あ、ありがとうございますっ！」

「……？」

　何だか妙に照れたような反応を見せた愛莉に首を捻ひねりつつ。追い風の中、俺たちは足並みを揃そろえて河原を駆け出す。

　──夏本番は、もうすぐそこだ。
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　強い日差しといたたまれなさに肉体・精神の両面から追い詰められつつも、なんとか無事荻おぎ山やま家けに組立て式の本棚を届けてやることが出来た。

「葵あおいの部へ屋やで良いんだよな、置き場所」

「うん。ほんと助かったわ、ありがとね」

　葵の声こわ色いろは友好的とは言えなかったが、荷物運びの謝しや意いとして先ほどの無礼は不問に付してくれるらしい。しばらく口をきいてもらえなくなっても仕方ないと覚悟していたので、寛大な処遇に深く安あん堵ど。

　途中で段ボールを縦たてにしたり斜めにしたり苦心しながら、幅のない階段を抜けて目当ての部屋の前まで至る。よし、あと一息。いったん荷物を置き、ノブに手をかけた葵に続いて中へ、

「……っ!?」

　入ろうとしたところで、不意に半開きだったドアが勢いよく閉じられた。なんだ、やけに焦った顔して。

「葵？」

「ご、ごめん昴すばる！　ちょ、ちょっと片付けするから一分か二分くらいここで待ってて！」

「ああ、わかっ……」

　た、まで言い切る前に葵はほんの僅わずかだけ戸を開き、隙すき間まに無む理り矢や理り身体からだをねじ込むようにして室内に消えた。かと思えば首をにょきりとこちらに出して、ドスの利いた声で警けい告こくする。

「覗のぞいたら２５６回殺すからね！　覗かないでよ！　絶対に覗かないでよ！」

「覗かないって。つか殺しすぎだ。バキュラでも割る気か……」

　妙な迫力にふるふる首を振りながら誓ってもなお、疑ぎ心しん暗あん鬼きに捕らわれた顔で眉み間けんに皺しわを寄せたまま後退し、慎重にドアを閉じる葵。そんなに隠したがるなんて、一体どれほど危険な状態なのだろう。

　ま、俺おれは紳士なので言われなくても当然覗いたりはしないが。報復も怖いし。

　というわけで待つこと約五分。ようやく中から入室許可の声が聞こえたので、久方ぶりに幼おさな馴染なじみの牙が城じようへ。

「ずいぶん時間かかったな。そんなに大掃除……って、ど、どした？」

　後ろ手にドアを閉めてすぐ。座ざ椅い子すの上で膝ひざを立て、じとりとした半はん眼がんをこちらに向けている葵と目が逢う。え、なんでだ？　俺また何かミスしたか？

「どうもしないけど。…………本当に、ぴくりとも覗こうとしなかったわね。や、やっぱりあんた全然私に興きよう味みないでしょ」

「それはさすがに理り不ふ尽じんだぞ……」

　どうしろと。ぶっとい尾がはみ出てる虎こ穴けつにのこのこ侵入せよと言うのか。俺はそんな蛮勇など持ち合わせていないし自殺志し願がん者しやでもない。

「…………あう、そ、そうよね。ごめん、忘れて」

　幸い葵あおいも言ってすぐ暴ぼう論ろんだと自覚したらしく、頰ほおを少し赤らめ眼めを逸そらしてくれたので助かったが。

「いやまあ、ここに来る途中はほんとにひどい事しちゃったしな。にしても、部へ屋や散らかしとくなんて珍しいんじゃないか。いっつも片付いてる印象だったけど」

　苦笑と共にぐるりと一いち瞥べつしてみると、収まりきれずあぶれた漫画が十数冊積つみ上げられているのを除けば、無む駄だなものなど何一つない実にすっきりした空間が広がっていた。やっぱり雑然という単語とはほど遠い部屋だ。さっきの短時間だけでここまで片付くとは思えないし。

　というかむしろ、この年とし頃ごろの女子の部屋としては味気なさ過ぎるような印象の方が強いかも。いや他ほかに例も知らないのでイメージだが。

「べ、別に散らかしてたわけじゃないってば！　ただちょっと……いろいろ出しっぱなしだったこと忘れてて。いろいろ」

　ふむ、何か見られて困るものが有ったのか。

「なるほど。……葵もオトナになったんだな～」

　なんとなく感かん慨がい深くて、しみじみと呟つぶやきながら腕を組む。

「…………ちょっと、昴すばる？　なんか、変な勘違いしてない？」

「いやいや大丈夫。人の好みに口出すような野や暮ぼな真ま似ねはしないって」

「待ってやっぱり誤解してる絶対！　い、一体どんな想像してるのよ!?」

　菩ぼ薩さつの如ごとき笑えみで受け流してやろうと試みた俺ににじり寄り、息巻く葵。……なんでそう自らほじくり返そうとするのか。

　ううむ、とりあえず何か答えないと許してもらえなさそうな雰囲気だ。

「えーと」

　あまり変なことを言ったら間違いなく怒られるので、当たり障りのないところでひとつ挙げてみるか。女の子の家にあってもおかしく無いようなもの……といっても知ち識しきが乏とぼしいので想像も追い付かないんだよなあ。

　あ、そうだ。そういや前に紗さ季きが見られてえらく取り乱していた本があったな。アレならいわゆる男女のいかがわしさ等とはほど遠いし、外し球としては最適なのではなかろうか。

「そうだな……。裸の少年たちが抱き合っている挿絵の本とか？」

「んなわけないでしょ～～～～～～～!!」

　……おかしいな、めっちゃ怒られた。

「ご、ごめん！　じゃあどんな本だろ……」

「本だなんて一度も言ってない！　見られたら困る危険な本を収めるための棚、人に運ばせるような肝の座り方はしていないわよ！　昴の中じゃどんだけ欲望一いつ直ちよく線せんなのよ私っ！」

　あ、そうか。ついさっき本棚買ってきたことを一いつ瞬しゆん忘れてた。だから別にちゃんとした理由があって口にした喩たとえではないのだが……言われてみれば若じやつ干かん間が悪かったかも。

「そりゃそうだよな、すまんかった……。おし、もう少し考えてみる！」

「も、もういいっ！　うう、変な想像されるんだったら見せた方が何倍もマシな気がしてきたわ。……ほらこれよっ！」

　頭を抱えた俺おれを制し、盛大に溜ため息いきを漏らしながら葵あおいが向かった先はクローゼット。そして投げやりに引き戸を開き、内部を指さす。

　そこに転がっていたのは、

「……ぬいぐるみ？」

　かわいらしい猫や犬やペンギン型の、ファンシーな玩がん具ぐだった。

「ほほー。葵もこういうの好きになったのか。昔は男っぽいものしか持ってなかったのに」

「昔から隠してたのよバカにされると思って！　ふんだ！　どーせ私にはこんなの似合いませんよ！　いい歳とししてかわいこぶってほんとにどうもすみませんでした！　ほら笑うなら笑いなさいよばかーっ！」

「いや別に茶化ちやかしたりとかそんなつもり……あいてっ」

　鴉からす・黒猫・手乗りサイズの虎とらの順で、俺の顔めがけてぽんぽん飛来するぬいぐるみ群。しかし今日きようの葵は、またずいぶんと荒れ模様だな……。何か、情緒を不安定にさせる悩みの種でもあるのだろうか。だとしたら可哀かわい相そうに。解決のため、俺も力になってやれれば良いのだけど。







「ふぅ……。ほんじゃ、やることもやったし帰るわ」

「えっ、もう？」

　その後何とか機き嫌げんをとり、本棚の組み立てと設置も無事完了。アイスは頂いたものの空腹感がそろそろピークだし、今日はもうお暇いとますることにしよう。葵に頼めば何か出してくれるかもしれないが、いくら幼おさな馴染なじみ相手とはいえそこまで甘えるのはさすがにはばかられる。

「おう、アイスごちそうさま。……葵、なんか疲れてるみたいだし今日はゆっくり休めな？」

「べ、別に疲れてなんかないわよ。い、いいからもう少しゆっくりしていけばいいじゃない。組み立てまで手伝てつだってもらって、アイスくらいじゃお礼になってないし……！」

「ははは、だからお礼なんて別にいらないって」

「それじゃ私の気が済まないんだってば。ねえお願ねがい、もう少し何かさせて！」

「うーん、まあそこまで言うのなら。でもほんと、大したことはしなくて良いからな」

「うん約束する！　ほら、だから座って座って！」

　笑顔えがおで促されるまま、一度上げた腰を再び座ざ椅い子すに落ち着ける。相変わらず律りち儀ぎだなー葵は。ここで無理に遠えん慮りよすると、また後日義理を返そうとしてくれるに違いないので今は素直に従っておくことに。

「えっと、どうしようかな……」

　そわそわと辺あたりを見回しながら、お返しの手段を考案し始める葵あおい。俺おれとしては、どんぶり飯に塩でもふりかけて出して頂ければ一番嬉うれしいのだが。もちろんこちらからそんな厚かましい催促はできないけれども。

「あ、そうだ！」

　しばらくして、葵がぽんと拍かしわ手でを打つ。決まったか、よし来い白米！

「えっと、どうなりましたでしょうか？」

「あ、あのさ。私…………昴すばるにマッサージしてあげるよ！」

「全力で断る!!　それじゃまた!!」

　と、思わず大声で拒絶し立ち上がってすぐ、我ながらあまりにも不自然な反応をしてしまったことにギクリと顔が強こわ張ばる。

「え……ちょっとなんでそんなに嫌いやがるの……？」

　ほーら葵さんめっちゃ訝いぶかしんでるっす。当たり前だが。

　むう、どうしよう。別に隠すような話ではないと思うし、下へ手たな噓うそをつくよりは素直に告げて釈明しておくべきか。

「いやさ。実は少し前、女バスの五人から一斉に全身をマッサージしてもらったことがあって」

「えっ」

「その時だいぶひどい目にあっちゃって、あれ以来マッサージって若じやつ干かんトラウマなんだ。あはは、だから気持ちだけ受け取っておくよ、ありがとな」

「…………」

　微笑ほほえましいエピソードを包み隠さず伝え、今度こそ家に帰るべく身体からだを反転させる。

「…………ちょっと、待ちなさい」

　すると、肩を後ろから力いっぱい鷲わし摑づかみにされた。

「ん、どうした……っ!?　あ、あの。ちょ、ちょっと痛い……」

「どうした、じゃないっ！　あんた職しよつ権けん濫らん用ようして子どもたちになんて真ま似ねさせてんのよ！　それでいて私のマッサージは受けられないってどーゆーことよ！　…………そうと知ったら、意地でもやらせてもらうから！　あんたの身体ぐにゃんぐにゃんになるまでっ！」

「ちょ、ま、何を言ってるんだお前！　ていうかその目つき、ハンバーグとか作るのに使うお肉的な意味でぐにゃんぐにゃんにしようとしてないか……って待て！　きっと何か誤解がある、話せばわかる話せばぐぎゃあああああああああ！」

　荻おぎ山やま家けに響ひびく、俺の絶叫。

　ちなみに翌日はすこぶる身体が軽くて快かい調ちようだった。葵、意外とマッサージ上う手まいのかも。処置中の痛さといったらまさに地獄だったが……。
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　　　　【１】




「お疲れ様。みんな……すごく良かったぞ」

　汗にまみれた小学六年生の女の子たちを穴の空あくほどじっくり見つめ続けるという、俺おれにとって夏休み中唯一の楽しみである時間が、また今日きようも終了してしまった。ああ、一日とはかくも短いものであったろうか。

　長は谷せ川がわ昴すばる、十五歳。現役のバスケットボール選手──ではあるのだが、自分が所属している高校のバスケ部は『元部長のロリコン疑惑』という惨さん憺たんたる理由で絶ぜつ賛さん休部中。そんな事情もあり、現在俺はひょんなきっかけで出会った慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部の五人のコーチ役としてのみ、最愛の球技にかろうじて携わっている次第である。

　いや、正せい確かくにはもう一つ、幼おさな馴染なじみたちの厚意により結成した非公式のバスケ同好会という活動場所も存在する。しかしそちらの方はメンバーの一人ひとりが東京の予備校に遠征してしまっているため、ここ最近は地味で死ぬほど過酷な反復練習専門の場となっている。

　だから心底愛いとおしいと思える瞬しゆん間かんは、やはりこの小学校の体たい育いく館かんにいられる一刻だけなのであった。

「うひー、シャツがぐしょぐしょだぁ。……あ。くふふ、ねーねーすばるん、ちょっと両手出してみて！」

　練習終了の挨あい拶さつを済ませ、皆が重い足取りで更衣室に向かう中、一人の少女が輪わから離はなれて俺のすぐ近くまで駆け寄ってきた。部内随一の元気娘、三み沢さわ真ま帆ほ。いつも天てん真しん爛らん漫まんに跳ね回っているだけあって、体力だけならば部のエースを凌りよう駕がしそうなほどの逸いつ材ざい。今日もまだまだ余裕があるようだ。

　ふふ、やっぱりすごい子だな。小学生にすればここ最近の練習メニューは結構……いや相当厳きびしいものであるはずなのに。

「ん、手を出す？　こうか？」

　頰ほおが緩ゆるんでしまいそうになるのを堪えつつ、言われた通り両手を斜め下に突き出す。

「へい、まほ汁一丁！」

　すると真帆は体たい操そう着ぎの裾すそを両手で摑つかんで引っ張り上げ、おへそを丸出しにしながら雑ぞう巾きんを搾しぼるようにぎゅうっと握ってみせた。

「え」

　ぼたぼたぼた。滲にじみ出た真帆の汗が、俺の掌てのひら上に広がる。

「な──っ!?　ななななな何やってるのよバカ真帆っ！」

　直後、真帆の斜め後ろから永なが塚つか紗さ季きの狼ろう狽ばいしきった声。部のまとめ役であり、クラス委員でもある紗季は、いたずら好きな真帆が何か悪さをしないかいつも眼鏡めがね──部活中はセピア色のアイガードを光らせてくれているのだった。

「くふふ。すばるんに日ひ頃ごろのお礼で、プレゼント！　顔とかに塗ると元気出るかもよ！」

「そんなわけないでしょっ！　ほっ、本当にごめんなさい長は谷せ川がわさんっ！　今すぐ拭ふき……ああっ、このタオルじゃダメでしたすみませんすみませんっ……！」

　カチューシャで撫なでつけたストレートのロングヘアを激はげしく揺らし、紗さ季きは肩に掛けていたスポーツタオルで俺おれの手を拭ぬぐってくれる。が、タオルにはもう既にたっぷり紗季の汗が染み込んでいたため、濡ぬれ具合はあまり変化しなかった。

「あはは、気にしなくて良いよ。別に汚いとも思わないし」

「だよね～！」

「黙だまりなさいっ！　うう、申し訳ありません……。出来るだけ早く、手洗いして下さいね……」

　俺と共にけらけら笑う真ま帆ほを紗季が鬼の形ぎよう相そうで叱しかるが、こちらとしては本当に不快感など微み塵じんも抱いてない。もちろん同じ事を野郎にされたら殴り合いに発展していただろうが。

　うーん。子ども相手だといろんなことが許せてしまう、それどころか微笑ほほえましい気持ちにさえなるのは何な故ぜだろう。これが父性というやつなのかな。

「どうしたの、紗季？」

　しみじみ感じ入っていたところに、第三の声。平身低頭する紗季の様よう子すが気になったのか、更衣室に向かっていた他ほかの子たちも全員引き返してきたようだ。

「トモは聞かない方が良いわ……」

　横に立ち、首をかしげたミドルショートヘアの少女──湊みなと智とも花かの方をちらりと一いち瞥べつしてから、紗季は項うな垂だれてかぶりを振る。大きくて透き通った瞳ひとみと儚はかなげなウィスパーボイスの持ち主である智花は、大人おとなしそうな外見とは裏腹にこのチーム不動のエース、そして俺がもう一度選手として再起を目指すきっかけを与えてくれた大恩人でもある。

「……？」

　黙もく秘ひ権けんを主張され、戸惑い満面で智花がこちらを見上げる。変に気き遣づかいさせてしまうとよろしくないので、ここはちゃんと俺の方からなんでもないと伝えておかないと。

「や、智花たちって天使のように清らかな存在だなーって話してただけだよ」

「ふぇ!?」

　ん。なんか、若じやつ干かんニュアンスに語ご弊へいがあったような……？

「え、え、ええと……そ、そのっ」

「あ、あはは。あんま気にしないで。それより早く着替えに行こう。身体からだを冷やして風か邪ぜ引いたら大変だ」

「ふぁ……!?　は、はいっ！」

　反応に困っている様子だったので智花の両肩に手を添え、ぐるりと半回転させて更衣室の方に向き直らせてやる。そりゃ、いきなりあんなこと言われてもどう返事して良いか分からないよな……。毎度ながら、自分の口くち下べ手た加減には辟へき易えきする。こんな至らぬ人間に、みんな文句も言わず付いてきてくれて本当に有あり難がたい限りだ。

「愛あい莉り、ひなたちゃん。苦しくない？　もし明日あした筋肉痛ひどかったら、ちゃんと教えてな」

　俺おれも含めた全員で今度こそ更衣室に向かう途中、反省ついでに残る二人ふたりの体たい調ちようチェック。八月の頭に特訓合宿を行った後、疲れを取るため一週間ほど練習を全休したので、今日きようはブランク明け初日の部活。怪け我がやオーバーワークに細心の注意を払わねばならないタイミングである。

「わたしは平気ですっ、えへへ」

「おー。だいじょうぶ。ひなも、げんきだよ」

　隣となりに並びかけ尋たずねた俺に、二人はほぼ同時に朗ほがらかな笑えみを向けてくれる。１７２cmある自分とほぼ等しい目め線せんの高さでやや太めの眉まゆ尻じりを下げ、胸元でぐっと掌てのひらを握ってみせる香か椎しい愛あい莉り。踊るように正面へ飛び出て、後ろ歩きでバンザイする袴はかま田だひなたちゃん。双方の頼もしい仕し草ぐさに、こちらからもガッツポースを返す。

「ん、よかった。まー二人ならきっと平気だろうって思ってたけど」

　もうれっきとしたアスリートである今の二人……いや、五人なら。

　出会ってから今日まで、この子たちの急成長ぶりには思い出せないほど何度も舌を巻かされてきた。といってもそれは俺の功こう績せきなんかじゃあるわけもなく、ただ皆が真しん摯しにバスケットボールを愛し、地道な基き礎そ練習にも音ねを上げず努力を継続してくれたおかげだが。

　やっぱり良いな、小学生。人間にとって、一番輝かがやいている時期なのではないかとさえ思う。

　だからこそ、もっと光を当ててあげたい。もっと大勢の人に、五人のバスケを見て欲しい。

　早く、みつかればいいのだが。……次の戦いの場。







　着替えを終え、体たい育いく館かんを出て全員でバス停を目指す。

　時刻は既に午後五時を回っているが、八月中ちゆう旬じゆんの日差しはそうそう簡かん単たんに攻こう撃げきの手を緩ゆるめてくれない。西日の明るさは真昼と大差なく、学園の中庭に至る歩道沿いの並木からはカナカナカナと威勢の良いセミの声。替えたばかりのＴシャツの背に、早くも汗がじんわり滲にじんでくる。

「うわっちー！　早くプール入りたーい！」

「真ま帆ほちゃん、いつでもプール入れて羨うらやましいなあ」

　制服の胸元を摑つかんでばたばたと扇ぎながら天を仰ぐ真帆を見て、愛莉がほうと息を一つ。資産家の令れい嬢じようである真帆の自宅には広大なプールがあり、以前俺たちも利用させてもらったことがある。この後も、火ほ照てった肌をクールダウンすべくひと泳ぎするつもりなのだろう。確たしかにそれは、羨せん望ぼうを感じずにはいられない環かん境きようだった。

「また遊びに来ればいいじゃん！　いつでも良いからさっ」

　後ろに反らせていた身体からだを勢いよく戻した真ま帆ほが、愛あい莉りの腰に抱きついて嬉き々きと見上げる。

「ん、そういえば今年ことしはイベント続きで、あんまり真帆んちのプールで泳いでないわね」

「おー。ひなも、ごぶさた。シャチさんに会いたい」

　それを聞いた紗さ季きとひなたちゃんも乗り気な様よう子すで会話に加わった。

「行っても良いかな……えへへ」

「もっちろん！　んじゃ、次の土ど曜よう日びとかどう？　練習も休みだしっ」

「いいわね、私は賛さん成せい」

「わーい。ひなもさんせい」

　紗季たちの返事に続いて愛莉も控えめに頷うなずき、とんとん拍子に予定が組まれていく。……しかし、土曜日か。そいつはマズいな。

「……智とも花か」

　俺おれは歩みを緩ゆるめ、盛り上がる四人の後ろで眼めを泳がせ会話に入るタイミングを失っていた小さな背に、そっと手を触れる。

　実は今け朝さ、日につ課かである練習を終えたあと、智花の口からとあるささやかな願ねがいを聞いていたのだった。

　次の土曜日、バスケ部の仲間たちを招待したい場所がある、と。

「で、でも。みんなプールの方がきっと……」

「大丈夫、誘ってみな。真帆んちのプールならいつでも行けるんだしさ」

　遠えん慮りよしているのか、もじもじと俺を見上げる少女を、今度は言葉でもう一押ししてやる。

「…………」

　しばし、智花は俯うつむいて何度も唇を開いたり結んだりしながら葛かつ藤とうを露あらわにし続けていた。

「ね、ねえみんなっ！」

　が、ようやく決心が付いた様子で、大きな声と共に前方で盛り上がる四人との距きよ離りを駆かけ足あしで詰める。

　ふふ、別に固くならなくても、普通に誘えば全員喜んで賛成してくれるだろうに。でも、こんな風ふうに気き遣づかいせずにはいられないところが智花の優やさしさなんだよな。二人ふたりで朝食を食べてる間もずっと『みんな、退屈じゃないでしょうか……』と緊きん張ちようしきりだったことを思い出し、微笑ほほえましさがぶり返してくる。

「どうしたのトモ？　あ、もしかして土曜日ダメだった？　じゃあ別の日に──」

「う、ううんっ！　土曜日は暇だよ！　暇、なんだけど……」

　振り返って顎あご先さきに指を置いた紗季のすぐ傍そばで急ブレーキし、智花はふるふると何度も首を振る。そして「あの……その……」と言葉を模索し始めた。

　会話が中断され、智花の方に向き直った四人の足も一斉に止まるが、誰だれも先を急せかそうとはしない。コートの外では一転奥ゆかしい親友のため、上じよう機き嫌げんのまま静かに待つばかりだ。

　そんな温かさに助けられ、智とも花かは勇気を振り絞るように深く息を吸い込み、

「な、夏祭りがあるのっ……！」

　ぎゅっと眼めを瞑つむりながら、早口でいきなりそう宣言した。

「おー？　なつまつり？」

「う、うんっ！　うちの町内の神社で、次の土ど曜よう日びにお祭りがあって。毎年夜店も出るし、花火大会もやるから、もしよければ今年ことしはみんなで……」

「マジでっ!?　行く行く行く行くっ！　行くに決まってるじゃん！」

「お祭り、たのしみだなぁっ。えへへ」

　たちまち、歓かん声せいが弾はじける。難なん色しよくを示されなかったことに心底ほっとした様よう子すで、智花の表情にもようやく明るさが戻った。

「ふふ。それならそうと早く言ってくれれば良かったのに。じゃあ土曜日はそっちにお邪じや魔まさせてもらって良い？」

「ご、ごめんね。う、うんっ！　来てくれたら、嬉うれしいな……」

　最後に紗さ季きと笑えみを交わし、五人は再び学園の外に向けて歩き出す。なんだか俺おれの方まで肩の荷が下りたような気がして、安あん堵どのまま小走りで智花の隣となりまで距きよ離りを詰め、ぽんと片結びにされた髪をひと撫なで。

「な。みんな喜んでくれたろ？」

「は、はいっ！　……昴すばるさん。本当に、ありがとうございますっ」

「え？　あはは、俺は別に何もしてないよ？」

「いえっ！　昴さんが『大丈夫』と言って下さったおかげで、勇気を出せました。私一人ひとりでは、きっと迷って、迷って……結局言えなかったと思います」

「……いやいや。そんなのは、全然」

　きらきらと澄すんだ瞳ひとみで見つめられ、照れくささが胸の内で大だい爆ばく発はつ。思わず顔を逸そらし、言葉に詰まってもう一度頭を撫でてしまう。

「え、えへへ……」

　恥ずかしそうに肩をすくめ、ふにゃんと頰ほおを緩ゆるめる智花。まったくもう、この子はどこまで純真なのか。あまりにも庇ひ護ご欲よくが高まりすぎるとコーチしてる身としてはマズいんだけどな、つい必要以上に甘やかしたくなってしまうし。

　ま、そこはコートの内と外でしっかりメリハリを付けるとして、だ。

「ところで本当に、一いつ緒しよに行って良いの？　五人だけの方が目一杯遊べるんじゃない？」

　これも今け朝さ頼まれたのだが、どうやら保護者役として俺にも夏祭りに参加して欲しいとのことなのだ。こちらとしてはもちろんやぶさかではないのだけれども、みんなに窮きゆう屈くつな思いをさせてしまわないかが少しだけ心配だった。

「そんな、とんでもないです！　も、もちろんご迷惑でなかったらですけれど、来て頂けると嬉うれしいです。昴すばるさんと、お祭り……行きたいですっ」

　しかし、智とも花かは声のトーンを一段上げて強く引き留めてくれる。ん、それならせっかくだし、ご一いつ緒しよさせて頂こうかな。

「そか、ありがとう。俺おれも夜店の食べ物とか好きだし、こっちこそ邪じや魔まじゃないようなら是非行かせて欲しいよ」

「ほ、本当ですかっ？　……よかった」

　よくよく考えてみれば、夏休み中はもうイベントらしいイベントの予定もないので、慧けい心しん女バスとしては九月までひたすら厳きびしい練習に明け暮れるだけの日々となりそうだ。それなら遊び納めに、みんなで慰い安あんに出かけるのは望むところではないか。改めて、誘いを有あり難がたく思う。

「ありゃりゃ～ん？　もしかして、あたしたちオジャマだった？」

　智とも花かと笑顔えがおを向けあっていると、不意に横からわき腹をつんつん刺し激げきされる。振り向けば真ま帆ほが片手を口元に添え、笑いをかみ殺していた。

「あ、しまったわ。気を利かせて、トモと長は谷せ川がわさんが二人ふたりでお祭りデートに行けるよう仕向ければ良かったかしら……ふふ」

「ふぇええええっ!?　ででっ、デートとかそんなおこがましいこと、わわ、私はっ……!?」

　紗さ季きにも茶化ちやかされ、頭からぼわんと湯気をださんばかりに顔を染める智花。……ははは。多感なお年とし頃ごろだから、たとえ根も葉もなくても刺激的なキーワードひとつで妙に戸惑っちゃうんだろうな、きっと。

「おー？　おまつり、行っちゃだめ？　ひな、みんなと、おにーちゃんと、おまつり行きたい」

「ど、どうしよう……。遠えん慮りよした方が良いのかな。で、でもわたしもやっぱり行きたい、かも……」

「い、行こうっ！　一緒に行こう！　ひなたと愛あい莉りと、真ま帆ほと紗季と……昴すばるさん。みんなで行こうよっ！」

　つられて迷い始めたひなたちゃんと愛莉の正面に回り込み、大きく手を振り乱しながら引き留めようとする智花。その困惑ぶりに多少罪悪感を抱いたのか、真帆と紗季もぺろりと舌を出して、

「まっ、あたしもお祭りちょー行きたいからガマンはできないけどなー、あはは」

「ふふ、そうね。夏祭りなんて楽しそうなこと、一度誘ってもらったからにはトモに『やっぱり来ちゃダメ』って言われても行くしかないわ」

　先ほどの言葉がただの冗じよう談だんであることを明かした。

「う、うんうんうんうんっ！　行こう、みんなで行こうっ！　みんなで……来てくれると嬉うれしいな」

「もっちろん！　そーだ、新しい浴衣ゆかた作ってもらわないと！」

「あ。真帆、私もお願ねがいできるかしら。この前着たら去年のやつ少し小さかったし。トモは浴衣……あるわよね、絶対」

「うんっ。和服だけはいろいろあるから。ひなたと愛あい莉りは？」

「ひなも、お気に入りのがあるからだいじょうぶ」

「わっ、わたしもお願ねがいして良いかな、真ま帆ほちゃん」

「りょーかいっ！　んじゃ、サキとアイリーンのぶんも一いつ緒しよに頼んどく～」

　再び全員で盛り上がりながら、待ち遠しさを露あらわに正門を抜け歩道を歩む。夏休み期間中はスクールバスがほとんど運行されていないので、子どもたちが目指す先は普通のバス停だ。

「それじゃ、またね」

『はいっ！　ご指し導どうありがとうございました！』

　俺おれの方は自転車で来ていたので、今日きようのところはここでお別れ。和わ気き藹あい々あいとした雰囲気にちょっとだけ後ろ髪を引かれるような気分を味わいつつ、単身駐ちゆう輪りん場じように向かう。

「……あはは、ほんっと元気いっぱいだ」

　鍵かぎを外し公道まで戻ってくると、バス停の方から真帆のものと思おぼしき叫び声が淡く伝わってきた。

　きっと週末は、さらに賑にぎ々にぎしくなるのだろうな。俺としてもみんなをしっかりエスコートできるよう、気合いを入れておかないと。

　大切な友達に心から楽しんでもらいたい。そんな智とも花かの慎ましい、でもとても強い願いを叶かなえてあげるためにも。
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　あれほど嬉うれしそうに皆と約束を取り付けた翌々日。智とも花かは朝練を休んだ。

　といってもそれ自体は別に初めてではなく、前にも用事で来られなかった日は何度かあったし、途中で事故にでも遭あったのではないかと電話してみたところ、ちゃんと通じたので深刻なトラブルに巻き込まれたというわけでは無いはずだ。

　けど、受話口から聞こえた「ごめんなさい、少し体たい調ちようが悪くて……」という細く沈んだ声こわ色いろが妙に引っかかって、俺おれは昼を過ぎてもずっとそわそわした気分が抜けなかった。

　智花の町内で開催されるというお祭りまで、あと二日。もし夏なつ風か邪ぜでも引いてしまったのなら、下へ手たをすると回復が間に合わないかもしれない。なんとかそんな最悪の事態だけは避さけられると良いのだが……。

「他ほかの子たちは、もう知ってるのかな。……知ってる、よな」

　慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かん脇わきを歩きながら、四角く切り取られた夏空を見やる。巨大な積せき乱らん雲うんがちょうど俺の真上を流れており、なんとなく不ふ吉きつな感じがしてすぐ正面に向き直った。

　本日は、今週二度目のバスケ部活動日。けど、恐らく智花は休みだろう。コーチとしては集中していつも通りの練習を行うよう注意しなければならぬところだが……それは、少し酷か。

　何より自分自身、手本になれるほど割り切った対応なんてこれっぽっちも出来る気がしない。改めて指導者としての未み熟じゆくさというか、人間としての青さを思い知らされる。

「さて、どうしたものか」

　方針も定まらぬうちに、とうとう体育館の裏口前まで到着してしまう。ノブまで伸ばした手が逡しゆん巡じゆんで一いつ瞬しゆん止まるが、悩んだところで答えなんか出せないだろう。まずはみんなと顔を合わせてから、だな。

　意を決して、力の限り鉄てつ扉ぴを引き開ける。

「…………え？」

　そこに広がっていたのは、予想と大きく異なる光景だった。

　コートの隅で輪わになって言葉を交わしている慧心女バス部員五人全員の姿を捉とらえるや、意志とは無関係に瞼まぶたが限界まで開く。

「智花っ、大丈夫なのか!?」

　紐ひもを解ほどくのもまだるっこしく思いながら靴を脱ぎ飛ばし、大おお股またで駆け寄る。無理をしているのではないかという憂ゆう慮りよと、起き上がれないほどの重病では無かったことの安あん堵どがおり混じった衝しよう動どうのまま、少し不ぶ躾しつけになるのも厭いとわず顔を覗のぞき込むと、

「ごめんなさい、昴すばるさん……。急に朝の練習、休んでしまって」

　智花は心底申し訳なさそうに首を垂れ、きゅっと両りよう肘ひじを抱き寄せるようにして身をすぼめた。

「いや、そんなのは気にしなくて良いよ。それより、体たい調ちようは戻った？　もし、少しでも辛つらいなら今日きようは大事を取って休んでおきな。具合悪いのが長引いたらもっと大変だからさ」

　声こわ色いろは思った以上にしっかりしていたのでいくらかほっとしつつ、ことさら明るい調子で安静を勧める。バスケを愛して止やまない智とも花かに見学を強しいるのは可哀相かわいそうだが、ここは心を鬼にしなければならない場面だろう。お祭りを抜きにしても、選手の健康管理はコーチにとって至上の責務なのだ。

「い、いえ。違うんです。今け朝さ休ませて頂いたのは、風か邪ぜとかではなくて……」

　中腰のまま返事を待っていると、智花はずっと俯うつむき加減だった顔をおもむろに上げ、途と切ぎれ途切れに言葉を紡ぎ出す。やはり強がってしまうか……と苦笑しかけて、

「と、智花……？　どうしたんだ、それ……？」

　俺おれはようやく、その由ゆ々ゆしき変化に気付く。

「……っ。い、今はだいぶ腫はれも引いたんですけど……今朝は本当にひどい顔で。恥ずかしくて、とてもお見せできなくて、お邪じや魔まできませんでした。……ごめんなさい」

　智花の、両りよう眼め。

　いつもは宝石みたいに透き通った輝かがやきを宿している瞳ひとみの回りが、瞼まぶたも含めて真まっ赤かに染まってしまっていた。

　まるで、一晩中泣きはらしたあとみたいに。







「そっか、お父とうさんが……」

　緊きん急きゆうミーティングの結果分かったことをかいつまんでまとめると、どうやら昨晩、智花は父親から夏祭りの参加を禁じられてしまったらしい。

　ここのところバスケばかりに熱ねつ心しんで、勉強や茶道の稽けい古こが疎おろそかになっているためだとか。

　確たしかに夏休みに入ってから、慧けい心しん学がく園えん女バスとしては非常に充実した日々を過ごすことが出来ていた。それは裏を返すと、多くの時間を部活のために割さいてきた、という意味にもなるわけであるが……。

「でもさー！　もっかんはちゃんと勉強もしてるし、お稽古だって休んでないじゃん！　それなのに遊んじゃダメとかひどくない!?」

　同じく事情を知ったばかりの真ま帆ほが、二つ結びの髪を振り回して憤ふん慨がいする。俺も、智花のあらゆる方面に対する生き真ま面じ目めさはよく知っているつもりなので、印象としてはその言い分に賛さん成せいしたい気持ちだった。円座を組み沈痛に俯いていた他ほかの子たちも、「わたしも、そう思うな……」「ともか、かわいそう」と口々に憐れん憫びんを呟つぶやく。

「でも、トモのお父さんにもお考えがあってのことでしょうし……困ったわね……」

　そんな中、紗さ季きだけはどちらの気持ちにも理解を示して額ひたいを押さえていた。少し、智とも花かに対して冷たいようにも聞こえる言い方だが、実際は逆だ。

「っ」

　なぜなら、お父とうさんが責められるような言葉を聞く度たび、智花の面おも持もちにはより深く哀かなしみの色が刻まれてしまうから。大好きなのだろう、家族のこともまた。悪く言われたら、お祭りに行けないことと同じくらい辛つらいに違いない。

　次第に他ほかの子たちもそんな内心を察したのか、かける言葉を失っていく。

「……宿題、たしかもう全部終わったんだろ？　それを見せて、お茶の稽けい古こもちゃんとやるからってお願ねがいしてもダメかな？」

　一応この場では最年長の人間として、なんとか打開策を見つけてやりたい。ひとまず最もシンプルかつ正攻法なプランを提示してみたが、智花はゆっくりと首を振るばかりだった。

「お茶の稽古を、夏休みの間だけ増やす代わりに行かせて欲しいとお願いしてみたのですが、ダメでした……」

「……そっか」

　なんとも難なん儀ぎだ。正直、智花のお父さんの気持ちが俺にはほとんど理解できない。こんな良い子、日本中探したってそうそう見つかるものでもないだろうに。

　もう少し具体的に反対された理由を訊きいてみたいところだが、どうも智花は追及されることそれ自体が苦しくて仕方がなくて、あまり多くは語りたくない様よう子すだし……。うーん、どうしたものか。

　体たい育いく館かんの天てん井じようを見上げ、知らぬ間に深く皺しわが刻まれていた眉み間けんを揉もみほぐす。誰だれもが苦悩に拘こう束そくされ、六人の間に長い沈ちん黙もくが訪れた。

「……練習、しよう？」

　やがて、静かに立ち上がって健けな気げに微笑ほほえんで見せたのは、智花本人だった。

「でも、智花ちゃん……」

「あはは、しょうがないよ。せっかくだし、お祭りはみんなで楽しんできて」

「そんなのできるわけないじゃん！　もっかんが行かないならあたしらもいかねー！」

「……真ま帆ほ、ありがとう。でも、みんなに楽しんで欲しいの。お願い、ね？」

　眉まゆを八の字にして顔を上げる愛あい莉りにも、声を荒げて仁義を示す真帆にも、智花は申し訳なさそうに笑うばかり。

　きっと、自分の都合で皆を困らせるのが辛くて仕方ないのだろう。だから、気丈になんでもないことのように振ふる舞まってみせようとしている。

　昨日きのうまで、あんなに楽しみにしていたのに。

　涙の跡は、隠せないのに。

「お祭りは、行こう。どうあっても必ず」

　俺おれも立ち上がり、いつもに増して小さく見える肩にそっと触れる。もし今、参加自体を中止すると決めてしまったら、きっとそれが一番智とも花かを傷つけることになるだろう。

「……まだ、あと一日あるし。きっと許してくれるわよ、トモのお父とうさんも」

「紗さ季き……。ありがとう、ごめんね」

　他ほかの子たちも納得した様よう子すは無かったが、智花のために一いつ旦たん言葉を収め、コート内に整せい列れつし始めてくれた。

「よーし、じゃあとりあえず練習だ！」

　声を張り上げ、俺は率先してスイッチを切り替えにかかる。

　まずはバスケに集中して、沈んだ気持ちをひとときでも忘れさせてあげよう。

　そして当日までに、智花のお父さんが許して下されば良し。

　でなければ、直じか談だん判ぱんも視野に入れておかないと。
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　そんな決意は、翌朝早くも暗あん礁しように乗り上げた。

　自宅で智花との練習を終え、食事しながらもう一度状況を尋たずねてみたところ、お父さんの説得はとても一ひと筋すじ縄なわではいきそうにないことを思い知らされる。

　同時に、昨日きのうどうして智花があれほど、みんなの前で言葉少なになってしまっていたのか、という理由も。

「まさか、バスケそのものに良い印象が無いとはな……」

　そりゃ、言えるわけがない。バスケ部の仲間と遊ぶこと自体に、難なん色しよくを示されていたなんてこと。

「その……。プロの選手さんは個性的な服装をなさってますので、それを見て『不良のスポーツ』だと勘違いしてしまって、そうじゃないと説明してもなかなか分かってもらえなくて……それに……」

　あー、なるほど。特に海外のプレーヤーは、タトゥーやらゴールドアクセやら、わびさびとは対極にあるようなファッションだもんなぁ……。もちろん日本の場合、学校のバスケ部など至って真ま面じ目めな集まりでしかないのだが、遺い憾かんながら野球やサッカーと違い殆ほとんど表おもて沙ざ汰たに取り上げられることもないマイナー競きよう技ぎなので、印象もくそもない。

　──それに。

　それに智花は、以前バスケ部でいじめを受けて、転校を強しいられた経いき緯さつがある。言いかけて止やめたのは、たぶんその事だろう。

　良いイメージなんて、それだけで望むべくもないか。

「バスケばっかりに夢中だと不良になってしまうとか。そんな風ふうに思われているのなら……哀かなしいな」

「普段ふだんはお母かあさんが間に入ってくれますし、はっきりと反対されたことは無かったのですけど……。この前の合宿で一週間近く留守にしたのが、ダメだったみたいで……」

　智とも花か不在の間、ふつふつと不安や不満が膨ふくれあがってしまったのだろうな、きっと。そういう心理に関してだけは、何となく理解できるものの。

「でも、要するにバスケ部が不良の集まりじゃないって分かってもらえれば良いんだよね？　じゃあ、俺おれがご挨あい拶さつに行ったらマズいかな、智花の家に。『娘さんを預からせて下さい』って」

「ふぇぇえええっ!?」

　あれ。智花が真まっ赤かになってしまった。また変なこと言っちゃったかな……。

「いやほら。俺、情けないことによくケンカ弱そうって言われるからさ、あはは。高校のバスケ部員っていってもこんなもんだってわかれば、偏見も解けるかなーなんて」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに頭を搔かくと、智花は一いつ瞬しゆんぽかんとこちらを見上げてから、

「ふぁ……！　ご、ごごごごめんなさい！　と、とんだ勘違いを……いえっそんな！　弱そうなんかじゃないですっ！　すす、昴すばるさんは……とても頼りになる、方、です……」

　両手を小刻みに揺らし、何度も言葉を詰まらせつつも俺を立てようとしてくれる。

「はは、ありがとう。そんな風ふうに言ってもらえるとお世辞でも嬉うれしいよ。……まーそれはさておき。どうかな？　夏祭り行かせて下さいってお願ねがいしに、お邪じや魔ましても良い？」

　箸はしを置き、食卓を挟んで向かいに腰掛ける智花の顔をまっすぐ見つめる。絶対に粗そ相そうは起こさない。コーチとして、可能な限りの誠意でバスケ部が健全な集まりであることを証明しに行かせてほしい。

　そんな我わが儘ままに、智花は俯うつむき加減のまま長い間迷い続けてくれた。が、やがて膝ひざに手を置き、心苦しそうに眼を瞑つむる。

「本当に、嬉しいです。そんなに気にかけてもらえて、本当に。……でも、ごめんなさい。私、怖いんです。もし、ますますお父とうさんを怒らせてしまったせいで、今までは許してもらえていた部活や、昴さんのおうちにお邪じや魔ますることまでダメと言われてしまったらって思うと……すごく、怖いんです」

「ん……」

　それは、もしかしたらあり得ることなのかもしれない。智花のお父さんがどんな人なのか知らない以上推量は難むずかしいが、可能性としては状況がますます悪化するような展開も考えられる。なら、このタイミングでいたずらに刺し激げきするような行動は、控えるべきか。

「確かに、俺が下へ手たな挨あい拶さつしたら逆効果になるかもしれないもんな……」

「い、いえっ！　昴さんがそう仰おつしやって下さったことには、とてもとても感かん謝しやしています！　ただ、お父さんは結構頑がん固こなので。言葉だけでは、あまり認めて貰もらえないんです」

　言葉だけでは──行動が伴わないと、ダメか。

　さて、どうしたものか。行くべきか行かざるべきか……。なんとも難むずかしい。

　けど、指をくわえているばかりじゃ少しも事態は改善しない可能性が高いわけで、それならいっそ──

「あのっ、ほ、本当に大丈夫ですからっ！　お祭りなら、我が慢まんできますっ！　みんなで楽しんできてもらえるのが、私は一番嬉うれしいですっ」

　──一いちか八ばちかの決断をする寸前、智とも花かが急に立ち上がり、繕つくろった笑えみで掌てのひらを握る。自分のことなら、気にせずに遊んできて欲しい。そう言いたいのだろう。そう言いたくなる智花の優やさしさなら、俺おれは、俺たちはよく分かっている。

　……いっそ俺と、真ま帆ほたち四人で出かけてしまえば。

　そうすれば智花の想おもいだけは、尊重してやれるかもしれない。

　いや。でもそんなの、やっぱりダメだ。智花がみんなに楽しんでもらおうと誘ってくれたお祭りに本人が参加できないなんて、それじゃなんの意味もない。なにより一人ひとりだけだろうと、大切な仲間が欠ける。その時点でみんな、心からお祭りを楽しめるわけなんてないのだ。

　とはいえそう伝えたところで、今度は再び智花を深い哀かなしみの中に引きずり込むだけなのだよな。

「…………」

　回答不能の難なん題だいに唇を見えない糸で縫ぬい付けられ、俺はそれきり、もう何も言うことが出来なかった。
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　そしてついに、夏祭り当日を迎えてしまう。

『奇跡が起こって、許しを貰もらえた！』

　そんな吉報は、結局届かず仕じ舞まいのまま。顔を合わせづらいためか、智花は今日きようも朝練を休んだ。

「そろそろ、決断しないとなー……」

　自室の窓に額ひたいをあてがい、溜ため息いき混じりに独り言を漏らす。集合予定時刻まで、あと一時間半ほど。智花の家に乗り込むなら、今が最後のチャンスだ。自転車ぶっ飛ばして汗だくでは不ふ審しん者しやそのものだし、少しでも心証を良くするために余裕を持って行動しなくてはなるまい。

　あれから、真帆たちもまた智花の状況にかかわらずお祭りに行くという決断をしてくれた。そうするのが、心の負担を一番軽くしてあげられると結けつ論ろん付づけたらしい。

　しかしそれはたぶん、建前だろう。本心では、最後の最後まで智花の参加を信じ続けているからこそ、迷うのを止やめただけ。そんな気がする。

「……ダメだ」

　行こう、やっぱり。たとえ僅わずかな確かく率りつだとしても、みんなが幸せになれる道があるのなら、追わないでどうする。その程度の欲も張れずに、来年バスケ部を復ふつ興こうさせて全国大会を目指すなんて目標を保ち続けられるわけがない。

　覚悟を決め、まとめておいた荷物を肩に掛ける。服は……このままでいいよな。Ｔシャツにデニムなんていう普段ふだん着ぎにも程がある出いで立たちだが、浴衣ゆかたを持っているわけでもないし。

「……ん」

　でもちょっと待て。お父とうさんにご挨あい拶さつしなきゃいけないんだぞ。いくらなんでもラフすぎるんじゃないか。

「うーむ、焼け石に水かもだけど」

　迷った末、クローゼットを乱らん暴ぼうに開き無地水みず色いろの半はん袖そでシャツを引っ張り出す。それを羽は織おって第一ボタンまできっちり閉め、ついでにジーンズも色落ちしていないブラックに交換。大した変化ではないが、さっきよりだったらだらしなく見えないのでは……と信じたい。

　よし、今度こそ出発だ。鞄かばんを持ち直し、自室を出る。戦せん場じように赴おもむくかのごとき心持ちで、階段を踏みしめるように降りていく。

「……ん？　電話？」

　と、一階まで残り三段というところで、気を削そぐように無む機き質しつな電子音がリビングの奥から聞こえてきた。まもなく足音に続いてコールが止やみ、細く高い話し声が扉とびら越ごしに伝わる。

「──あ、ちょうど良かったわ。すばるくんに電話よ」

　なんとなく廊下で立ち止まってしまっていると、戸が開いてコードレスフォンを抱えた母かあさんがひょっこり顔を出した。妙に機き嫌げんが良さそうに見えるのは気のせいだろうか。

「俺おれに？」

　誰だれからの着信か尋たずねる間もないまま、母さんは傍そばまで歩み寄って電話機を差し出す。あまり時間に余裕はないのだが、仕方ない。話が長引かぬことを祈りながら、受話口を耳に。

「もしもし、電話替わりました」

『お久しぶりです、昴すばるさん』

　──声が聞こえた瞬しゆん間かん、ぴんと背筋が張り詰めるのがわかった。

　この、伸びやかで落ち着いた、でもどこか毎日耳にしているような安心感も折り混ざった響ひびきの主は。

「か、花か織おりさんっ!?」

　花織さん。

　湊みなと、花織さん。

　智とも花かの、お母さんだ。

『すぐ気付いて貰もらえて嬉うれしいです、うふふ。毎日暑いですが、昴さんはお元気ですか？』

「は、はいそれはもう！　あ！　そ、その、相変わらず毎日智花……智花さ……智花のこと、呼び付けてしまって申し訳ありません……！」

『うふふ、謝あやまらないで下さい。智とも花か、本当に毎日楽しそうで、昴すばるさんにはとても感かん謝しやしてます。むしろこちらこそ娘がいつもお邪じや魔まして、ご迷惑をかけてしまってすみません』

「いえいえそんなっ。智花……が来てくれるおかげで、実のある練習が出来て本当に有あり難がたいです！」

　電でん話わ機きを抱えたまま何度もお辞じ儀ぎしてしまいつつ、日ひ頃ごろの感謝を伝える。智花のお父とうさんがバスケに対し良い印象を抱いてらっしゃらないにもかかわらず、今もなお二人ふたりで朝練習が出来ているのは、ひとえに花か織おりさんのおかげに違いない。俺おれにとっては、智花と同じくらいの恩人なのだ。

『少しでもお役に立てているのなら、私も嬉うれしいです。……それで、今日きようのことなのですが。この後バスケ部のみんなで夏祭りに行くのだとか』

「あ、はい……その」

　お礼合戦が一段落したところで、受話器越しに伝わる柔らかな口く調ちようが少し改まる。

　そうだ。花織さんは、どちらなのだろう。智花の謹きん慎しんに賛さん成せいなのか、それとも。

『……もし、できたらで構わないのですが。集合時間の三十分前に、仁に科しな駅えきまで来ていただくことは可能ですか？』

「えっ？」

　仁科駅。智花の家の、最も寄より駅。

「い、行けます！　行きます、絶対に！」

　胸の内に明るい予感が大きく膨ふくらみ、電話機に齧かじり付くようにして答える。

『うふふ、ありがとうございます。では、お待ちしておりますね』

「は、はいっ！　それではまた後のちほど……！」

　最後にもう一度無意味なお辞儀を繰くり返し、途と切ぎれた電話を傍かたわらで待機してくれていた母さんに渡す。

「良かったわね、すばるくん」

「……ん。じゃあ母さん、今晩は出かけてくるから」

「いってらっしゃい。いっぱい楽しんで、みんなの面めん倒どうもちゃんと見てあげてね」

「ああ。一応保ほ護ご者しやなんだし、何があっても眼めを離はなさないように注意しとく。……五人、全員から」
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「……早く着きすぎた」

　三十分前に来て欲しいと言われていたのに、電話を置いてすぐ家を飛び出したせいで思いっきり時間が余ってしまった。仁に科しなに到着するまでそんな凡ミスを犯していたことにさえ気付かなかったのだから、どれだけ舞まい上がっていたのだという話だ。

　駅舎の外。バス停脇わきの案内板に寄りかかって、自じ嘲ちよう気味に溜ため息いきをひとつ。見上げた空は夕焼けに染まりつつあり、こうして西日の影かげに入っていれば暑さもそれほど気にならない。

　そよ風が吹いた。今日きようは晴天に加え適度に気流も感じられる、絶好のお祭り日和びより。そのおかげなのかはわからないが、既に駅前は人でごった返し、目の前をひっきりなしに浴衣ゆかた姿の若者や家族連れが通り過ぎていく。

　さて。ここでじっとしているのも手持ち無ぶ沙さ汰ただし、向かいに見えるハンバーガーショップに入って時間を潰つぶそうか。でも、間違いなく混んでいるだろうから少し気が引ける。

　それに、出来るだけ早く会いたいし。うっかり待たせてしまうくらいだったら、自分が待つ方がずっと良い。

「……智とも花か、来てくれるんだよな？」

　と、急に深しん憂ゆうがこみ上げてきた。思い直してみれば、花か織おりさんは『智花を連れてくる』とはっきり約束して下さったわけではないのだ。もしかしたら、単に外出できないことを改めて伝えられるだけなのかもしれない。いや、あの方に限ってそんなご無む体たいなことはなさらないと思うが、でも。

「……っ」

　往来に眼を走らせる。まだ到着するわけがないと頭ではわかっていても、そうせずにはいられなかった。絹糸のような短い髪を、チャーミングな泣きぼくろを、透き通る大きな瞳ひとみを、早くこの眼めで捉とらえて安心したい。そんな思いでせわしなく首を振り、智花の姿を探してしまう。

「──あ！」

　すると、なんと、見つけた。

　遠くにちらりと見えただけだ。人波の合間から、片結びにされた髪が。でも、間違いない。見間違えるはずなんかない。

「智花っ！」

「え……っ!?　……す、昴すばるさんっ！」

　僅わずかなスペースをジグザグに縫ぬって走り、はたして濃のう紺こんの浴衣を纏まとった少女と対面する。

　そして、俺たちはほぼ同時に表情を驚おどろきから喜びに変え互いに身を寄せて──
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「っと!?」

「ふぁっ!?」

　──慌てて直近で急ブレーキ。い、いかん、感かん激げきのあまり智花に抱きつくところだった……。そりゃセクハラだろう明らかに！

「ご、ごめんなさいっ！　わ、私ったら何てはしたない真ま似ねをっ……はぅ」

「いやいやいや！　俺の方としては別に構わなかった……ってそうじゃなくて！」

　ただ、この時に関しては智とも花かもこちらに飛びついてくる寸前ではあったのだが。

　や、なんかそういうシーンにうっかり誤認してしまうような雰囲気だったんだよな……。たぶん、この金きん色いろに染まったローカル駅の情景が妙に趣おもむき深ぶかかったせいだきっとそうだ。

「あと少しでしたのに……」

　気恥ずかしさ全開でくるりと背を向け合う俺おれと智花。その横に花か織おりさんが近付いてきて、深い溜ため息いきと共に片かた頰ほおを押さえた。なんでそう露ろ骨こつに残念そうなのですか……。

　まあ、それはともかく。

「あの……本当にありがとうございます。智花の外出、許して下さって」

　まっすぐ花織さんの方を見て、深くお辞じ儀ぎする。たった一人ひとり欠けることが慧けい心しん女バスにとってどれほどの痛手か、この数日間で嫌いやという程思い知らされた。全員でお祭りに参加できる。傍はた目めには些さ細さいなことかもしれないが、俺としてはいくら感かん謝しやしてもしきれない。

「やっぱり可哀かわい相そうでしょう、智花だけ留守番なんて。どうかお気になさらず、沢たく山さん楽しんできて下さいね」

　首をかしげ、花織さんが肩に掛かった長い髪を揺らす。白のロングスカートと薄うす桃もも色いろのサマーカーディガンという清せい楚そな服装がよく似合っていて、とても小学生の娘さんがいらっしゃるなんて思えない。予備知ち識しきが無ければ、確かく実じつに智花のお姉ねえさんと勘違いしていたことだろう。

「じゃあ、いってきますっ！　お母かあさん、ありがとうねっ！」

「ええ、いってらっしゃい。お父とうさんの方は私がなんとかするから、しっかり楽しんできて」

「それでは失礼します！　本当に本当にありがとうございました……！」

　最後にもう一度お礼を伝え、俺おれたちは花か織おりさんと別れてみんなとの集合場所へ歩き出す。智とも花かは駅を離はなれるまで何度も振り返っては手を振り、全身で喜びを露あらわにし続けていた。

「智花。その……来るの早かったな。いや俺も全然人のこと言えないけど、あはは」

「え、えへへ……。舞ぶ踊ようのお稽けい古この後、お母かあさんと時間を潰つぶしてから駅に向かう約束だったんですけど。……なんだかじっとしてられなくて、わがままを言ってしまいました。こ、こんなにすぐお会いできると思ってなかったので、びっくりです。……びっくりで、嬉うれしいです」

「ん。俺も同じだよ。会えて、嬉しい」

「……っ」

　雑ざつ談だん混じりに商店街沿いの道に入ると、カラフルな浴衣ゆかたに身を包んだ通行人の数がさらに増す。どうやらかなり賑にぎやかな祭りのようだ。智花の助言に従い、待ち合わせ場所を駅にしなくて良かったな。既にこれほどの人出となると、落ち合うだけで一苦労だったに違いない。

「そうだ。……あの、さ。もし、迷惑でなければ」

「ふぇっ!?」

　おもむろに智花の前に右手を差し出すと、片結びの髪が揺れ、勢いよく視し線せんが跳ね上がる。

「あ、いやほら！　道、混んでるから！　は、はぐれないように……と」

　照れくささでどきりと高鳴る心しん臓ぞうの鼓動を悟られぬよう、何気なさを装って伏し目がちに意図を告げる。いくらなんでも、小学六年生に対して心配しすぎのような気がしないでもなかったが、なんとなく、そうしたかった。

　智花に、触れていたかったのだ。

「あ、あ、ありがとうございますっ！　ししし、失礼、しますっ……」

　突き返されても仕方がないと思っていたが、智花はしばし迷った末、そっと俺の手を握り、

「…………えへへ」

　はにかんで控えめに微笑ほほえんでくれた。

　こうして智花と手を繫つなぐのは、初めてではない。日常の中で、過去にも何度かあったことだ。

　だからこそそんな日常が、今はたまらなく愛いとおしかった。

「…………むぅ」

　と、それは良いのだが、なんだか妙に意い識しきしてしまって上う手まく会話ができない。弱ったな、こんなガチガチに緊きん張ちようしてたら絶対変なヤツと思われてしまう。何か話題を探さないと……。

「そ、そうだ！　智花、その浴衣すごい似合ってるぞ！　いつも可愛かわいいけど和服だと尚なお更さら可愛いよ！」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　思いつくままに伝えるや智花は激はげしく赤面し、俺の顔もまた沸ふつ騰とう寸前まで熱あつくなる。うわぁ盛大に自じ爆ばくした……。話題に困ったからって気恥ずかしさを上塗りしてどうする！

　いやしかし、智とも花かの浴衣ゆかたがとてもよく似合っているのは紛まぎれもない事実で、男として……じゃなくてコーチとして……それも違うな、保ほ護ご者しやとして伝えずにはいられなかったのだ。濃こい藍あい染ぞめに臙えん脂じの帯。落ち着いた色味の中に、煌きらびやかな金魚が何匹も踊るその柄がらは、智花の清純なイメージと内に秘めた活発さを如によ実じつに表しているような気がした。花か織おりさんが選んだのだろうか。だとしたら、さすがは母親、さすがは日にち舞ぶの先生だな、と思う。

「う、ううっ。か、かわ……いいなんて、そんなっ……ウソ、です……ふぁう……」

「いやいや！　そ、その……急にデリカシーの無い言い方しちゃったのはごめんだけど……本当によく似合ってるよ、それ。……時じ代だい劇げきのお姫様みたいだ」

　その喩たとえが適切だったのか、自分でもよく分からない。けど、語ご彙いの貧弱さに呆あきれたのか、智花は紅べにさす頰ほおのまま顔をほころばせ、

「……こんなお姫様じゃあ、誰だれも番組を視みてくれませんよぅ」

　俺の右手をきゅっと握ってみせてくれた。

　ああ、すごくいつも通りだ。人混みの中、いつも通りの、智花と過ごす楽しい時間がゆっくりと過ぎていく。

　それが本当に、嬉うれしかった。







「もっかぁぁぁあんっ！」

「トモ！　ふふ、本当に良かったわ」

「智花ちゃんっ！　智花ちゃん智花ちゃん智花ちゃんっ！」

「わーい。ともかと一いつ緒しよに、お祭りいける」

　待ち合わせ場所に決めた小さな公園でしばし待っていると、四人が同時に姿を現し、一斉にこちらへ駆け寄ってきた。

「みんなっ！　……えへへ、来てくれてありがとうっ！」

　抱きつかれ、もみくちゃにされながら、智花は喜びを分かち合う。真ま帆ほたちにそれほど驚おどろいた様よう子すがないのは、もうメールか何かで参加を知らされていたためだろう。

「ほんと、よかったな……。いっぱい楽しめそうで俺おれもすごい嬉しいよ。うし、早速だけど会場に移動しようか」

　辺りは既に、夕暮れから薄うす紫むらさき色いろの宵よいに染まり始めている。夜店を巡るには頃ころ合あいだろう。

「もっちろん！　……けどっ！　その前にすばるん、あたしたちになんか言わなきゃいけないことあるんじゃないの～？」

　五人の輪わに一歩近づき声をかけると、真帆が即答で賛さん成せいしてくれた……が、間を置かず不服そうに頰ほおを膨ふくらませ、腰に手を当てる。

「え？　…………あ！　ごめんごめん！　えーと、みんなよく似合ってるぞ、その浴衣ゆかた」

「むふふ、でっしょ～。ちょっと遅れたけどまーギリギリセーフかなっ！」

　危ない危ない。なんとか意を汲くむことに成功したようだ。にんまりだったり照れ混じりだったり、各おの々おのが異なるベクトルで喜き色しよくを覗のぞかせてくれる中、俺おれはほっと胸をなで下ろす。

　ともあれ、実際五人の出いで立たちは甲乙付けがたき見み目め麗うるわしさだ。

　真ま帆ほの浴衣は黄き色いろ地じにモダンな幾き何か学がく模様が描かれている、和の中に洋のモチーフを取り込んだユニークな柄がら。丈も前ぜん衛えい的てきに膝ひざ上うえでカットされたミニサイズで、ファッションに疎うとい俺でも、真帆のお父とうさんの凄すごさが分かるような気がする逸品である。

　紗さ季きは黒い生き地じに水みず色いろの帯。そんな落ち着いた雰囲気をベースとし、全体にポップなウサギのアートを施ほどこすことで、同時に華やかさも過不足無く演出されている。こちらもまた紗季のきりりとした顔立ちにとても良く似合っていた。

　全身が薄うす桃もも色いろで包まれているのは愛あい莉り。ぱっと見は最もシンプルなのだが、実は同色で桜の花はな吹雪ふぶきが細かく描かれた非常に精せい緻ちなデザインとなっている。なるほど、夏に咲く桜、というのも一夜限りのお祭りの場では風流なものだ。

　そしてひなたちゃんはといえば……うわー、ちょーかわいい。小さい頃ころから大事に着ていたと思おぼしき、白地にアニメっぽいマスコットキャラがプリントされた浴衣は真帆と同様ミニ仕様だが、こちらはおそらく成長につれ自然と丈が足りなくなったものだろう。でも逆に、それがひなたちゃんの無む邪じや気きな笑顔えがおに誂あつらえたかのようにマッチしているから不ふ思し議ぎだ。

「わーい。おにーちゃんにほめられた」

　頷うなずきながら順じゆん繰ぐりに眼を向けていた俺に、ひなたちゃんが抱きついてきた。ほんのりと髪の毛からシャンプーの香りが漂ってきて、夏の温度も忘れてしまうほどの清涼感に包まれる。

「え、えへへ……。おせじでも、嬉うれしいですっ」

　愛莉も俯うつむき加減で、自分のうなじを指先でなぞりながら微笑ほほえんでくれる。そういえば、今日きようはかんざしで後ろ髪をまとめた、いつもとは少し違う髪型だ。……いいな。こういうのもすごく、大和やまと撫子なでしこを地で行く愛莉に似合ってる。

「ふふ、ありがとうございます。でも、私たちは構わないですけど、トモのことはすぐ褒ほめてあげないとダメですよ」

　冗じよう談だんめかして人差し指を立てる紗季に「あはは、気をつけます……」と頭を下げ、今度こそ俺たちは一団で移動を開始。うーん、満足げに背筋を伸ばし隣となりを歩く紗季の姿には、ついつい見み惚とれてしまうな。いやもちろんいやらしい意味ではなく、その悠然とした立たち居い振ふる舞まいが生きた芸術作品のように眼を引くのだった。

　それはそうと、実際のところ智とも花かの浴衣だけは、図らずも催促される前に感想を伝えることが出来ていたのだが……。

「…………」

　もしそんなことを白状しようものなら、真ま帆ほ辺あたりに「ひーきだ！」とかすごく怒られそうだ。だから智とも花かの隣となりに並んでこっそり目くばせを送り、秘密の共有をお願ねがいしておく。

「…………え、えへ」

　意を汲くんでくれたのか、僅わずかに口こう角かくを上げ、こくりと頷うなずく智花。

　安あん堵どして視し線せんを前に戻せば、大通りの先にライトアップされた鳥とり居いの頭が見えた。

　さらに神社へ近付くにつれ雑踏の奥から祭り囃ばや子しがかすかに響ひびき、砂さ糖とう菓子とソースの焦げる匂においが相乗効果で食欲を刺し激げきしてくる。

「すばるーん！　早く早くっ！」

「あー真帆、はぐれちゃうから一人ひとりであんま先行かないでくれ～！」

　心配事もすっかり解消し、今にもロケットのように飛び出していきそうな子どもたちに注意を払いながら、俺もまた胸の内で期待を高めていく。

　智花が、勇気を出して仲間を招待した夏祭り。微力ながら、今日きようがみんなにとって最高の日となるよう精一杯お手伝てつだいさせて頂こう。もちろん、自分も最大限楽しみつつ。




　　　　【２】




「わぁ、結構立派なのね。知らなかったわ……」

「うんっ。昔は町内だけのささやかなお祭りだったんだけど、おととしに花火大会が始まって、それから急に人もお店も増えたの」

　紗さ季きの感かん嘆たんに、智花が少し緊きん張ちよう気味に答える。持ち前の生き真ま面じ目めさからか、ガイド役として力が入っている様よう子すでなんだか微笑ほほえましい。

　鳥とり居いをくぐり、小高い丘の中腹に続く石段を登りきると、サッカー場ほどもありそうな境けい内だいは多くの夜店で賑にぎわっていた。射的、金魚すくい、綿あめに焼きそばにたこ焼き……。どれも定番で奇をてらったものは今のところ見当たらないが、王道だからこそダイレクトに童心を刺し激げきしてくる屋号ばかり。なにしろ俺おれだってまだ十五歳。弥いやが上うえにもテンションはうなぎ登りだ。

「なるほど、それでこの人出か。正直ちょっと侮あなどってたかも」

　自分もまた、わりかし近所でこんなに盛況な夏祭りが行われているなんてついぞ知らなかった。有名になるのがもう一、二年早かったら、中学時代に遊びに来てたかもしれないが。

　仮にそうだったら、今よりもさらに幼い智花と見ず知らずの他人同士としてすれ違ったりしていたのだろうか。……つくづく、巡り合わせって面おも白しろいよな。

　と、詮せん無なき想像はこれくらいにして。

「……みんな、はぐれないように固まって歩こう」

　左右を露ろ店てんに囲まれた狭い通路はかなりの混み具合で、注意していないとすぐバラバラになってしまいそうだ。早くも瞳ひとみをお星様にしている真ま帆ほの肩に手を乗せ最さい優ゆう先せんで確かく保ほしつつ、他ほかの子たちにも呼びかける。

「えーしょうがないなー。くふふっ、ほんじゃみんなですばるんにくっついていこーっ！」

　すると真ま帆ほがいつもの悪ふざけで皆を強引に俺おれの手足へ抱きつかせ、最後に自分もはっしと左腕にしがみついてきた。

「ちょ、ちょっと真帆っ。長は谷せ川がわさんにご迷惑よ、こんなの……！」

「そ、そうだよお……。ご、ごめんなさい長谷川さん……」

　すぐさま抗こう議ぎの声をあげてくれる紗さ季きと愛あい莉りだったが、お祭り気分のせいか不ふ思し議ぎと二人ふたりとも手を離はなそうとはせず、顔つきも穏おだやかなままだ。熱ねつ気きで若じやつ干かん頰ほおが朱あかくなっている様よう子すではあったが。

「あはは。いや、俺は別に構わないけど。みんな、動きにくくない？」

「動きにくくてもたのしーからおっけー！　なーもっかん？」

「ふぇっ!?　わわ、私は……そ、そのっ。ご、ご迷惑でなければ……っ!?　いいいいえっ、これなら絶対はぐれないからいいと思いますっ！」

　右側から俺の腰に手を回したまま、早口で智とも花かも賛さん同どうする。ううむ、少し気恥ずかしいけど、嫌いやじゃないならこのままで良いか。確たしかにはぐれる可能性は一番少なそうだし。

　ただ、汗の臭においが伝わらないか非常に心配ではあるが……。実際俺の鼻び腔くうの方には既に石せつ鹼けんやシャンプーの成分その他がおり混じった甘ーい空気が絶えず押し寄せており、わりと気が気じゃない。

　もちろん、種しゆ類るいで言えば非常に良い香りの部類なんだけど。

「──っ。よ、よし！　ならこのままで行こう！」

　いかん、なに考えてんだ。無む垢くな子どもたちに対し非常に失礼な感想を抱いてしまったことを密ひそかに詫わび、心の換かん気きをするようにさっさと動き出す。

「ぶー。ひな、ここだとおにーちゃんにあんまりぴったりできない。つまんない」

　が、ほんの数歩進んだところで、背後から俺に抱きついていたひなたちゃんから抗こう議ぎの声があがる。ああ、確たしかに真後ろだと足の動きが邪じや魔まであまり密着できないもんな。なんだか一人ひとりだけ仲間はずれみたいな感じにもなっちゃうし、これはちょっと看かん過か出来ぬ問題だ。

「ひなちゃんっ。わ、わたしの隣となり、来る？」

　いち早く気き遣づかって、俺に触れていた指先を肘ひじから二の腕辺あたりまで上昇させる愛莉。さらに智花も少しスペースを空あけ、ひなたちゃんが入りやすいよう工夫してくれる。本人としてはこういう時どんな対応をとれば良いか全く分からず情けない限りだが、とにかくひなたちゃんに寂しい思いをさせるわけにはいかないのでひとまず成り行きに任せる。

「わーい。あいり、ともか、ありがとう。でも、ひなはこーするからだいじょうぶ」

　と、ひなたちゃんは嬉うれしそうにお辞じ儀ぎしてから、ぴょんと俺の背中に飛びついた。そのまま器用に首筋へ足を絡ませ、肩車の体勢に。……なるほど、これなら孤独感を味わわせたりはしないで済みそうだ。

「ん、気をつけてねひなたちゃん。落っこちないでな」

「おー。ぎゅってしてる」

　返事と共に、ひなたちゃんは俺おれの頭を両手で抱く。首の両側面とうなじに柔らかな内ももの感触を感じ、少し緊きん張ちよう──っていや、もちろんそれはひなたちゃんを落っことさないよう気をつけようという決意であり、決してやましい煩ぼん悩のうに由来しているわけではない。

「う、うん。準備良さそうなら出発……ん？　あれ、どうかした？」

　咳せき払ばらいと共に今度こそ歩き出そうとするも、なぜか紗さ季きと愛あい莉りがひなたちゃんを心配そうに見上げたまま動こうとしない。何か気がかりなことでもあるのだろうか。夜店の看板に頭をぶつけないか……とかなら、俺も細心の注意を払うつもりでいるが。

「ね、ねえひな。後ろ、気をつけてね。……その、見えないように」

「おー？」

　そんな推測は、全くの的まと外はずれだった模様。どこか言いい辛づらそうに、曖あい昧まいな表現で紗季が告げるのを聞いて、俺もようやく懸け念ねんの正体に気付く。

　あう、そっか。ひなたちゃんの浴衣ゆかた、丈が短いから。後ろからだと見えちゃいかねないんだ。……いわゆる下着的な領域が。そりゃ、俺としても無関心ではいられない。いやその言い回しは語ご弊へいがあるな。そうじゃなくて、レディの貞てい淑しゆくを守るために当然配はい慮りよしてやらなくては。

　となると、肩車作戦は諦あきらめるべきか。そう思って伺うかがいを立てようとした矢先、ひなたちゃんも指摘の内容に気付いた様よう子すで楽しそうな声を響ひびかせた。

「ぱんつ？　ぱんつなら、だいじょうぶだよ？」

「だ、大丈夫じゃ無いよう。今は、まだ見えないけど……もうほとんど……」

「おー？　見えないよ。だって、ゆかただもん」

　──刹せつ那な。雑踏の中にありながら、俺の周囲から音という音が消失したような気がした。

「ゆ、浴衣だから大丈夫って……も、もしかしてひなっ」

「浴衣は、和服だから。和服は…………だから、大丈夫ってこと……？」

「ほえ？　どーしたの？　みんな早く行こ～よ～」

　真ま帆ほ以外の三人が恐れおののいた様子でひなたちゃんに視し線せんを集中させる中、俺もまた全身の、特に首の後ろの筋肉が石のように硬直する。

　まさか。まさかとは思うが、今日きようのひなたちゃんって……!?

　そ、そう言われてみれば確たしかに、首裏に密着する感触から、奇妙な違和感が。

　なんというか、その……どこまでも肌の柔らかさだけしか当たってこないような──。

「ほらほらすばる～ん！　じっとしてたらあたしたちジャマだってば～！」

「おにーちゃん、いこう。ひな、スーパーボール欲しいかも。あとね、やきそば屋さんもいきたい」

「焼きそば良いな！　よーし、じゃあまずは焼きそばっ。……あ、焼きそばっていえば、あたしこの前すごいことに気付いちゃったんだ！」

「おー？　すごいこと？」

「うんうんっ。あのさ、なんかインスタントのカップ焼きそばってあるじゃん。あれって実は焼いてないよねっ？」

「──はいてない!?」

　思わず俺おれが叫んでしまうのと同時、びくりと背筋を伸ばし硬直する智とも花かたち三人。

「ほえ？　違うってば。『はいてない』じゃなくて『焼いてない』って言ったの」

「あ……。そ、そそそそか、ご、ごめんごめん！　と、ところで！　ひなたちゃん、やっぱ危ないから肩車はナシにしよ！　頭ぶつけちゃうかもしれないしさ！」

「ぶー。ざんねん。でも、わかった。ひな、がまんする」

　慌てて懇こん願がんするとひなたちゃんは一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを膨ふくらませてしまったが、すぐに聞き分けて肩から降りてくれる。

　地に足が着く音を聞くや、即座に三人とアイコンタクト。しかし智花も紗さ季きも愛あい莉りも冷や汗を浮かべたまま首を横に振るばかりだった。……真相は、わからず仕じ舞まいか。

　く、どうする……いやどうしようもないに決まっている。今、俺に出来るのは保ほ護ご者しやとしての責務をまっとうすることだけだ。

　お、おし！　とりあえずはお祭りを楽しもう！







「うおーあんず飴あめ！　これは食べるしかないっ！」

「だから見たそばから飛びつかないで一通り回った後にしなさいってば！」

「あはは……。でもあんず飴は、わたしも食べたいな」

　お面や金魚の群れ、芳こうばしい食べ物が並ぶ店の合間を目移りしながら歩いているうち、名めい状じようしがたき緊きん張ちよう感かんはひとまず薄うすれ、紗季と愛莉の顔にも笑顔えがおが戻る。

「……ふふっ」

　そして智花もまた、そんな様よう子すを見て眼を細めている。招待したお祭りで、みんな楽しそうにしてくれているのが嬉うれしくて仕方ないのだろう。

　はは。気持ちは分かるものの、せっかくなんだから俺としては智花本人にも目一杯満まん喫きつして欲しいところなんだけど。もちろん今だって楽しくはあるのだろうが、気き遣づかいだけでなくもっと自分自身の喜びを追求してくれても良いのに。

「……お」

　そんな内心に呼応するようなタイミングで、智花を夢中にさせてやるのに打って付けの屋台が数軒先に見えた。

「ねえみんな、まずはあれやってみたら？」

「どれどれっ？　……おおおーっ！」

　指さした先を眼めで追うや、真ま帆ほが喜びを弾はじけさせるようにして手を挙げ、叫ぶ。遅れて紗さ季きも愛あい莉りもひなたちゃんも……智とも花かも。一斉に瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせながら、互いに顔を見合わせて何度も頷うなずき始めた。

　歩みの遅い人ごみの中で堪こらえること十数秒。ようやく至近まで迫った目当ての店内には、輪わ投なげ屋やのように境界を示すラインが地面に引かれており、その数メートル奥に俺おれたちにとって実に見み慣なれたフープ状のターゲットが四つ。

　そう。ここはなんとも珍しい『フリースロー屋』なのだった。

「さあさあ一回二百円で五本勝負！　一本でもシュートが入れば賞しよう品ひんあげるよ～」

「はいはいはいっ！　あたしたち六人、一回ずつ！」

　人の良さそうな店員さんの説明も終わりきらぬうち、真帆が両手を振り参加を表明。ちょうど前のお客さんが立ち去ったばかりだったので、運良く全員が連続で遊ばせて貰もらえそうだ。

　ところで成り行きのまま、俺もやることになってしまってるけど……ま、良いか。子どもたちからお金を回収し終えたのち、こっちにも会釈する店員のおじさんに、愛想笑いと共に小銭を手渡す。

「さーて、じゃあ早速やりますか」

「おー？　ゴール、よっつしかないよ？　だれか、おやすみ？」

「ええと、やっぱり上う手まい人が後の方が良いよねっ……」

「だなー。じゃ、すばるんともっかんがボスね！　おしいなー、三人が後ならあたしもボスになれたのに！」

「その言い分には断固抗こう議ぎしたいけれど……うん、順番はそれで良いんじゃない？」

　会計を済ませているうちに、トライ順も滞とどこおりなく決まっていた。ちなみに軽く補足しておけば、このフリースローゲームは一本シュートが入るとガムがもらえ、そこから成功数を増やすごとに賞しよう品ひんが豪華になっていく、というルールらしい。もしパーフェクトだと、全すべての食べ物屋台で使える、商品フリー引換券を十枚進呈とのこと。『フリー』スローにちなんでなのかはわからないが、どうあれ意外なほど魅み力りよく的てきな賞品だ。

　ただ申し訳ない限りだが、正直これはあまり期待に応こたえる自信が持てないなあ……。

「だああああ！　二本しか入んなかった～！」

「ぶー。ひなも、二回。むねん」

「うう、わたしなんか一つだけだよう」

「ほーら見なさい。私の方が真ま帆ほより上じゃない。……といっても、三本だけど」

　慧けい心しん女バス自じ慢まんのシューターたちの結果も、やはり凡ぼん庸ような成せい績せきに終わってしまったようだ。

　まーそれも無理からぬこと。なんせこのゲーム、体裁はバスケのフリースローに則のつとってはいるが、細部においていろいろ条件が異なるのだ。

　まずなにより、球の問題。使用するのがソフトボール大の軽いゴム製なので、普段ふだんとは勝手が違いすぎる。そのうえゴールのリングも明らかに直径が小さく、高さだって低い。

　これでは日々の鍛たん錬れんなど完全に無意味……とまでは言わないが、バスケ部員だから簡かん単たんに決められるなんてわけにはいかなそうだ。

「なんだよー、なんか全然バスケじゃないじゃん！　いーもんねもう！」

　ゲームを終えるや、やさぐれモードの真ま帆ほが単独で屋台を離はなれていこうとする（ちゃっかり賞品のスナック菓子を受け取っている辺あたりが可愛かわいい）。

「あっ、ちょっとどこ行くのよ。まだ長は谷せ川がわさんとトモの番が──」

　が、案あんの定じよう紗さ季きが引き留めてくれた。毎度ながらお世話になります。紗季に対する感かん謝しやと尊敬の念は、夏休みに入ってから輪わをかけて上昇中である。

「おいおいサキ、気がきかないなー。あとはお若い人たちにお任せってことで！　あたしちょっと近く見てくるっ」

「お若いって、あんた十二歳……。ふふ、でもそうね。少しくらいは、トモにデート気分をプレゼントしてあげるべきかしら」

「ふぇえっ!?　な、何言ってるの紗季っ!?」

「私たちちょっとだけ出かけてくるから、人目を気にせず存分にいちゃいちゃすると良いわ。行くわよ、愛あい莉り、ひな」

「おー？　おでかけするの？」

「え、えへへ。いってきます智とも花かちゃん、長谷川さんっ」

　あとは紗季に任せておけば大丈夫だろうと思いきや、また智花を困らせるようなことを言い残し、他ほかの子たちもこぞって真帆の後を追いかけてしまった。半ば取り残される形となった俺おれと智花は、困り笑いで顔を見合わせるばかり。

「ど、どうしましょう昴すばるさん……」

「あはは……。なんかいつもごめんな。ん、とりあえずやろう。お金払っちゃったし」

　まさかこのまま置いてけぼりということは無いだろうし、せっかくだから遊んでいこう。

　ある意味では良かったな、ギャラリーが減って。それじゃ気楽なうちに終わらせてしまいますか。

「……？　あれ、どうかした？」

　兵は神じん速そくを貴たつとぶ、とか微妙にずれた格言を頭の中で呟つぶやきながら、境きよう界かい線せんのすぐ前まで歩み寄ろうとしたのだが、なぜか隣となりで智花が俯うつむき加減のまま一いつ向こうに動こうとしない。真帆たちのことが気がかりなのだろうか。

「大丈夫、みんなちゃんと戻ってくるって。真帆だって一人ひとりでお祭り廻まわる気なんてないだろうしさ」

「あ、いえっ……！　そのことでは、なくて……」

　ん、違うのか。ではどうしてこんなに不安げなのだろう。

「私……このフリースローは、あまり上う手まくできないかもです」

　首を捻ひねっていると、智とも花かが切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すで髪を跳ね上げた。ありゃ、まさかそんな心配をしていたとは。

「あはは、俺おれだって同じだよ。勝手が全然違うのはみんなもう分かってるんだし、気負う必要なんて全然無いさ」

　本当に実直で、責任感の強い子だよな。そんなところがまた、とっても微笑ほほえましいのだけど。

「でも私、怖いんです。昴すばるさんの前で、たくさんシュートを外しちゃうのが……」

「えっ？」

　にんまりしながら頭を撫なでてやろうとした寸前、智花のやけに真剣な面おも持もちに気付いて、はたと手を止める。

「そりゃまた、どうして？」

「……がっかり、されてしまうのではないかと」

　唇を嚙かみ、僅わずかに項うな垂だれる智花。

　もしかして、いつもそうなのだろうか。練習──いや、こんな遊びの時ですら俺の期待に全力で応こたえるべく、常に極限の集中状態でバスケに挑んでくれているのか。

　だとしたら。これこそが湊みなと智花のエースたる所以ゆえんなのかもしれない。

「……そか」

　ならばもう、笑わない。智花のバスケに対する覚悟に自身も強く向上心を刺し激げきされつつ、今、俺おれがコーチとして、大切なパートナーにしてやれることを全力で模索する。挑むのが夜店の屋台だとか、ルールが変則だとか、そんなのは関係ない。

「うし、じゃあ……ご褒ほう美びを出そう」

「……ご、ご褒美ですか？」

　黙もつ考こうの末、中ちゆう空くうに漂わせたままだった手をようやく小さな頭の上に置いて、ことさら明るい声を出す。うん、ここぞという場面の勝負強さが大きな武器である智花なのだから、プレッシャーを和やわらげようとする必要なんて無い。

　ただその緊きん迫ぱく感かくを、いくらかポジティブなものに塗り替えてさえやれれば。

「うん。そうだな…………もし智花が四本以上決められたら、俺が何か一つお願ねがい事ごとをきいてあげるっていうのは？　智花のために、なんでもする」

「ええっ!?　そ、そんなの申し訳ないですっ！」

「お、さすがだな～。決めちゃう自信まんまんだ」

「あああっ!?　ち、違います違いますっ！　………………そ、その。よろしいのでしょうか？　も、もちろん成功する自信なんてぜんぜん、本当にないんですけどっ」

「いいですとも。俺おれもこれはちょっとばかり難むずかしいと思うし。あ、ただ出来ないことは勘弁な。俺一人ひとりで、なんとかなることだけ」

「……っ」

　一いつ瞬しゆん、ぐっと息を吞のむ智とも花かだったが、ほどなくゆっくり顔を上げ、

「が、頑がん張ばってみますっ」

　気合いと共に大きく頷うなずいてくれる。良かった、モチベーションを高めてあげられたみたいだ。

「よし、なら早速始めよう。……混んできたから、まず俺が先に終わらせちゃうね」

　ふと周りを見れば、新たなお客さんがぼちぼち集まっており、現在四つあるうち三つのゴールが使用中だった。なら、残る一つを智花と共有した方が良いだろう。

　店員さんからかごに入った五つのボールを受け取り、白はく線せんの前に立つ。まずいつもと同じシュートフォームで一投してみたところ、リングに弾はじかれあえなく外してしまった。……これ、もしかしたら下投げの方が入りやすいかもな。バスケ部員としては若じやつ干かんプライドが傷つくが。

　試しに二投、ごみ箱にものを放り入れるような感覚で投じてみたらあっさり連続で入ってしまう。けど、やっぱり何か癪しやくなので残りはもう一度セットシュートで。結果一度だけ入り合計三本成功。

「ううん、イマイチだった」

「いえっ！　やっぱり昴すばるさんは、すごいです……」

　賞しよう品ひん（羊よう羹かん一本。……微妙にかさばるな）を受け取ってから、振り返って頭を搔かく。しかしこう言うと非常に負け惜しみ臭いが、ある意味では紗さ季きとタイ記き録ろくに留とどまって良かった気もする。エースに花を持たせてやることが出来るし。

　……まあ正直なところ、もう一回チャレンジしたい気もするけど我が慢まん。

「よーし、頑がん張ばっておいで」

「……ふぁ!?　は、はいっ！」

　ぽんと背中を押し、送り出してやる。ラインの前で何度も何度もボールの感触を確たしかめていた智花だったが、ついに意を決した様よう子すでリングをまっすぐに見据える。

　フォームは、どうやらバスケに則のつとるつもりらしい。

「おお」

　しかも、まさかのジャンプシュート。……相変わらず、ボールが違えどもほれぼれする美しいフォームだ。浴衣ゆかた姿すがたなのがまた新しん鮮せんで、改めて眼めを奪われてしまう。

「……やった」

　一投目は、見事成功。リングに当たって大きくバウンドしたため少し危うかったが、なんとか内側に球が転がってくれた。思わず俺も智花に動きをシンクロさせ、ぐっと拳こぶしを握る。

　そして、そこからがすごかった。なんと、続く二、三、四、五投を智花は全すべて決めてみせたのだ。しかも、ボールをリングに触れさせず直接ネットに絡みつかせるフィネスシュートで。

「でました～っ！　なんと、こちらのお嬢じようさんがパーフェクト達成でーす！」

　店員さんがカランカランとベルを鳴らし、衆しゆう目もくが一斉に智とも花かへ集中する。……まったく、なんという正せい確かく性せいと順応力の高さだろう。

「あ……ご、ごごごごめんなさいっ!?」

　周りから絶え間なく浴びせられる称しよう賛さんの声に戸惑いしきりで、謝あやまりながら智花がきょろきょろと辺あたりを見回す。……俺おれを捜してくれているのなら、なんだかすごく誇らしいことのように思えた。

「すごいな智花っ！　まさか五本全部だなんて！」

「昴すばるさんっ！　……え、えへへ。すっ、昴さんのおかげで頑張れましたっ」

　人だかりを抜けて躍おどり出ると、智花はようやく笑えみを取り戻し傍そばまで駆けて来てくれる。そのはにかみ混じりで安あん堵どする仕し草ぐさに、ついついもう一度頭をひと撫なで。

「いやいや、俺は何もしてないって。……まだ今のところは。お願ねがい事ごと、決まったら教えてね」

「は、はいっ。…………あの。じっ、実はもう……その」

「おお、あるのか。言ってみ？」

　ではずっと、願いを思い浮かべ続けた結果があの集中力なのか。どうやらかなりの大たい願がんとみた。ちゃんと叶かなえてあげられれば良いのだけど……。

「む、無理だったら、本当に良いんですけどっ。で、出来れば、わ、私と」

「智花と？」

「………………花火。打ち上げ花火を一いつ緒しよに見て……くださいっ」

　え、あれ。

　お願いって、それだけ？

「も、もちろん良い……っていうか、来る前から最後は花火を見に行こうって約束だったよね。そんなの、お願いにもなってないような気がするけど」

　謙けん虚きよにも程がある、とかそういうレベルですらない。それでは、何もしてあげないのと同じじゃないか。なんだか逆に俺の気が済まないぞ。

「…………………………なるべく」

　と思ったらまだ願いには続きが有るようだ。より一いつ層そうもじもじし始めたから、きっとここからが本題に違いない。

「なるべく？」

「………………ち、近くでっ」

「花火の近く？　ん、了解。じゃあ、場所取り頑がん張ばらないとな～」

「い、いえっ！　そうではなく…………す」

「す？」

「………………す、す…………昴すばるさんの…………近くでっ」

「え」

　息も絶え絶えに言い切るや林りん檎ご飴あめのように真まっ赤かになって顔を伏せた智とも花かの前で、俺おれは面食らう。叶かなえてあげるのはおやすいご用であるものの、本当にその程度のことで良いのだろうか。どうせならもう少しマシな頼み事をしてくれて良いのだが。

　──いや。

　でも、もしかしたら。

　自じ意い識しき過剰で的まと外はずれな妄想かもしれないけど。

　仮に。俺が夕暮れに智花と手を繫つないだ時と同じ想おもいを、今、智花もまた抱いてくれているのだとしたら。

　こうして今日きよう、無事ここで会えたことを喜んで、実の兄のように頼り……普段ふだん慎つつましやかな智花が、勇気を振り絞って甘えてくれようとしているのだとしたら。

　もしそうなら、俺にとってこれ以上叶えてあげるべき、叶えてあげたい願がん望ぼうなんて存在しないのかもしれない。

「わかった」

「……っ！　……昴、さんっ」

　真相はわからない。こんな自惚うぬぼれた推測を、確たしかめることなんてとてもできない。けど、頷うなずくべきだと。それが智花にとっても俺にとっても一番良いと、なんとなくそう思った。

「ずっと、隣となりにいるからさ。一いつ緒しよに見よう、打ち上げ花火」

「………………ふぁ」

「わ!?」

　肩に触れ微笑ほほえみかけると、急に智花の身体からだがふらりと傾いた。慌てて反対側の二の腕辺りにも手を添え、正面から抱くようにして支えてやる。

「ど、どうした？　なんだか顔も赤いし、ぼうっとしてるみたいだけど……熱ねつ中ちゆう症しようとかじゃないよな？」

　日も落ちてだいぶ涼しくなったとはいえ、この季節は油断大敵。もし辛つらいようならどこかで休ませてあげないと。

「へへへ平気ですっ！　昴さんが……ずっ、ずっと隣となりに。…………嬉うれしいですっ。とっても、とってもっ」

　いや、大丈夫か。少し震ふるえ気味だけど口く調ちようはしっかりしているし、どうやら体調に問題は無さそうだ。……あはは。しかしこんなにも喜んでくれるとは。やっぱり余計なことを言わなくて良かった。

　なにより俺としても、智花から慕ってもらえているという実感は、たまらなく嬉しいのだ。

「でも、本当にそんなことだけで良いの？　なんか、簡かん単たん過ぎて申し訳ないな」

「…………お願ねがいします。それが、いちばん嬉うれしいです。……え、えへへ」

　眼めを伏せて微笑ほほえみながら、智とも花かは両手を口元に寄せる。

　その指先には、パーフェクト達成の賞しよう品ひんとして贈ぞう呈ていされたフリーパスが挟み込まれていた。……そうか。よく考えたら、金銭が絡む報ほう酬しゆうはもう俺おれの財力では何の足しにもならないほど手に入れてるんだよな。

「うん。なら、喜んで。おし、それじゃすごいチケットも手に入れたわけだし、そろそろ他ほかのお店を見て回りたい──ところなんだけど」

「あはは……。みんな、戻ってきませんね」

　智花と共に往来をきょろきょろ眺めてみるも、四人がこちらに近付いてくる気配けはいは一いつ向こうに無かった。

「あ、私電話してみますね！」

「そうだな、お願いして良い？」

「はいっ！」

　やがて文明の利器に頼る、という最善策に辿たどり着く俺たちだったが、

「……ダメです、愛あい莉りも出ません」

　頼みの綱つなも当てが外れる。この賑にぎわいだし、四人とも携帯電話の音に気がつかないのかもしれない。

「しょうがない、近場だけちょっと探してみよう。すぐここに戻ってこられる範はん囲いで」

「そ、そうですね……きゃ」

「わ、大丈夫か？　えと……ほら」

　歩き出そうとした矢先、不届きな通行人に肩をぶつけられてバランスを崩す智花。俺おれたちまではぐれてしまったら大変だな。そう思って、僭せん越えつながら再び掌てのひらを差し出す。

「……し、失礼しますっ」

　今度は、だいぶスムーズに握り返してもらえた。

　もしかすると、先ほどの約束のおかげでまた幾らか心の距きよ離りが縮ちぢめられたのかもしれない。

　だとしたら……はは。なんだかどちらにとってのご褒ほう美びなのかわからなくなる。

　いつか、なれると良いな。智花とどんなことでも気兼ねなく語り合い、頼り合い、分かち合える、本当の兄妹みたいな関係に。










　　　　【３】




「あっ、いました！」

　歩き出してすぐ、真ま帆ほと紗さ季きの背中を射的屋さんの前で発見した。

「ちくしょー！　ちゃんと当たったのに～！」

「私が当てた時の方がもっと動いたわよ。このままなら、私の勝ちね」

「なわけないじゃん！　当てた回数あたしの方が多いんだからあたしの勝ちだー！」

　なにやらコルク銃を構え、ムキになって言い争いをしている。例のごとく、どっちが上う手まいかガチンコで張り合ってる模様だ。

「まったくもー」

　吞のん気きなものだと呆あきれ笑いを浮かべてしまいながら、真後ろまで歩み寄って声を掛ける。

「こーら、俺おれたちのこと置いてけぼりにしないでくれよ」

「ウソよ！　当てた回数は同じでしょう──あ!?」

「同じじゃねーよあたしの二発目ちょっとだけかすってた──すばるんともっかん？」

　すると二人ふたりはほぼ同時に振り返り、紗さ季きだけが激はげしく取り乱して何度も頭を下げだした。

「す、すすすすいませんっ！　そろそろ戻るつもりが、真ま帆ほに挑発されてつい……」

　うん、そうだと思った。はは、ほんと真帆と競きよう争そうしてる時だけ年相応だよな。

「いやいや、そんなに謝あやまらなくて良いよ」

「あはは、はぐれちゃわなくてよかった」

　智とも花かと共に、笑えみを向ける。いつもみんなのことを陰で支えてもらっている恩があるし、見ていて楽しいので怒ったりする気はもちろんない。

　ちなみに繫つないでいた手は直前で離はなした。アニキ心が高まっていたせいか非常に名残なごり惜おしかったけど、見つかったら思いっきり茶化ちやかされてしまうだろうし、智花のためにも自じ重ちようせねばなるまい。

「うう、本当にお恥ずかしいです……。そ、それではお店巡り再開しましょう！」

「え、ちょっと待ってよ。さっき弾いっぱい買ったからまだ五発も残ってるし」

「しょうがないでしょ、遊んでた私たちが悪いんだから。さあ行きましょう長は谷せ川がわさんっ」

　そう言って眼鏡めがねの位置を直す紗季だったが、まだ弾が残っているのは真帆と同じなのだろう。ちらりと射的屋の方へ向けた瞳ひとみからは、僅わずかに未練の色が見て取れた。

「ううん、買っちゃった分は全部遊んでからで良いよ。そこまで急がなくても平気だって」

「で、でも長谷川さんもトモも退屈では……？」

「ぜんぜん。二人ふたりが遊んでいるところ見ているだけでも面おも白しろいし」

　というか俺らも一いつ緒しよにやったって構わないのだが、

「ふふっ、真帆も紗季も頑がん張ばってね！」

　智花の表情を見る限り、混ざるより観かん戦せんする方に魅み力りよくを感じている様よう子すだ。なのでここは、勝負の結末を固かた唾ず吞のみで見守ることにしよう。

「さんきゅーすばるん！　ほらほらっ、さっさと終わらせちゃおうぜ！　まー結果は見えてるけどっ」

「きゃ、ちょっと真帆引っ張らないで！　……しょ、しょうがないわね」

　しばし迷い続けていた紗さ季きだったが、無む理り矢や理り連れ戻され、渋々首を縦たてに振る。ナイス真ま帆ほ。やっぱり幼おさな馴染なじみだけあって、お互いがお互いの扱い方を熟じゆく知ちしているんだよな。二人ふたりのやりとりを見ていると、いつも頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「よーし、今度こそ落としてみせるもんね……！　やっぱり、狙ねらいはあのプラモっ」

「……相変わらず浅はかね。そう簡かん単たんに落とせないのはもう分かったんだから、確かく実じつに軽いものを狙うべきなのに」

「はいはいでましたサキチキン。略してサキン。てかあたしだって、ちゃんと作戦はあるんだぜ。パワーが足りないなら、こうやってもーっと近付けば……！」

　再び高さ１ｍほどの長台の上に覆おおい被かぶさり、銃を少しでも前に突き出そうとする二人。特に真帆はちょっとやり過ぎではないか。今にもつま先が離はなれて、店の中に転がり込んでしまいそうだ。

「真帆、それくらいにしとかないと落っこちちゃうぞ」

「うー。これじゃまだ遠すぎなのにー。……あそーだ！　ねーねーすばるん、ちょっとあたしの身体からだ、支えてて！」

「え、うーん……。紗季との勝負なんだし助すけ太だ刀ちはちょっとな」

「そんなカタいこといわないではやくはやくー……っと、わ、わわわわっ!?」

「あ、危ないっ!?」

　どうするか迷っているうち、懸け念ねんが現実となって真帆がバランスを崩していまい、両足が地面から浮きあがる。あーもう言わんこっちゃない、とりあえず助けなくては！

　イルカがジャンプするみたいに台の向こう側へ転がり込む寸前の真帆に向け、全力ダッシュ。

「──って、しまっ!?」

「きゃ、昴すばるさんっ!?」

　その直後、不覚にも地面を走っていた太い電源ケーブルらしきものに足をひっかけ、俺おれもまた前のめりに倒れ込んでしまう。

「っと、と！」

　しかし、ギリギリセーフ。ほとんどヘッドスライディングのような体勢になりながらも、なんとか真帆の膝ひざの間に潜もぐり込み、両脚を抱き止めてやることに成功した。長台の下部が空洞になっていて助かった。もし、板張りだったら勢い余って自らの額ひたいを思いっきり打ち付けてしまっていたところだ。

「わーん落ちる落ちる落ちる～!?」

「ぐぎゅ!?」

　──なんて油断した直後、両側から真帆の太ももがぎゅっと閉じられ、さらにふくらはぎがのど仏あたりに絡みついてきた……！　く、どうやらパニックに陥り支えられていることにまだ気付いてないらしい。

　い、いかん。身の危険を感じ、俺おれはまっすぐ顔を上げ言い含めにかかる。

「真ま帆ほっ！　もう大丈夫だから落ち着い──ぶっ!?」




　──白とピンクのしましまパンツまで、あと15cmくらいだった。




「ほぇ…………ぎゃ～～～～～～～～～～!?　すばるんパンツ覗のぞくな～～～～～!!」
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　慌てて視し線せんを落とそうとしたのだが、それよりも一いつ瞬しゆん早く真帆が振り返って恐きよう慌こうを深めてしまい、

「ち、違うそんなつもりじゃ──ってちょ、真帆、く、苦し……!?」

　俺の首はさらにきつく締しめ上げられ、ぴくりとも顔が動かせなくなる。

　白／桃のコントラストに、しっとりと貼はり付く太ももの枷かせ。視覚と触覚の両面から罪悪感の腿ハムサンドに責め立てられ、だんだんと意い識しきが──

「真帆っ！　落ち着きなさい！」

「こ、このままじゃ昴さんがっ……！」

　──遠のき、危うく気を失うすんでのところで、紗さ季きと智とも花かが真帆の身体からだを抱き、必死に宥なだめてくれた。おかげでなんとか俺も生いき地じ獄ごくから解放される。

「ごほ、ごほっ……ご、ごめんな真帆……。いや、もちろん覗くつもりなんて無かったんだけど……ほんとすまん」

「うー」

　周りの邪じや魔まにならぬよう屋台の隅に移動してから腰を折り、まずはとにかく陳ちん謝しや。しかし返ってくるのはうなり声ばかりで、真ま帆ほは二つ結びの髪を僅わずかに乱したまま、瞳ひとみを潤うるませ紅こう潮ちようした顔をこちらに向け続けていた。

「お、怒るのは無理もない。もう少し注意深く動いてればあんなミスはしなかったのに──」

「責任とって」

「──さっきはとにかく必死で……へ？　せ、責任……？」

　唐とう突とつに浴びせられた意図せぬ台詞せりふに、うっかり声が裏返る。

「そーだっ！　パンツいっぱい見たんだから責任とって責任っ！　じゃないと、ちゃんとセイイ見せてくれないと許さないもん！」

　そ、そんな。それって一体どういう……？　いや、でも確たしかに言い分としては正当なものなのだろうか……？

「ちょ、ちょちょちょっと待って真帆っ！」

　否定も肯定も出来ず固まってしまっていると、紗さ季きが戸惑いしきりで俺おれたちの間に身体からだを入れ、擁よう護ごするように手を広げてくれた。

「なにさっ？　あたし今すばるんと大事な話してるんだから邪魔しないで！」

「何って、あんた自分の言ってること分かってるわけ!?　せ、せ、責任って、それってつまり、け、けっ……!?」

　屋台から漏れるほのかな灯あかりだけでも分かるほど、紗季は頰ほおを真まっ赤かにしている。心なしか眼鏡めがねも曇くもっているようだ。

「とーぜんっ！　それくらいのハズカシメを受けたんだもん！　すばるんには、しっかりカタチであたしへの気持ちを示してもらいますっ！」

「で、でも昴すばるさん、ただ真帆を助けようとしてくださっただけなんだし……」

　そこへ智とも花かもやって来て、戸惑い気味に加勢してくれる。二人ふたりとも本当に良い子たちだな。俺のために、これほどまで親身になってくれるなんて……。

　けど。

「そうだよな。ん、わかった。とるよ、責任」

「長は谷せ川がわさんまで！　ああああっ、どうすれば!?」

　確かに犯してしまった罪は、あまりにも重い。どんな要求でも、俺には謹つつしんで従う義務があるだろう。

　うむ、覚悟は決まった。粛しゆく々しゆくと襟えりを正し、真帆の瞳を見据えて尋たずねる。

「その……どうやって償つぐなえばいい？」

「今度あたしと一いつ緒しよにパンツ買いに行って」

「無理だ！」

　無茶むちや振ぶりにもほどがある！　ってかそれのどこが『責任とる』ことになるんだ！

「ムリとかゆーケンリ、すばるんにはないもん！　眼めには眼をっ！　パンツにはパンツを！」

　あ、なるほど……。メソポタミア式だったのか。確たしかにそう考えると理には──やっぱり適かなってない。ぜんぜん。これっぽっちも。

「な、なら弁べん償しようするから真ま帆ほが自分で買いに……」

「ただ別のパンツがあればいいわけじゃないの！　すばるんがパンツ見て幸せになったんだから、今度はすばるんがパンツであたしのこと幸せにしなきゃだめなのー！」

　いや幸せって大いなる語ご弊へいが……。それ以前に我ながら弁償も何か違う気がしてならないけれども。

　むう、しかし今正直に俺おれは真帆のパンツを見て喜んだりしていないと、真帆のパンツを見て喜んだりしていないと伝えようものなら、ますます激げつ高こうさせてしまいそうだ。

「仕方ない……。と、とりあえず前向きに考えておきます……」

　ぐぬぬ顔でこちらを睨にらむ真帆に半ば屈服する形で、頭を搔かく。

「あはっ！　じゃーしょーがないから許してあげるっ！　むふー。どーんなお店に連れてっちゃおうかな～」

　すると一いつ瞬しゆんで表情が和やわらぎ、含み笑いとともに愉たのしそうな上うわ目め遣づかいを向けられた。ひどいことをしておいて言えた立場ではないが、何だか体ていよく乗せられてしまったような感が。

　ま、仕方がない。当然ながら詳しいことはわからないが、小学生が下着を買う場所なんてせいぜいデパートとかだろうし、それなら普通の洋服やおもちゃ売り場に上う手まく誘ゆう導どうしてやれば長いこと恥ずかしい思いを味わう心配もないだろう。

「いよっし、じゃーそろそろ射的にもどろっ！」

「……はは。ん、そうだな。……あれ、どうしたんだ？」

　苦笑混じりで後に続こうとしたところ、紗さ季きが傍かたわらでしゃがみ込んだまま微動だにしないことに気付いた。盛大に疲れ果てた様よう子すで、背中からは哀あい愁しゆうに似た雰囲気が漂っている。

「紗季、ど、どこか痛い？」

　急な変容に智とも花かも困惑しきりらしく、隣となりで腰を落として心配そうに顔を覗のぞき込んでいた。

「……いえ。長は谷せ川がわさんもトモもお気になさらず。真帆の軽口を本気にした私が悪いんです」

「……？　そ、そう？　いや、元気なら良いんだけど。じゃ、一いつ緒しよに戻ろう。弾、まだ残ってるんだろ？」

　ぽんと肩に触れてやれば、「はい……」と力なく笑いながら紗季も立ち上がる。

　そんなこんなで仕切り直し。再び並んでコルク銃を手に取る二人ふたり。

「いよっしゃ、勝負再開っ！　絶対負けないからなー！」

「……ごめん真帆。何か私、そういう気分じゃなくなったかも」

「えーなんで!?　逃げるのか勝負をっ！」

「悔しいけど、今日きようのところはそれで良いわ……」

　が、知らぬ間に対決ムードはお流れのようだ。ほんとどうしちゃったのだろう、紗さ季き。真ま帆ほがよっぽどひどいことを言い出すのではと気にかけてくれていたのだろうか。けど、それならば今はもっと安あん堵どの表情を見せてくれても良いはずなのだが。

「そーかそーか！　ついにあたしのジツリキを認めたかっ！　じゃーしょうがないから許してやんよっ」

「……こら、勘違いしないで。負けを認めたのはこの屋台でだけだからね。とにかく、余ってる弾さっさと使っちゃいましょ」

「んー。もち撃うつけど、てきとーに狙ねらうのも面おも白しろくないなー。…………あ、ならさ！　あのでっかいぬいぐるみ、一いつ緒しよに撃とうぜ！　シューチュー攻こう撃げきで落としちゃお！」

「それは面白そうね。いいわ、賛さん成せい」

　相そう談だんの結果、二人ふたりは締しめに協力プレーで大物を狙うことにしたらしい。ターゲットは、頂上に鎮ちん座ざするトカゲ型のぬいぐるみ。コルクで倒すのは難むずかしそうだが、あえて無む謀ぼうを突き進むというのもお祭りの醍だい醐ご味みだろうし、何も言わず見守ることにする。

「せーの、うりゃっ！　──あーもう！　当たったのにー！」

　案あんの定じよう、真帆と紗季の弾両方が命中したにもかかわらず、ぬいぐるみは僅わずかにぐらついただけで落下にはほど遠かった。さらに数発撃ち込んでも状況は変わらず、ついに残るコルクはお互い一つずつ。うーん、こりゃちょっと無理か。

「てかサキ、もっとしっかり狙ってよ！　サキの弾、当たってもはじっこばっかじゃん」

　少しでも威力が増すよう最後の一発を銃口にぎゅうぎゅう押し込みながら、眉み間けんに皺しわを寄せる真帆。

「……や、上の方にあるやつ狙うの、苦手なのよ。なんだか思うよりずれちゃって」

　責められて、紗季は珍しく何も言い返さずばつが悪そうに眼めを逸そらす。どうやら自分自身も照準に納得がいってないらしい。

　ふむ。上段が上う手まく狙えないというのは、おそらく銃身をしっかり支えられていないせいだろうな。おもちゃとはいえ射的屋の鉄砲って結構な重量があるし、引き金を握る時微妙に腕がブレてしまっているのだろう。

「紗季、ちょっと構えてみ？」

「えっ？　あ、はいっ！　こ、これでどうでしょう？」

　老ろう婆ば心しんながら、何かアドバイスはしてやれないかと歩み寄り、声を掛ける。慌て気味に銃を持ち上げた紗季の様よう子すを、つぶさに観かん察さつ。

　うん、なるほど。脇わきの締めがちょっと甘いみたいだ。

「ほら、こんな感じできゅっと搾しぼるみたいにしてごらん？」

「──ひゃっ!?」

　改善策を見いだせた気がしたので、俺おれは真後ろから紗さ季きを包み込むように腕を回し、共同作業で銃をターゲットへ向けてやる。……それはそれとして、なんだからしくないほど取り乱した声が聞こえたような。

「おっ！　やったじゃんサキ、すばるんと大密着！　そして嫉しつ妬とに狂うもっかんのカゲが後ろから忍び寄って──!?」

「く、狂ってませんっ！　忍び寄ってませんっ！」

　と、不意に横から真ま帆ほが携帯電話をかざし、かしゃりと俺おれたちのツーショット写真を撮さつ影えい。

　それでようやく、自分がなんとも不ぶ躾しつけなミスをしでかしてしまっていたことに気付く。しまった、教えてやろうという気持ちが先走って距きよ離り感かんを失念していた……！

「ご、ごめんな紗季、急にこんなことして！　迷惑だったよな……」

「え……い、いえっ！　迷惑なんてことはまったく無いです！　……っ!?　う、や、そ、そうじゃなくて、ええとっ」

　気き遣づかって紗季は否定してくれたが、途中でやっぱり恥ずかしくなったらしく言葉に詰まってしまった。ああもう本当に申し訳ない。とりあえずいつまでもこんな抱ほう擁ようじみたポーズしてないで早くどいてあげないと。

「あ……」

　そう思い、腕に込めていた力を緩ゆるめるや、紗季はさらに戸惑いを深めるようにして振り返る。

「……紗季？」

「や、そ、そのっ。も、もしご迷惑で無ければなんですが……せ、せっかくですし、打つ時のフォームを教えていただければ……う、嬉うれしい……ですっ」

　そしてだんだんと語ご調ちようを弱々しく落としながら、上うわ目め遣づかいでそう願ねがい出てくれた。

　有あり難がたいな。根が真ま面じ目めな子だから、密着される不快感よりも向上心が勝ったのだろう。おかげで俺も、後悔を深めずに済んだ。

「うん、喜んで。じゃあ、ちょっとだけ我が慢まんしてな」

「いえ我慢なんてそんな！　……よ、よろしくお願いしますっ」

　目の前の小さな肩に手を置くと、びくりと震ふるえてから紗季は深く首しゆ肯こうしてくれた。おし、なるべく早く解放してやれるよう、もう躊躇ためらうまい。

「苦しくない？」

「だ、大丈夫ですっ」

　再び身体からだをくっつけて問えば、返事に併あわせて三みつ編あみが俺の胸先を撫なでるようにくすぐる。もうちょっとだけスペースを空あけてやった方が良いかな。

「っ」

　そう思って下を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、奥おく襟えりの合間からうなじと背中のラインが偶然視界に飛び込んできた。申し訳なさで勢いよく顔を上げ、邪じや念ねんを払って狙ねらうは緑みどり色いろのぬいぐるみ。

「ほ、ほらこんな感じに、先端が動かないように固定して……」

「べ、勉強になりますっ」

「あは、準備できた？　ほんじゃ、今度こそ落とすぞ～。せーのっ！」

　どうにもぎくしゃくしてしまう俺おれたちをニヤニヤ眺めていた真ま帆ほの合図に頷うなずいて、腕の中で紗さ季きが引き金を強く握る。

　コルクの抜ける軽快な音。見事双方の弾が命中し、ターゲットは大きくぐらりと傾いて──

「あーあ。やっぱダメかー」

　──それきり元の位置で静止してしまった。やっぱりいくらなんでも的まとが大きすぎたようだ。

「残念だったね、おしかったのに……」

　顔を見合わせ溜ため息いきを漏らす俺たち。智とも花かもすぐ近くまで歩み寄り、眉まゆ尻じりを下げた笑えみで慰なぐさめの言葉を口にする。

「ま、しゃーない！　サキのニヤニヤ写真が撮とれただけでもよしとしよう！」

「……う!?　ご、ごめんね、トモ」

「どっ、どうして私に謝あやまるの!?」

　とはいえもとよりダメモトの挑戦だったので、沈痛な雰囲気が流れたりすることはない。即座に全員明るい表情を取り戻し、軽快に言葉を交わし合う。……紗季が謝った理由は俺にもさっぱりだったが。

　さて、それではここらで射的はお開きにして次の店へ行きたい……のだけれども。

「真帆、紗季。ところでさ」

「ほえ？」

「な、なんでしょうかっ？」

「愛あい莉りとひなたちゃん、どこにいるのかな？」

「……え。あああああっ!?」

　尋たずねた瞬しゆん間かん、二人ふたりともハッと眼めを見開いて左右に激はげしく首を振り始める。

　ありゃ、やっぱりか……。どこかで待ち合わせでもしているのかと思い今まで問わずにいたものの、実際ははぐれてしまった、というのが真相らしい。あーミスった、それならもう少し早く訊きいておくべきだったのに。

「い、いつ頃ごろまで一いつ緒しよだったの？」

「射的を始める前までは間違いなく傍そばにいたんだけど……。うう、私としたことが」

　俺と同様に尋ねるタイミングを逸いつしていたらしい智花も、俄が然ぜん深刻な表情に。責任を強く感じているのであろう紗季の面おも持もちは輪わをかけて引きつり、今にも倒れそうなほど蒼そう白はくだ。

「あはは、とりあえず電話してみよう。それですぐ見つかるさ」

　微笑ほほえみながら、紗季の頭を撫なでてやる。しかし便利な時代で良かったな、昔なら大事件だったろうけど、現代社会においては大して気に病やむようなアクシデントじゃない。

「やー、それがさすばるん……」

　そんな俺おれの楽らつ観かんに冷や水を浴びせかけるように、真ま帆ほが苦笑を浮かべて浴衣ゆかたの袖そでから巾きん着ちやく袋ぶくろを四つ取り出した……ってえ、四つ？

「あ、それ愛あい莉りとひなたと紗さ季きの!?」

「じ、実はフリースローの屋台から離はなれてすぐ、四人で荷物持ちじゃんけんをしたんです……」

「そんでさ、あたしが負けちゃったから……ほら。二人ふたりのケータイ、ここにあったりして」

　おもむろに二つの袋の口を開き、中を見せてくれる真帆。うん、たしかにこれ、愛莉とひなたちゃんの携帯電話だ。

　じゃあ二人とも、今は無一文な上に連絡手段も持ってないのか？

　とすれば思っていたよりもずっと、マズい状況だな……。

「す、すすすすいませんっ！　この責任はクラス委員長を辞じ職しよくしてでもっ！」

　リーダーとしての自負故ゆえか、紗季は今にも泣き出しそうだ。もちろんミスは誰だれにでもあることなので怒るつもりは毛もう頭とう無いけど、心中は痛いほど察しがつく。

「大丈夫、会場内に居るはずだからすぐ見つかるさ。さあ、早く合流して安心させてやろう」

「うんうんっ。みんなで捜せば大丈夫だよ！」

「あたしもうっかりしちゃってたし、サキだけのせいじゃないって！」

　だから殊こと更さら明るい声で発はつ破ぱを掛ける。間かん髪ぱつ入いれず智とも花かと真帆も激げき励れいに加わってくれ、

「ごめん、そうね……。しょげかえって投げだすより、自分に出来ることをちゃんとやって責任を取らなくちゃ」

　それでどうにか気き概がいを回復させてやることに成功した。しかし、さすが良いことを言う。紗季になら、この国のリーダーを任せてやってもいいとさえ思う。

「よし、それじゃ行こう」

「はいっ！　──愛莉ーっ！　ひなーっ！」

　頷うなずき合い、夜店の屋号には目もくれず一団で路地を進む。手わけした方が効率良く捜せるかもしれないが、合流に手間取るリスクもあるので止やめておくことに。

「ここでこの通りは終わりだな……」

　とりあえず露ろ店てんの切れ目まで踏破したが、二人の姿は見つけられず仕じ舞まい。さて、引き返すべきか、それとも別の道を捜すか。

「あれ？　ねーねー、見て見て！」

「……なんだか、丘の上に登っていく人が多いわね」

　腕組みして立ち止まっていると、真帆が俺のシャツを引っ張る。促されるまま眼を向ければ、確たしかに多くの人が境けい内だいを離はなれ、丘の頂上に向けて歩き出していた。

「たぶん、花火の観かん覧らん席せきに向かっているんだと思います。早めに場所を取らないと、見えやすい席が埋まってしまうので」

　そう補足してくれたのは智とも花か。どうやら露ろ店てんが出ているこのエリアより高いところに、もっと視界が開けた展望スポットが存在するらしい。

「え、マジで!?　どうしよすばるん、あたし花火良いとこで見たいかも……！」

「ん」

　その希望は叶かなえてあげたいし、加えて智花との約束もある。なるべくベターなポジションを確かく保ほしておきたいところだが……。

「おし。じゃあ、紗さ季きと真ま帆ほは場所取りに向かってくれるかな。何か食べたいもの買って、六人分の席確保しておいて。愛あい莉りとひなたちゃんは俺おれたちでみつけて連れてくから」

「えっ、でもはぐれたのは私のせいですし……」

「はは、ただの役割分担だよ。二人ふたりだってきっと花火見たいだろうしさ。それに俺、待つの苦手だから、じっとしてるよりは歩いてる方が楽なんだ」

　恐きよう縮しゆくする紗季に言い含めると、しばし迷ってから真帆と共に大きく頷うなずいてくれた。

「では、申し訳ありませんがよろしくお願ねがいしますっ。あ、ひなと愛莉の荷物はお渡ししておいた方が良いですよね」

「そうだな。真帆、二人の巾きん着ちやく預からせてもらって良い？」

「ほい！　すばるんおねがい！」

「了解。大事に持ってます。……それじゃ、退屈な役頼んじゃってごめん。食べ物、俺の分は残しておかなくて良いからな。どうせまた買うだろうし」

「うん、あんがと！」

「本当にごめんなさい……！　責任持って良い場所を確保しておきますのでっ！」

　とりあえず手近にあった屋台でたこ焼きや綿菓子などを買ってから、観覧席に連なる山道の前で二人と別れ、智花と共に愛莉たちの捜索を再開。

「ごめんな、付き合わせちゃって。智花も上で待ってる方が良かった？」

「いえっ！　私は昴すばるさんと……っ!?　わ、私も捜す方が良かったですっ！」

「そか、それを聞いて安心。じゃ、行こう」

「は、はいっ！」

　歩き出してから手を繫つなぐまで、今度は一秒もかからなかった。
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「うーん、いないなー」

「…………は、はい」

　ひとまずフリースロー屋のあった路地に戻り、雑踏に潜もぐり込んで逆端まで歩ききってみたが、二人ふたりの姿はみつからず。どうも違う通りに行ってしまった可能性が高そうだ。

　完全に日が落ち、人の数もさらに増えてきたので見落としたというセンもあり得るけど、同じ所ばかり捜していても仕方ないしな。よし、一度他ほかを当たってみよう。

「ここじゃない道に行ってみようか……って、ん？　ど、どうした智とも花か？」

「……………………ふぁう、そ、その」

　そう決断し視し線せんを落とした瞬しゆん間かん、何やら智花の様よう子すがおかしいことに気付く。頰ほおが上気し、額ひたいにはうっすらと汗の跡。よほど暑さが堪こたえているのか。……それともさっき当然のように手を繫つなぎにかかった俺おれに対して困惑しているのか。

　でも、ほんの少し前までは特に変わった様子なんて見受けられなかったわけで。

「た、体たい調ちよう悪いか、もしかして？」

「いっ、い、い、いえっ……！　な、なんでも……そんなことはっ！」

　どもりがちに早口で否定しながら、智花は恥ずかしそうに瞳ひとみを逸そらす。

　これは、明らかに変だ。困り果てて立ち止まると、唇を嚙かみしめ、内ももを擦こすり合わせるようにもじもじし始めてしまうし……。なんだかまるで、何かに必死で抗あらがい、堪こらえるような──堪える!?　そうか！

「智花、もしかしてトイレか!?」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　両肩を抱いて尋たずねるや、智花は目め尻じりに涙を潤うるませてびくりと身を固めてしまう──って当然だ俺の大バカ！　レディに対してなんというデリカシーのない訊きき方かたを！

「ご、ごめんごめんごめんっ！　え、えと……とにかく行こう！」

　ともあれ自分の罪はあとで償つぐなうとして、この反応で予想が正しいことは分かってしまった。おそらく言い出すタイミングを摑つかめずにいたのだろうな……。ああ、なぜ今の今まで気を回してやれなかったのか。

　反省を胸に、手を繫いだまま仮設トイレ目指し駆け出そうとする。確たしか、さっき真ま帆ほたちと別れた辺あたりに案内が出ていたはずだ。結局来た道を引き返すことになってしまうが、やむを得まい。

「ふぁ……っ。すすっ、昴すばるさん……。ごめんなさい、私……私……も、もう走るのは……むむ、無理かも、ですっ……」

　が、智花はその場に立ち止まったまま動こうとしない。

　くっ。つまり派は手でに揺らすと……漏れちゃいそうなのか……。

「くっ。つまり派手に揺らすと……漏れちゃいそうなのか……」

「ふぇ、ふぇええええええ……っ」

　しまった思っただけのつもりが口に出していた！　すっかり涙目の智花の前で切腹してしまいたいほどの罪悪感に囚とらわれるが、今はまず苦しみから解放してやることの方が先だ……！

「だ、大丈夫！　俺おれに任せろ！　絶対なんとかするから、ゆっくり付いてきてくれ！」

　生理現象を恥ずかしがる必要なんてどこにも無い、という意を込めて優やさしく頰ほおに触れ、逆の手で親指を立ててやる。それでいくらかは安心してくれたのか、智とも花かは小さく頷うなずき、恐る恐る足を前に送り出し始めた。

　そして、地じ雷らい原げんを歩くようなおぼつかない歩行の果て。俺たちはようやく手洗い場の前まで無事辿たどり着いた……のであったが。

「参ったな、なんて行列だ」

「はぅぅぅ……」

　花火の観かん覧らん席せきに近い仮設トイレの前には長ちよう蛇だの列。特に女子の方は、利用できるまであと十五……いや二十分はかかるだろうか。

「智花、待てそう？　……智花？」

「…………も……もう………………だめかも……です……」

　ああいかん、絶望のあまり目が虚うつろだ。

　どうする、かくなる上は大声で緊きん急きゆうを訴え順を譲ゆずってもらうか。いや、きっと焦じれているのは皆同じ。世の中そんなに甘くはないだろうし、それにただでさえ恥ずかしくて仕方がない様よう子すの智花が注目まで浴びたら、立ち直れなくなってしまうかも。俺の一存で、勝手な真ま似ねはできない。

　あ、待てよ……そうだ！　記き憶おくが確たしかなら、仮設トイレの案内はたしかもう一箇所で見かけていたはず。そちらは夜店から若じやつ干かん距きよ離りが離はなれているので、きっとここよりは人が少ない。

「智花、別の方のお手洗いに行こう！　そっちならきっとすぐ使える！」

　すっかり力の抜けた手を引く。しかし智花は項うな垂だれたまま、肩を落とし微動だにしない。

「ご、ごめんなさい、昴すばるさん……ほんとに、これ以上、動けましぇん。は、は、恥ずかしい子で……ごめんなさい……」

「そ、そんな……智花っ!?」

　なんと、あの智花が。バスケの試合中には諦てい観かんなど絶対見せない智花が。

　──今、押し寄せる荒波に屈してしまおうとしている。

　想像もつかぬほどの、苦しみなのだろう。俺が……俺が長らく気付いてやれなかったばっかりに、智花にこんな辛つらい思いをさせてしまうなんて……っ。

「……諦あきらめ、させない」

「ふぇ」

「絶対に諦めさせない。……智花、許せ！」

「え…………っ!?」

　これは全すべて、俺の罪。ならば自身で償つぐなうしかない。この手で、智花の尊そん厳げんと幸福を死守してやる。

「さあ行くぞ。しっかり摑つかまっていてくれ！」

「す、昴すばる……さんっ…………ふぁ」

　選んだ道は。いわゆる一つの──お姫様だっこ。

　膝ひざ裏うらと腰を支点に智とも花かを抱き上げ、バスケで培つちかったフットワークを駆使し、人波の合間を縫ぬうように路地を走り抜ける。

「頑がん張ばれ、少し揺れるぞっ！」

「あ、あ、あ、あ」

　覗のぞき込んだ顔は、店頭に並ぶあんず飴あめもかくやというほど真まっ赤か。それだけ苦しいという事だろう。本当にごめん、でも絶対俺おれが護まもってやるからな、命に代えてでも！

「……っ！」

　おののく通行人に何度もお詫わびをいれながら、ついに俺たちは再度反対側の端まで辿たどり着いた。そのまま全速力で境けい内だいの入り口付近まで戻り、案内板に従って社務所の脇わきを進む。

「ビンゴだ！　やったぞ智花っ」

　はたして辿り着いたその場所は、向こうとは雲泥の差の混み具合。女子トイレですら、待ち人はたったの三人。これならばなんとかなるだろう。

「ふぁあ……」

「ああっ、油断しちゃだめだ！　ここで踏ん張れるかが勝負の分かれ目だぞ！」

「──っ!?　は、はいいっ！」

　楽園の如ごとき光景を前に、智花が腕の中でぽわんと頰ほおを弛し緩かんさせるのを見て、一いつ喝かつ。まだだ。誤差の範はん疇ちゆうにせよ、実際にピットインできるまでは不ふ確かく定ていなラグが混入する。ここで気を許すと、ロスタイムの悲ひ劇げきに寝首を搔かかれてしまう。

　まこと、人生とはスポーツである。

「よし、行っておいで！」

「あ……ありがとうございますっ。私、私っ、このご恩は一生忘れませんっ！」

　列の最後尾で智花を地に下ろしてやると、涙ながらに深々とお辞じ儀ぎが返ってくる。もとはと言えば俺が蒔まいた種なので心苦しくもあったが、今は遠えん慮りよ合戦を繰くり返す余裕も無かろう。

　だからこの時はただ、こくりと頷うなずき拳こぶしを握って応こたえるだけに留とどめておいた。







　ほどなく無事、智花は仮設トイレの中へ。

　安あん堵どしつつ、女子トイレの直近に留まっているのもなんなので一いつ旦たんその場を離はなれ、夜店に連なる大通りの脇でしばし待つことにする。

「ほんと盛況だなあ」

　既に祭りは堪たん能のうしきったとばかりに帰路につく影かげもちらほらとは見受けられたが、人の流れはまだ圧倒的に境けい内だいへ入ってくる方が多い。花火が始まる頃ころになったら、身動きを取るのも容易じゃないほどの混雑になりそうだ。

「あっ!?」

　などと感心しきりでぼんやり往来を眺めていた俺おれの目の前で、不意に小さな事故が発生。

　よそ見しながらはしゃいで帰っていく若者グループの一人ひとりと、参道を上っていた中年男性の肩がすれ違いざまにぶつかり、男性の方がはじき飛ばされ倒れこんでしまったのだ。

「気をつけろおっさん！」

　明らかに非があるのは若者の方。しかしそいつは謝あやまるどころか捨て台詞ぜりふを吐き、仲間に茶化ちやかされながら立ち止まらずに去っていく。……ひどいなあ。

「大丈夫ですか!?」

　他ひ人と事ごとながら腹を立てつつ、俺はその男性の許もとへ駆け寄り起き上がるのを手伝てつだう。

「あ、ああ。なんでもないよ。すまないね」

　肩を貸すと、男性はふらつきながらもまっすぐ起立した。よかった、どこか痛めたりはしてらっしゃらないようだ。

「いやいや、ひどい輩やからがいたもんだ。ありがとうありがとう」

　土つち埃ぼこりを払いながら、男性は俺に頭をさげて下さった。やせ形の体型を着流しで包んだ出いで立たちがとても粋いきで、夏祭りの雰囲気と見事な調ちよう和わをなしている。やっぱり、男でも和装が決まっていると格好良いな。俺なんかじゃ、とてもこうはいくまい。

　それはそうとこの方、どこかで見たことがある気もする。テレビにもよく出ている有名な落語家さんに雰囲気が似てるような……。いやたぶん気のせいだとは思うが。

「ええと、お怪け我がはありませんか？」

「ああ、大丈夫。大丈夫……なんだけどね」

　一応尋たずねてみたところ、ひとまずは苦笑を浮かべる男性だったが、次第に『苦』の色の方を濃こくして語尾を濁にごす。

「実は、眼鏡めがねを飛ばされてしまって、あまり周りが見えないんだ。すまないが、その辺に落ちてないかざっと見てはもらえないかい？」

「えっ、大変じゃないですか。ちょっと待って下さい……！」

　そう言われてようやく、微妙に男性の視点が定まっていない理由を把握する。慌てて地面を見渡してみるが、道を歩く人の足が邪じや魔までなかなかそれらしい物は目に止まらない。

　どうしよう。眼鏡なんて大事なもの、見つからないからといっておいそれと諦あきらめるわけにはいかないよな。

「すいませーんっ！　眼鏡を落としてしまったので、捜させて下さいっ！」

　一いつ瞬しゆんだけ唇を嚙かんでから、覚悟を決めて大声で叫ぶ。何度も謝あやまりながらあちこち歩き回る俺に、辺あたりを通る人たちは「ちょっと、邪じや魔まだよ！」「まっすぐ歩きなさいよ」と不平を連ならせた。うう、確たしかにご迷惑かけまくりで申し訳ない限りだが……もし踏まれでもしたら最悪だ。ここは見つかるまで謝あやまり通すしかない。

「本当にごめんなさい！　すぐ、すぐ見つけますのでっ！」

　そうしているうち、「どの辺で落としたの？」「ねぇ、止まってあげて！　この子眼鏡めがね落としたんだって！」と、捜索を手伝てつだって下さる方が何人か現れる。

　ああ、人の善意というのは本当に温かい……。深くお礼を告げ、感かん謝しやを胸に、薄うす暗ぐらい路傍を数人で大捜索。

「あ、ありました！」

　そしてようやく、ちょうど石畳と土の地面の切れ間に引っかかっていた縁ふちなしの細い眼鏡を発見することができた。だいぶ汚れてしまってはいるが……よかった、割れたり壊こわれたりはしていない。

「うん、本当にありがとう。申し訳なかったね、私のせいで文句まで浴びて……。若いのに、感心な子だ」

　男性もしきりに喜んで下さり、気恥ずかしさと共にほっと胸をなで下ろす。

「いえ、捜したのは自分だけじゃありませんでしたし！　……眼鏡、洗わないとダメですよね。水場までご案内しましょうか？」

「いやいや、歩くくらいは掛けなくてもなんとかなるから大丈夫だよ。重ね重ね、本当にありがとう」

　何度もお礼を繰くり返しながら、眼鏡を胸元に抱えたまま去っていく男性。ふう、ちゃんと動くべき時に動けて良かった。なんとなくだが、こういう積せつ極きよく性せいは智とも花かたちのコーチを引き受けるようになり、『人としてもみんなの規き範はんにならなければ』という想おもいを抱くようになったおかげで身についたような気もする。

　手て前まえ味み噌そながら、俺もまた子どもたちに育てられてるんだなーと改めて実感。

「あっ、昴すばるさん！　た、たくさんお待たせしてごめんなさい……あ、あはは」

「お、おお！　お帰り智花」

　腕を組み星を見上げていたところに、後ろから呼び声。振り返れば、智花が元気いっぱいに笑えみを浮かべていた。

　おそらくは渦巻く様々な感情を抑え、努めてそうしているのだろう。先ほどの浅せん慮りよ極まりない言動を詫わびるべきか一いつ瞬しゆん迷ったが、俺から話題を巻き戻したら逆に智花を傷つけることになってしまいそうだ。だから今は、目を泳がせながらも声を張る健けな気げな少女に、必要最低限の返事だけで応じる。

「よし、じゃあ早く二人ふたりを見つけないとな！」

「は、はいっ！」

　右手を差し出すと、智とも花かはほっとしたような仕し草ぐさと共に頰ほおを染める。うん、なんとか意を汲くんでやれたかな。ミスの埋め合わせにはまだまだ至るまいが、少しでも恥じらいを拭ぬぐうことが出来たのなら幸いだ。
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「……さーてと」

　再び露ろ店てん街がいの入り口まで戻り、向かう先を見定める。

　屋台が建ち並ぶ広い長方形のスペースは二つのブロックに分かれており、それをなぞる通路が縦たて横よこに五本。漢字で言えば『日』の形だ。まだ捜していない通りばかりだが……とりあえず最北から見ていくことにするか。

「金魚すくいに、ヨーヨー釣り……。この辺は食べ物の屋台より遊び場が多そうだな」

「そうみたいですね……あっ、昴すばるさんっ！」

　共に眼めを凝こらしながら路地に入ってまもなく、智花が数軒先を指さす。その方向へ眼を凝らすと……おお！　型抜き屋さんの柱に身を寄せ、店内を興きよう味み深ぶかげに眺めているよく知った後ろ姿が。

「ひなたちゃん！　捜したよ」

　早足で距きよ離りを詰め、ふんわりウェーブヘアの上にぽんと手を乗せてやれば、

「おー？　おにーちゃんとともか、いた」

　振り返ったひなたちゃんはぱっと表情を華やがせて俺おれの腕に抱きついてきてくれた。ふぅ、良かった良かった。まずは一安心。

「寂しかったろ。……えっと、愛あい莉りは一いつ緒しよじゃない？」

「おー。まほとさきがいなくなって、あいりと二人ふたりで探してたら、あいりもいなくなった」

　これですんなり愛莉とも合流できれば最高だったのだが、どうやら俺たちの知らないところでもう一つアクシデントが起こってしまっていたらしい。

「そっか。とにかく見つかって良かったよ。よし、それじゃ今度は愛莉を探しに行こうか」

　もう一度頭を撫なでてやりながら屈かがみ込んで微笑ほほえむと、ひなたちゃんはにこにこ顔で頷うなずき、俺の指をぎゅっと握る。そのまま手を繫つなぎ合って、型抜き屋さんの前を離り脱だつ。お面屋、くじ引き屋と、辺あたりを注視しつつ夜店の前を通り過ぎていく。

「……っ!?」

　そうしているうち、ふと隣となりを歩く智花と目が逢あった。とたん、勢いよく片結びの髪が跳ね、恐きよう縮しゆくするように視し線せんが下げられる。

　ん、一体どうしたんだろ。何か、ひどく迷っているような……あ！

「智花、ほら」

「……あっ」

　現在、先ほどまで智とも花かと繫つながっていた俺おれの右手には、ひなたちゃんが抱きついている。

　だから智花は一歩離はなれて隣となりを歩いていたわけだが、もしかしたら、それを少し寂しく思ってくれているのかもしれない。

　いや、もちろんこんなの間抜けな勘違いである可能性の方が高い。それでも、智花が慕ってくれていたのを気付かずにやり過ごしてしまうよりは、誤解で大恥をかくほうが何倍もマシだ。

　そう思って差し出した空あいている方の左手を、

「あ、ありがとうございますっ。……え、えへへ」

　智花は少し迷ってから、ぎゅっと握りしめてくれた。

「わーい。ともか、いらっしゃいませ」

「お、おじゃまします！」

「あはは……」

　ご機き嫌げんなひなたちゃんとユニークな掛け合いをして、智花は頰ほおを染め俯うつむく。なんとなく左手を軽く動かすと、呼応するように智花も俺の指の間をほのかに撫なでた。ちょっとこそばゆい。

「あ、そうだ。ひなたちゃんも智花も、お腹なか空すいてない？」

　そんなこんなで三人で寄り添い愛あい莉りを捜す途中、二人ふたりともおそらくまだ何も食べていないであろうことに気付く。

「おー。すいたかも。でもひなのおさいふ、まほがもってる」

「平気平気。独りにさせちゃったお詫わびに、お金は俺が出すから」

　ま、本当はひなたちゃんの巾きん着ちやく、真ま帆ほから預かってあるのだけど。でもここは年上として出してあげるべき場面だろうし、渡すのは今じゃなくて良いだろう。

「おー？　いいの？」

「もちろん。ずっと食べてないんだろ……っ!?」

　はらぺこでは歩くのも辛つらかろう。遠えん慮りよしなくて良いと伝えるべく隣を見下ろし──そのときようやく、俺はひなたちゃんの身に重大な問題が発生していることに気付いた。

「どうしたの、おにーちゃん？　えっとね、じゃあひな、ちょこばなな食べたい。でもあいりがみつかってからでも大丈夫だよ。ひな、まだまだげんき」

　いつも通りの笑顔えがおと共に向けられた澄すんだ瞳ひとみから、慌てて顔を逸そらす。

　──ひなたちゃんの浴衣ゆかたが襟えり元もとのところで緩ゆるみ、無防備に肌が露ろ出しゆつしてしまっていたせいで。

　これは、大変よろしくない。俺の視し線せんの高さからだとちょうど見下ろす形になり、そんなつもりなど全然無くても見てはいけない部分が見えてしまいそうだ……。

「そ、そっか。じゃあ、申し訳ないけど後にするか！　……と、ところでさ。ひなたちゃん、浴衣、直した方が良いぞ。チョ、チョコバナナがこぼれたら大変だし！」

　言ってすぐ気付いたが、別に浴衣が緩んでいることとチョコバナナの危険性にはそれほど関係がない。我ながら取り乱しすぎだ。

「……おー？　おにーちゃんに、おっぱいまる見え？」

「ふぇっ!?」

「みみみ見えてません！　見えそうだっただけ！」

　またしても微妙に失言である……！　これではまるでひなたちゃんの意外とふくよかな胸元に大だい興こう奮ふんしているみたいではないか。否いな否否、実際のところ俺おれは断じて大切な教え子、あまつさえ小学生に対して不ふ埒らちな眼めなど向けてはいない。だから、落ち着け！

　唇を嚙かんで密ひそかに自省している横で、ひなたちゃんは楽しそうに片手で襟えり元もとを合わせ直す。ああもう危なっかしいなあ。ほらまた見えそう……ってアホか、だからそっちみんな！

　ダメだ、あまりにノーガードすぎて別の意味で目が離はなせない（いや本当に別の意味で）。

　……うむ、ひなたちゃんにちゃんと女性としての分別がつくまで、しっかり俺が護まもってやらなくちゃいかんな。

　などと、いかにも娘に嫌われそうなパパの如ごとき庇ひ護ご欲よくを喚かん起きされてしまったり。

「どう、出来たかな…………あー。ひ、ひなたちゃん。あんまり直ってないかも、浴衣ゆかた」

「ほんとですなー。帯、結び直さないとだめかも」

　確かく認にんのためちらりと眼を向けまたすぐ逸そらす。どうやら対症療りよう法ほうでは着衣の乱れを修正することが出来なかったようだ。このままにはしておけないので、俺は智とも花かと頷うなずき合い、人でごった返す夜店から離はなれ、手近な社やしろの裏手に。

「よし、じゃあここで。……と、ひなたちゃん自分で帯結べる？」

「おー。ひな、とくいだよ」

　周りに誰だれもいないことを確認してから問えば、自信ありげな首しゆ肯こうが返ってきた。良かった、じゃあ俺が後ろを向いているうちに自力で着付けをやり直してもらって──

「あーれー」

「きゃあああっ!?」

「ってまだ解ほどいちゃダメ～～～～～～～～～！」

　──などと頭の中で算段を固めていた途中、やにわにひなたちゃんが嬉き々きと帯をお抜き取りあそばれた！

　うう、慌てて眼を塞ふさいだものの、一いつ瞬しゆんだけ正せい中ちゆう線せんに沿って月明かりに透き通る肌をばっちり視界に納めてしまったではないか……。

　いやしかし、それはそうと。

　今、またしてもそこはかとない違和感があった気が……。

　その。我ながら矛む盾じゆんした言い草だとは思うものの。

　なんだか上から下まで、やけに肌はだ色いろすぎたような。
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「あ、あ、あ、ひなた、やっぱりっ……？」

　隣となりでは智とも花かが、口をあんぐりあけたまま言葉を失っている。と、ととということは、懸け念ねん通りひなたちゃんは──

「──っ！」

　激はげしく頭を振る。やめろ記き憶おくを呼び起こすな俺おれ！　抹まつ消しようだ、一いつ瞬しゆんの残像を完全にデリート。それが無む邪じや気きな少女を護まもるための優やさしさ……！　そう、俺は何も見ていない。観かん測そくされてない以上、浴衣ゆかたの中の状態は未み確かく定ていなのだ。ならば下着Ｘの存在は、現時点で否定できるものではないはず……！

「え、ええと！　ひなたちゃん、結び終わった？」

「おー。ちゃんとできたよ」

　無む理り矢や理り心を落ち着け、目を背そむけたまま問う。お墨付きを頂いたものの、何度も予想を外され疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまったせいで、再度ひなたちゃんの姿を捉とらえるのにかなりの時間を要してしまった。

「……おお、上手じようずだね」

　結果として、この時はなんのアクシデントもなく、きちんと襟えり元もとが閉じられた浴衣姿のひなたちゃんと対面することが出来たわけだが。

「っと……たださ。レディはむやみに男の人の前で服脱いじゃダメだからね。これ、俺とおやくそくな」

　安あん堵どしつつ、保ほ護ご者しや代理として教育的指し導どう。

「おー？　わかった。ひな、れでぃだからあんまり脱がないようにする。むやみじゃなくて、おにーちゃんの前だけにする」

「や、や、や！　俺おれの前もダメです！」

「……おにーちゃん、ひなのからだ、見るのいや？」

「それは断じて違うぞ！　──ってじゃなくて！　ほ、ほら、練習のために！　素敵すてきなレディになる練習のために、俺も含めて男の人の前ではいつも気をつけておきましょう！」

「おー。なるほど。ひな、気をつけます」

「あ、あはは……。うん、良い子だ。それにしても、結構浴衣ゆかた着るのって難むずかしいんだろ？　えらいえらい」

　連れん鎖さする失言を必死の思いで断ち切ってから、半ば癖くせとなりつつある頭なでなで。ちょっとスキンシップが過剰気味かもしれないが、ひなたちゃんも嬉うれしそうに眼めを細めてくれているので嫌いやがられてるという事はなさそうだし、遠えん慮りよしなくても平気かな。

「おし、それじゃ愛あい莉りを捜しに行こう」

「はいっ！　ひ、ひなた。そ、その……転ばないように注意してね……」

「おー。れっつごー」

　もう一度二人ふたりと手を繫つなぎ、備え付けられたスピーカーから祭り囃ばや子しが流れる露ろ店てん街がいに向けて歩き出す。

　──ぎゅっ。

　と、そのとき遅ればせながらに気付いた。

　俺の手を握る、ひなたちゃんの力強さに。

　いや、力強さというよりはむしろ──頑かたくなさ、か。絶対に離はなさないよう両手を添え、肘ひじ辺あたりに小さな頭を押しつけて密着し続けようとする仕し草ぐさに、ふと胸の中心が窄すぼまるような錯さつ覚かくを味わう。

「……ごめんな、ひなたちゃん」

「おー？」

「なかなか見つけてあげられないで、ごめん。寂しかったろ」

「…………おにーちゃんもともかも、もういなくなったらダメだよ？」

　ますますきつく、ひなたちゃんは俺の腕に身体からだを押しつける。

「ひなた……。うん、絶対そばにいるよっ」

「ああ、約束する」

　そう頷うなずいてから、痛くしたら大変だと思って自然体で広げていた指先に、俺もまた僅わずかに力を込めた。
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「うーん。愛あい莉りならこういう時、どこに行くかな」

「本部前とか、分かりやすいところで待っていてくれる気もするんですけど……」

　捜索再開。辺あたりを見回しながら、一番南側の通路を端から端まで横断してみる。

「あっ！」

「おー。あいり、はっけん」

「良かった……。おーい愛莉っ」

　そしてようやく、俺おれたちはほぼ同時に、神殿の軒のき下したで俯うつむき加減に立ち尽くしている少女の姿を発見した。

　喜びと安あん堵ど感かんを胸に満たし、足並みを揃そろえ近くまで向かう。

　念願の再会まで、あと十数歩。

「……ん!?」

「……あ！」

「……おー？」

　と、いうところで、俺たちは愛莉が現在進行形でトラブルに見み舞まわれていることを把握した。

「なーなー、いいじゃんいいじゃん、俺と一いつ緒しよに遊ぼうぜ～。超ヤバげに花火見えまくる良い場所案内してやるからさぁ」

「…………はうう。わ、わたしは……そのぉっ」

　愛莉のすぐ隣となりで、ベースボールキャップを斜めに被かぶったいかにも遊び慣なれてそうな若者が、恐怖に揺れる瞳ひとみを馴なれ馴なれしく覗のぞき込んでいやがったのである。

　いわゆる一つの、ナンパというやつだ。

「た、たたたいへんです昴すばるさんっ……！　どどっ、どうすれば」

　取り乱す智とも花かを制し、ひなたちゃんと共にこの場から動かず待っているようジェスチャーで告げる。

「ちょっと行ってくる。まったくけしからん、俺の大事な教え子に……！」

　それから斜め帽子のチャラ男おを強く睨にらみ付け、単身怒り肩で歩み寄っていく。

「す、昴さんっ!?　で、でもあの男の人、昴さんより年上そうです……！」

　俺の身を案じたのか、智花が震ふるえる声で背中越しに呼びかけてくれる。そうだな、確たしかに見たところ二十歳は超えていそうだ。けど、目の前で愛莉があんな怯おびえた表情を窺うかがわせているのに、いちいち躊躇ためらってる余裕なんて持ち得ないんだ。

　片手を上げて智花に謝しや意いを告げてから、俺はチャラ男の前で殊こと更さら足音を響ひびかせ立ち止まる。

「愛莉、遅くなってごめん」

「は、長は谷せ川がわさぁんっ……！」

　こちらに気付くや、愛あい莉りは涙目のまま大きく笑えみを浮かべて俺おれの背中に回り込む。ただでさえ臆おく病びようで、人見知りの気けがある子なのだ。さぞや、怖い想おもいをさせてしまったことだろう。本当に申し訳ない。もう大丈夫だ、なんとしても護まもってやるからな。

「おいおい、オタクなんなわけぇ？　まさかそのコの男かよ？」

　横やりに腹を立てた様よう子すで、チャラ男おが指をラッパーみたいに開きながらガニ股またでにじり寄ってきた。ああもう気持ち悪いな、顔近いっての。

「俺は……保ほ護ご者しや代理だよ」

「保護者ぁ!?　ハッ、こんなガキみたいな保護者がどこにいるってんですかぁ？」

　無礼な煽あおりに、背中からひぐっ、と啜すすり声ごえ。む、いかんな。俺はともかくとして、早く片付けないとこいつ、何か愛莉を傷つけるようなことを口走りそうだ。

「おら、わけわかんねーこと言ってねぇでとっとと失うせろっての！　それとも怪け我がしたいか、くそガキ。ああン？」

　ふむ、どうしたものか。正直一発くらい天てん誅ちゆうを加えてやりたい欲求もある。普段ふだん叔お母ばやら幼おさな馴染なじみやらに虐ぎやく待たいを受けまくってるおかげで打たれ強さにだけは自信があるので、何発か貰もらう覚悟でカウンターを狙ねらえばなんとかなりそうな気もする。首や二の腕を見る限り、とても鍛きたえてあるようには見えないし。胸板もうっすい。

　いや。でも、ダメだ。勝ち負け以前の問題として、血なまぐさい場面を子どもたちに見せるわけにはいかないもんな。短絡的な行動に頼らず撃げき退たいせねばなるまい。

「悪いけど、放ってはおけないよ。……変態を野放しになんてできないから」

　となると、最善策はやはりこれか。

「あ、変態？　おいてめぇ誰だれに向かって──んだこら!?」

　いきり立ってさらに顔を近づけてきたチャラ男。その隙すきを突いて、俺はピボットで身体からだを時計とけい回りにぐるりと回転させ、男の肩を抱く。

「そりゃ、あんたに向かってに決まってる。……年下好みも、行きすぎると社会的にいろいろ問題なんだから、さ。あんたもう二十歳はたち超えてるだろ？　そりゃマズいよ、マズすぎる」

　そして耳元で、内ない緒しよ話ばなしをするように囁ささやいてやる。……ふむ、この目の前でぶらぶら揺れてるピアス、思いっきり引っ張ったらすごいことになりそうだ。もちろんやらんが。

「……何言ってんだてめぇ？」

「あれ？　まさか気付いてなかった？　あんたが熱ねつ心しんに口く説どいてたその子──まだぴっかぴかの小学生だぜ」

「な!?」

　刹せつ那な、男がぎょっと目を剝むき仰ぎよう天てんする。

「って、どこがだコラ！　小学生でこんなデカ……もが！」

　が、結局信じて頂けず、すぐにまた威勢を取り戻してしまった。しかしいつでも口をふさげる状況に持ち込んでおいて正解だったな。愛あい莉りもだいぶ自分の背の高さを受け入れてくれつつあるとはいえ、まだまったく傷つかないというわけではないだろうし。

「ところが本当の話。その子、小六。十二歳」

「出で鱈たら目めもいい加減にしろ！」

　ああもう大きい声出すな。うるさいなあ……。

　仕方ない、物証は出せないが、それでも信じてもらうために協力を仰ぐとしよう。

「ねえ愛莉」

「ひ、ひゃいっ!?」

　急に呼ばれ、おろおろと立ち尽くしていた愛莉がびくりと背筋を伸ばす。ごめんな、手間取っちゃって。もうすぐ終わらせるから。

「愛莉ってさ、干え支とは何？」

「え、干支……ですか？」

　いきなり突とつ拍ぴよう子しもないことを尋たずねられ、きょとんとする愛莉。が、すぐに不ふ思し議ぎそうに首を傾けながら、自分の生まれ年を口にしてくれた。

「え。ちょっと待てって……」

　その名を聞くや、チャラ男は何度も指を折り逆算らしきものを始める。よかった、少しは頭が回る輩やからで。

　これは叔お母ばのミホ姉ねえから教えてもらった無む駄だ知ち識しきだが、年ねん齢れい詐さ称しようの疑いがある相手を困らせたいなら、出し抜けに干支を尋たずねてやるのが良いらしい。しょっちゅうプロフィールを世に晒さらさねばならぬ芸能人でもない限り、そこまで事前に辻つじ褄つまを合わせておく人間は少ないからだそうだ。

　逆に言うと、ノータイムで年ねん齢れいと合致する干支を答えられるということは、その人物はウソを付いていない可能性が高くなるわけで。

「おいおい、マジ……なのか」

　愛莉が十二歳なのは、紛まぎれもない事実。だから答えた干支も、当然正しい。にわかに男は、こめかみから大粒の汗を落とした。

　さーて、もう一押し。たたみ掛けてやりますか。

「いやはや。まさか、小学生の女の子をあんな必死こいてハァハァ口く説どく輩やからが本当に存在するなんてな～」

「ハァハァはしてねえよ！」

「あれ、そうだっけ。でもま、口説いてたのは事実な訳だ……小学生を。ふーん、なかなか困った趣しゆ味みをお持ちなようで。……なんて言うんだっけ、そーゆー人のこと。えーとほら、ロ……ロリ……ロリコ──」

「うわあああああやめろぉぉ！　とんでもない濡ぬれ衣ぎぬ着せるんじゃねえ！　俺おれはノーマルだああっ！」

　大声で叫びながら、脱だつ兎との如ごとく逃げ出すチャラ男お。

　……ふう、なんとか穏おん便びんに済んだか。

　ま、無理もない話だ。身に覚えのない人間にとって、『あの』烙らく印いんは針の筵むしろのようにいたたまれないものだからな。俺自身同様の経けい験けんを味わったことが有るのでよく分かる。

　ほんと、この手の特殊な状況でもない限り、健全な人間をロリコン呼ばわりするのはとてもいけないことだと思う。

「さ、変なのはいなくなったぞ。改めて、ごめんな愛あい莉り、来るの遅くなったせいであんな……ん、どうした？」

　とにかく難なんは去った。改めて愛莉の方に向き直り、苦笑と共に頭を下げたのであったが、どうも様よう子すが変だ。妙にぼんやりとして、潤うるんだ瞳ひとみで俺の事をまっすぐに見つめ続けたまま佇たたずんでいる。

「あ、あんなこわそうな人を……簡かん単たんに説得してしまうなんて。は、長は谷せ川がわさんはほんとうにすごいですっ！」

「うぇ!?」

　不ふ思し議ぎに思い戸惑っていると、愛莉は胸元に両手を寄せて普段ふだんよりトーンの高い声で俺の事を絶ぜつ賛さんしてくれた。

「い、いやいやいや。あれくらいなんでもないってば！」

「そ、そんなことありませんっ！　さ、さっきの昴すばるさん……そ、その……ととっ、とても格好良かったですっ！」

「わーい。おにーちゃんは、せいぎの王子さま」

　さらにひなたちゃんと一いつ緒しよに智とも花かまで近くに来て、強く赤らめた頰ほおを両側から押さえながら、ぎゅっと眼めを閉じ行きすぎた評価を！

「ねえ！　かかっ、かっこう良かったよねぇ智花ちゃんっ！　……はぅ」

「う、うんうんうんっ。ひなたの言う通り、おっ、王子さまって、こんな感じかなって思っちゃった……」

「ちょちょちょ、やめてくれってば！」

　手を取り合い、瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせながらこちら見つめて下さる智花たち。ぐわしまった、よかれと思って密みつ談だん形式で説得したことが思わぬ弊へい害がいを生んでしまった。明らかに三人の中で俺の行動が美化されている。実際のところ、撃げき退たいした手口はしょーもないにも程がある内容だったというのに！

「さ、さあもうすぐ花火始まっちゃうぞ！　早く真ま帆ほたちの所に行こう！」

　たじたじで促し、肩を押すようにして無む理り矢や理り移動を開始。

　うおー、びっくりした……。急に思いもよらない方向から持ち上げられたものだから未いまだ動どう悸きが収まらない。みんな無む邪じや気きというか、無防備すぎる発言は控えて欲しいものである。なんだか変な風ふうに意い識しきしてしまうじゃないか。




　　　　【４】




　展てん覧らん席せきで場所取りをしてくれていた真ま帆ほたちとはスムーズに合流でき、ようやく全員集合。

　板で組まれた桟さ敷じきに横並びで腰掛け、しばし再会を喜び合ってから、俺おれは単身で追加の食べ物を調ちよう達たつしに向かった。有あり難がたいことに五人とも手伝てつだうと進言してくれたが、花火の開始予定時刻まではもう十五分ほどしかなかったので、うっかり出で端はなを見逃すことの無いよう気持ちだけ受け取っておくことに。

「～～～～～っ！　ま、真帆……あんた絶対おかしい……！」

「はむっ！　はくっ！　……く、くふふふ。さすがあたしだ、なんともないぜっ！」

　両手に食べ物飲み物を抱かかえ帰き還かんすると、真帆と紗さ季きがかき氷の早食い対決に興きようじていた。形勢は完全に真帆優ゆう勢せいであるものの、豪語するほど余よ裕ゆう綽しやく々しやくという感じでもない。……というか顔が真まっ青さおだ。

「こら、あんまり無理しちゃダメだってば。ほい、温かいの食べな。紗季も」

「あ、おかえりすばるん。……べ、べつにこれくらい平気だけど。せっかくすばるんが買ってきてくれたんだし、しょうがないなっ」

「た、助かります。……はふ。あ、思ったより美お味いしい。ちょっと生き地じが固いけど……ふふ。お祭りなんだし野や暮ぼなことは言わないでおくわ」

　つまようじを手に取り、たこ焼きを一つずつ二人ふたりの口の中に放り込んでやる。実家がお好み焼き屋さんである紗季には気に入ってもらえないかも……と少し心配だったが、さすが良くできた子で嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめてくれた。

「あはは、合格点もらえたなら良かった。かき氷、意外と危ないから残りはゆっくり食べてな」

　ケアを終え、二人が陣取る桟さ敷じきの左端から目を離はなす。えーと、残るたこ焼きは誰だれに渡そうか。真帆と紗季はまだかき氷が残ってるし……。

「ぺろっ、くちゅっ……。おー。けっこうきれいになったかも」

　五人の中心に腰掛けたひなたちゃんは、念ねん願がんのチョコバナナに夢中なので今は持て余してしまうだろう。にしても……はは。そんな風ふうにチョコだけ先に舌で舐なめ取ったら、ただのバナナになっちゃうだろうに（というかもう既にそうなりつつある）。

　ま、お祭りの時ぐらいしか出来ない遊びだし、無む邪じや気きに微笑ほほえんだ表情がたいへんかわいらしいので不問とさせて頂きましょう。

「愛あい莉り、はい」

「あ、ありがとうございますっ！　……えへへ、頂きます」

　ということで、たこ焼きの入った透明なパックは右端の愛莉に託す。お腹なかが空すいていたのか、とても嬉うれしそうに両手で厳おごそかに受け取ってくれた。

　さてと、それじゃそろそろ俺おれも腰を落ち着け……たいところなんだけど。

　なにやらさっき席を立った時と違う場所に、一箇所不自然な隙すき間まが出来ているんだよなあ。

「……智とも花か、失礼するね」

「──っ!?　は、はははいっ！」

　明らかに意図的な思惑が見て取れるわけであるが、この時は迷わずそこ──ひなたちゃんと智花の間に身をねじ込む。

　だって、約束したからな。すぐ近くで、一いつ緒しよに花火を見ると。慎つつましやかな智花が精一杯の勇気で、実の兄に対してするように甘えてくれたのだ。何が何でも、たとえどんなに茶化ちやかされようとも、今日きようばかりはこのポジションを死守しなければならない。

「おっ。くふふ、やっぱすばるんはそこ座るか～」

「ふふ、やっぱり私たちじゃ敵かなわないわね」

「わーい。おにーちゃん、ひなともとなり」

「えへへ、良かったね智花ちゃんっ」

「そ、その……も、もうっ。ご、ごめんなさい、昴すばるさん」

　恐らく俺のいない間、いつものおふざけで俺を智花の隣となりに誘ゆう導どうしようとする画策があったのだろう。……むしろ感かん謝しやだ。おかげでこれほどまでスムーズに、俺もまた望みの席につくことが出来たのだから。

「はは、どうして謝あやまるのさ？　俺も……そ、その。嬉うれしいよ。約束通り、智花の隣となりで花火が見られて」

「──っ。す、昴……さん……」

　みんなに気付かれぬよう、こっそり智花の手を握ってやる。今日きよう、ずっとそうしてきたように。変わらず今も、すぐ傍そばにいると、言葉ではない方法で伝えるために。

「…………」

「…………」

　それ以上、なんとなく口が動かなくなって。智花と共に星空を仰ぐ。夜風が頰ほおを撫なで、火ほ照てった肌をわずかながらクールダウンしてくれる。

　ちらりと腕うで時計どけいに目を落とせば、開始予定時刻はもう過ぎていた。いつ、最初の一発が上がっても不ふ思し議ぎはない。指標のない待ち時間は、一分一秒が何倍にも引き延ばされたかのようで、智花の微細な手の動きが、俺にこそばゆさと、今日一日の楽しい時間を思い起こさせる。

　早く、綺き麗れいな花火に酔いしれたいような、もう少しだけ、このもどかしい時間を味わっていたいような、不ふ思し議ぎな感覚。




「智とも花かっ!!」




　──それが、突然真後ろから響ひびいた叫び声で、かき消された。

「え？」

　虚きよを突かれ、呆ほうけたように智花の咽のどが鳴る。それに続き、あっけなく解ほどけた手の温ぬくもり。

「どうして、言いつけを守れない……！　いつからそんな悪い子になったんだ。さあ来なさい、家に帰るぞ……！」

「きゃ、ま、待って…………お、お父とうさんっ!?」

　驚おどろき、振り返るよりも一いつ瞬しゆん早く、智花の身体からだが抱え上げられ、隣となりから気配けはいが消える。

「……やはり、バスケットボールなど辞めさせるべきだった。悪い影えい響きようしかないじゃないか」

　立ち上がって辺あたりを見回せば、智花は何者かに無む理り矢や理り手を引かれるまま、丘の下に連れて行かれようとしていた。

　いや、何者か……じゃない。

「……お父さん？　……智花の、お父さん？」

　もしかして今日きようの外出、智花のお父さんから許しを得たわけでは……無かったのか？　花か織おりさんが、ご厚意で家からこっそり連れ出してくれただけ？　それで、娘がいなくなったことに気付いた智花のお父さんが、ここまで探しに来た？

「す、すばるんっ！」

　混乱し立ち尽くす俺おれのシャツを、真ま帆ほが後ろから引っ張る。それではっと我に返り、

「……っ！　みんな、ここに居てくれ！」

　一いち目もく散さんに後を追う。観かん覧らん席せきを抜け、歯を食いしばり暗い山道へ突っこんでいく。

「わ、わたしたちも行きますっ！　待ってなんていられません！」

「……愛あい莉り、みんな！　わかった、一いつ緒しよに行こう！」

　走りながら背後に続く四つの気配けはいを感じ、頷うなずく。そりゃ、そうだよな。大切な友達が有う無むを言わさず連れていかれようとしているのに、この子たちが黙だまっていられるはずもないか。

　くそ。智花との約束が、こんな形で守れなくなってしまうなんて。

　そんなの、嫌いやだ。

　何としても、今からでも許してもらわないと。智花のお父さんに……！







「ま、待って下さいっ！」

　ようやく追い付いた二つのいびつな影かげに大声で呼びかけると、まず小さな背中がびくりと、続いて大きい方が煩わずらわしそうにその歩みを止める。

「昴すばる、さんっ……」

　智とも花かの囁ささやき声ごえが、やけに遠くから響ひびく。山道を点々と照らす行あん灯どんの光が俺おれたちの傍そばまで届いてないせいで、俯うつむき加減の表情は全く窺うかがえない。

「君……君たちは？」

　押し殺したような、低い声。智花のお父とうさんが、ようやくこちらの存在に意い識しきを向ける。

「俺おれ……僕は、慧けい心しん学がく園えんのバスケ部で智花さんのコーチをさせて頂いてます、長は谷せ川がわ昴と申します。この子たちは、その部員です」

「やはり、か」

　声よりも、続けて漏らされた溜ため息いきの方が大きく聞こえるほど、暗がりの先で智花のお父さんが嘆なげいた。

「すすんで約束を破らせようとするとは、やはりバスケットボールをやっている者にろくな人間はいないということか。……監かん督とくまで一いつ緒しよとは、救いようもない」

「えええちょっとそれひどすぎじゃん謝あやまってよ──もが!?」

「……真ま帆ほ、お願ねがい。堪こらえて。頑がん張ばって、堪えて」

　いきり立って抗こう議ぎしようとした真帆の口を、紗さ季きがいつものように押さえる。悔しそうに、唇を血が滲にじみそうなほど嚙かみしめながら。

　この時ばかりは、紗季だって真帆の憤いきどおりももっともだと思っているのだろう。それどころか、むしろ自分から強く否定したかったに違いない。

　けれど、必死に耐えてくれた。ここで乱らん暴ぼうな言葉を浴びせてしまったら、偏見を解く機き会かいを永遠に失ってしまうだろうから。

　それに、故ゆえ無き言いがかりではないのだ。かつて、智花がバスケ部でいじめに遭っていたという事実。他ほかの理由はともかく、娘を愛する親おやがバスケを嫌うに至るには、ただそれだけで十分すぎる。

「……っ！　はなして、だいじょぶだから。…………もっかん、ごめん」

「あ、謝あやまらないで真帆っ！　ね、ねえお父とうさん！　勝手に家を抜けだした私は怒られても仕方がないけど……でもお願ねがい。私の友達と、昴すばるさん……コーチのことだけは悪く言わないでっ！」

　悔しそうに地面を蹴けった真帆の声を聞いて、智花が涙声で父親にしがみつく。

「ともか、ちゃんっ……」

「ともか。泣いたら、いやだよ」

　ぐすりと鼻を啜すする音は、愛あい莉り……それともひなたちゃんのものか。

　二人ふたりとも、かもしれない。

「……行くぞ」

　智とも花かのお父とうさんは一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰まった様よう子すだったが、これ以上問答を続ける気はないよう。肩を震ふるわせる娘の首裏に手を当て、もう一度歩き出すように強しいる。

　やがて、全すべてを諦あきらめたかのようにしょんぼりと背中を曲げ、智花がゆっくりと踵きびすを返し──

「お、お願いですっ！　話を、せめて話を聞いて下さいっ！」

　ダメだ、行かせるわけにはいかない。何も告げず別れたら、誤解されたままだ。智花も、真ま帆ほたち四人も、バスケというスポーツも。

　俺おれにとって、それ以上の哀かなしみなど、きっと存在しない。

「話など、何も──」

「──智花さんを勝手に連れ出し、本当に申し訳ありませんでした！」

　振り返らずそのまま歩み去ろうとする智花のお父さんに、あらん限りの声で頭を下げる。

「…………」

　良かった。立ち止まっては、もらえた。

「す、昴すばるさんっ。家を出たのは、私がお母かあさんに……」

「いや。もし連絡もらってなかったら俺が迎えに行こうと思っていたからな。だから、同じ事だよ」

「……花か織おりの、差し金か。まったくあいつは」

　困り果てたように腕を組む智花のお父さん。……もし花織さんもひどく怒られるようなことになればお詫わびのしようもなかったが、どうやらそんな家族関係とは違うようだ。

「とにかく、僕たちが智花さんにもお祭りに来て欲しいと思っていたのは、事実です。そのせいで約束を破らせてしまったことは、謝あやまります。本当にすみません」

　そこで一度、顔を上げる。そしてまっすぐ前を向き、勇気を振り絞って、怒ど鳴なられるのも覚悟で次の言葉を紡ぐ。

「ですがそのこと以外は、僕たちはバスケ部員……スポーツをする者として恥じるようなことは何もしていないつもりです。智花さんも、初めて会った時から今までずっと、真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正ただしい、良い子のままです。きっと、昔と変わらず」

「知ったようなことを言うじゃないか。君に智花の何がわかる？」

　声が詰まる。この台詞せりふを、実の父ちち親おやに言われてしまうと辛つらいが……それでも、もう進むしかない。思ったままに、伝えるしか。

「…………バスケへの想おもいと、バスケ部の仲間への愛情を知っています。ここに来てくれたのは、きっと僕たちが誘ったからです。けどそれはお父さんとの約束を軽かろんじたとかそういうことじゃなく、ただ仲間と、どうしても一いつ緒しよにいたかっただけなんだろうと思います。それくらい、バスケ部には智花さんにとって大切で、大好きな友達がいるんです」

「よくもまあ、次から次へと臆おく面めんもなく。見たところだいぶ若そうな割に、口だけは──」

　もうたくさんだとばかりに、かぶりを振りながら俺のすぐ傍そばまで歩み寄る智花のお父さん。

　が、どうしたのか不意に言葉を止め、こちらを見つめたままぽかんと口を開く。

「え……あっ」

　俺おれもまた目を合わせたまま戸惑い、遅れて驚おどろきが全身を駆け抜けていった。

　……暗くてよく見えなかった智とも花かのお父とうさんの面おも立だちを、至近からようやくはっきりと確かく認にんした直後に。

　縁ふちなしの知的な眼鏡めがねに、長年着き馴ならしているのであろう少しも違和感のない和装。どこか、テレビでたまに見る人気落語家さんに似た雰囲気を持った、この人は。

「やはり、先ほどの少年か……」

　少しばつの悪そうな声には、そうだ聞き覚えがある。怒りのせいでトーンが変わっていたためか、この瞬しゆん間かんまで気付けずにいたが。

　この方、参道で出会ったあの男性だ。

「──っ！」

　突とつ如じよとして訪れた沈ちん黙もく。

　それが、いくつもの足音で埋まる。

　真ま帆ほが、紗さ季きが、愛あい莉りが、ひなたちゃんが。切迫しきった顔つきで俺の傍まで駆け寄り、智花のお父さんを囲むように並び立つ。

　そして。

「お願ねがいっ！　お願いだから、もっかんのこと連れてかないでよっ！　仲間なんだ、大事な大事な大事な仲間で、友達なんだからっ！」

　真帆が叫ぶ。

「どうしてもトモと花火が見たかったんです！　トモがいないと、私たちはちっとも楽しくないんですっ！」

　紗季が、

「お願いします。いっしょに、いさせてください。ひなを、みんなと、ともかといっしょにいさせてください。ひなは、みんなといっしょが、だいすきです」

　ひなたちゃんが、

「わたしは、弱くて臆おく病びようで、ダメな子です……。でも、智花ちゃんと、バスケットボールに出会えたおかげで、いっぱい頑がん張ばろうって決められたんです！　智花ちゃんが、バスケットボールが、わたしに勇気をくれたんですっ！　ダメなわたしを、助けてくれるんですっ……」

　愛あい莉りが沈痛な面おも持もちでさらに前へ進み出る。

「……昴すばるさんっ！　真帆、紗季、ひなた、愛莉っ！」

「な、智花……!?」

　嗚お咽えつ混じりの震ふるえる声が響ひびいて、ついに智花は父親の腕の中から離はなれ、一歩前進した。

　あの素直で従順な少女が、唐とう突とつに見せた明めい確かくな異い議ぎに、驚き、固まるお父さん。

「みんな、ありがとうね」

　智とも花かはそう言って俺おれたちの眼めを順じゆん繰ぐりに見つめ、浴衣ゆかたの袖そで口ぐちで涙を拭ぬぐう。それから父親の方へ向き直り、深々と頭を下げた。

「私は、怒られても仕方がないことをしました。ごめんなさいお父とうさん、わがままばかりで、本当にごめなんさいっ！　……でも、みんなは違うの！　本当に優やさしくて、温かくて、大好きで大切な仲間なの！　みんなの、昴すばるさんのおかげで、私はまた、たくさん笑えるようになったの！　……だから、お願ねがいします！　みんなのことだけは、私たちのバスケ部のことだけは、少しも悪くないって、とってもとっても素敵すてきな場所なんだって、わかって下さいっ……！」

　胸の内側に募つのる思いをすべて吐き出し終えてもなお、智花は腰を曲げたまま微動だにしない。

　深い謝しや意いは語るに及ばす、俺はその背中にコートの中のエースの姿を。仲間のために宿した不退転の決意を幻視したような気がした。

「智花」

「……っ」

　長い沈ちん黙もくの果て、父親に名を呼ばれ、ようやく智花が面おもてを上げる。

　見つめ合ったまま、微動だにしない親おや子こ。智花は不安げに、眼鏡めがねの奥で細められた瞳ひとみを、しかし決して逸そらすことなく、まっすぐに直視し続ける。

「コーチさん、なのか？　この方が」

　と、出し抜けに。智花のお父さんが俺の方へ顔を向けた。

「えっ、う、うん……」

　質問の意図が読めず、怯おびえたように俺と父ちち親おやの顔色を交互に窺うかがう智花。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

「……そうか。良い人に、見てもらってるな」

　苦笑混じりのそんな台詞せりふを聞き、

「え…………う、うんうんうんっ！　とってもとっても素敵すてきな……っ!?　すっ、すごく優やさしいコーチさんだよっ！」

　早口と共にぱっと表情を華やがせ、何度も頷うなずいてみせてくれる。

「お友達にもこんなに庇かばってもらって……安心した。転校を進言した花か織おりに、私からも改めて礼を言わねば、な」

　続けざまに子どもたちへ、智花のお父さんは柔にゆう和わな笑えみと共に頭を下げる。連れん鎖さするように、真ま帆ほたち四人も顔を見合わせて破は顔がんした。

「……まさか君が、バスケットボールをやっているとは」

　緊きん張ちようの糸が一気に緩ゆるんで盛大な溜ため息いきを漏らしてしまう俺であったが、もう一度智花のお父さんに声をかけられ、にわかに背筋をぴんと伸ばす。

「い、一応小学校から、ずっと続けておりますです！」

　何と伝えるべきかわからずあまり関係のない事を口走ってしまい、それきり二の句が継げなくなる。あ、う、どうしよう。なんか今さら激はげしく緊きん張ちようがぶり返してきた。

「──ああ良かった、間に合ったわ」

「……花か織おり？」

「お母かあさんっ！」

　そこに女神の恩おん寵ちようにさえ思えるほど柔らかで落ち着いた声が届く。皆が同時に眼めを向ければ、花織さんが額ひたいから一筋汗を流しながら微笑ほほえんでいた。

「ごめんなさいね智とも花か。お父とうさんのこと、上う手まく引き付けておくつもりだったのだけど」

「……言葉を選びなさい花織」

　なにやら微妙に焦り出す智花のお父さん。一体どんな駆け引きが行われていたのだろう。気になるが、それはそれとして（というか訊ききたくても訊けない）。

「まあまあ、私たちのことはともかく。……ねえあなた、昴すばるさんとお話しなされたのでしょう。素す晴ばらしい人よ。智花を任せても、大丈夫だと思うわ。お友達も、みんな良い子」

　そう言って俺おれの隣となりに目を向ける花織さん。四人はいつの間にやら、覚悟と誠意を示すような真剣な面おも持もちに。

　智花のお父さんも倣ならって子どもたちを一人ひとりずつ見つめ、それからふぅと長い溜ため息いきをもらす。

「……君たち、今日きようは邪じや魔まをして申し訳なかった。今後は私が家にいる時でも、気にせず智花のところへ遊びに来てやってくれ」

「──っ！　は、はいっ！」

「お、お父さん……。ありがとう、ありがとうねお父さんっ！」

　流りゆう麗れいな動作で腰を折り、真ま帆ほたちに向けて智花のお父さんが謝しや罪ざいすると、みんなは一斉に喜びを弾はじけさせた。

　──どん。

「あ、始まっちゃった……」

　その直後。重々しい音の固まりが降ってきて、真ま帆ほの声を皮切りに全員がぼんやりと星空を見上げる。

　丘の頂上に削り取られた半円型の火ひの粉こが、俺たちの気持ちを代弁するように遠くの空で舞まっていた。

「今から戻っても、たぶん場所は取られちゃってるわね……」

　苦笑混じりに、でもあまり気にした風ふうでもなく、紗さ季きが唇を舐なめる。俺としても先ほどみたいな落胆は無いものの、せっかくなら特等席で智花の願ねがいを叶かなえてあげたかったな。

「あらあら、あなたのせいでみんながっかりしてるわよ？」

「む……」

　いたずらっぽく笑いながら、旦だん那なさんの手を握りこむ花織さん。……その立たち居い振ふる舞まい、どう見ても二十代前半だ。

「あはは、大丈夫です。今からでも、観かん覧らん席せきに行けば見えますし。……ね？」

「もっちろん！　あーでも、前におっきい人いなければいいんだけどな。ねーすばるん、もし見にくかったら肩車よろしくね！」

「ぶー。まほ、ずるい。ぬけがけ」

「ふふ。まあ、全く見えないってこともないでしょ。さ、戻りましょう」

「うん、そうだねっ。……行こう、智とも花かちゃんっ」

　愛あい莉りに差し出された手を、嬉うれしそうに握り返そうとする智花。

　が、どうしたのか途中でその動きを止め、父親と花か織おりさんにむけて何かを頼み込むように恐きよう縮しゆくした瞳ひとみを向けた。

「うふ、そうね。ねぇ、あなた」

「…………うむ。…………その、君たち。少し花火から遠くなっても、構わないか？」

　しばし心苦しげに自らのあごを擦さすっていたお父とうさんだったが、ふと智花に向けて大きく頷うなずき、それから俺おれたちに問いかける。

　その意図はよくわからなかったけれども……これはきっと、いい話だ。

　誰だれもがそう思ったのだろう。返事に迷った者は、一人ひとりも居なかった。
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「とりゃー二刀流っ！」

「こらあんまり走り回っちゃダメでしょ真ま帆ほっ！　池に落ちたらどうするの！」

「わーい、愛莉のぱちぱち、ひなにちょうだい」

「ああっ!?　ひ、ひどいよひなちゃぁんっ……！　わ、わたしの線せん香こう花火の玉ぁ……」

　神社を出て歩くこと十分弱。俺たちは途中の雑貨店で手持ち花火を大量に買い込み、智花の自宅にお邪じや魔まさせてもらった。

「落ちないよ～っと、と、と!?」

「ほら言わんこっちゃない！　もう、あんまりご迷惑かけないでよね……」

「……おー？　あいり、ごめんね。線香花火、まだあるよ。ひなのいちばんのお気に入りも、あいりにあげる」

「あ、ありがとう……。で、でもへび花火は、ひなちゃんが遊んで良いよ」

　満面の笑えみではしゃぐ子どもたち。その背景を、一定の間隔で巨大な真円の光の粒が艶あでやかに彩りを添える。

　湊みなと家けから花火の打ち上げ場所である河か川せん敷しきまでは運良く高い建物が一つも存在しないため、毎年こうして縁えん側がわに腰掛け、悠々と花火見物が出来るのだという。なんとも羨うらやましい話だ。

　感かん慨がいと共に、家の中をぐるりと眺める。家屋はここ最近珍しくなった純和風の平家建てで、茶道と日本舞ぶ踊ようの稽けい古こ場ばが内包されているためか敷しき地ちもかなり広い（とはいえ真ま帆ほの家に比べれば常じよう識しきの範はん囲い内ないだが）。

　庭の方に目を移してみると、面めん積せきの約半分が錦にしき鯉ごいの泳ぐ池で占められ、反対側には智とも花かのお父とうさんの趣しゆ味みであろう数多くの盆栽。風流な佇たたずまいに、ついつい背筋が伸びてしまう。

　以前智花が『どうしても庭にバスケのゴールを置くことができない』と苦笑していたけど、なるほどこれでは許してもらえるか以前に、お願ねがいすること自体を躊躇ためらってしまうよな。だってここに球技のゴールなんて、あまりにも無粋すぎる。

「智花。前はバスケ、学校だけで練習していたの？」

　はしゃぐ四人を幸せそうに眺めながら、俺おれと並んで軒のき下したに腰掛け、西瓜すいかに口を付けていた智花に尋たずねてみる。もしそうなら、すごいな。恵まれてるとは言いい難がたい練習環かん境きようで、よくぞあれほど美しいシュートフォームを身につけられたものだと思う。

「はいっ。朝は早起きして、学校に行って練習してました。あ、でももっともっと小さい頃ころは、今日きよう集合場所にした公園に一つだけゴールが有ったんです。そこでシュートを打って遊ぶようになったのが、私の初めてのバスケです。今はもう、そのゴールは無くなってしまいましたけど。あはは」

「おお、そうだったのか……」

　昔から早起きだったんだな。では、毎朝我が家に来てもらっている現状も、そんなには無理を強しいてるわけじゃないのだろうか。そうなら、良いんだけど。

「ねートモ～！　長は谷せ川がわさんとイチャコラしたい気持ちはわかるけど、せっかくなんだし花火もしましょ」

「ふぇ!?　そ、そそそそんなことしてないもんっ！　ご、ごめんなさい昴すばるさんっ……！」

「あはは……。謝あやまることなんてないよ。それより、せっかくだから一いつ緒しよに花火してきな」

　紗さ季きに例の如ごとくからかわれ真まっ赤かになった智花の頭をぽんと一つ撫なで、横目で促す。

　ようやく、夢が叶かなったのだからな。打ち上げ花火は幾分迫力不足になってしまったけど、喜びの大きさなら変わるまい。

　いや、むしろ感かん慨がいは膨ふくらんでいるのかも。だって、我が家自慢の絶景を、大切な仲間と共有できているのだから。

「は、はいっ。行ってきます！　……あの、す、昴すばるさんも。もしご迷惑で無ければっ」

「ああ、これ食べ終わったらすぐそっちに行く。……約束、だもんな。智花と一緒に、なるべく近くで花火を見るって」

「……っ。……ありがとう、ございます。……えへへ」

　食べ終えた皮を受け皿に置いて立ち上がった智花に、赤い実のたっぷり残った西瓜すいかを掲げながら頷うなずくと、少し照れくさそうに俯うつむき加減で微笑ほほえみが返ってきた。

「よかったな、智とも花か」

　お辞じ儀ぎしてみんなの方へ小走りで向かう背中に、小さく独り言を漏らす。一時は本当に心配したけど、楽しい夏の記き憶おくがまたひとつ増えて、そしてお父とうさんのバスケに対する偏見が解けて、本当に良かった。

　……違うな、まだだ。バスケへの誤解は、むしろこれから解いていかねばならぬのだ。俺おれたちが、真しん摯しにスポーツマンシップと、仲間の絆きずなを大切にすることによって。

　今までも自覚していたことだけど。とてつもなく重要な仕事を引き受けてるんだよな、俺。改めて、実感する。ただバスケを教えれば良いわけではない。バスケを通して、子どもたちがまっすぐ育っていくよう、導みちびいていかなくてはならぬのだ、と。

　月並みだけど。

　がんばろう。強くそう思った。

「……楽しそうだね、智花は」

「お、お父さん!?」

　抜き打ちに横から穏おだやかな声が聞こえ、立ち上がって振り返る。

「楽にしておくれ、昴くん。……あー。ただ、そ、その呼び方は、な」

「あ!?　す、すすすすみませんっ！　な、なんとお呼びすれば!?」

「忍しのぶだ。名前で呼んでもらって構わない」

「わ、わかりました！　し、忍さんっ。お庭を貸して下さり、ありがとうございます！」

　と頭を下げた直後、教え子の親おや御ごさんとはいえ俺の如ごとき若造が目上の人を名前で呼んで本当に良いものなのかと軽く惑う。

　あ、けどもう花か織おりさんのこと何度も花織さんって呼んでるか……。今さらすぎる疑問だった。ならばお言葉に甘えてそう呼ばせて頂こう。

「いや、構わないよ。あまりこの庭では智花のことを遊ばせてやれなかったし、それに私のせいで花火見物が台無しになってしまったのだからな……」

　自じ嘲ちよう気味に笑う忍さん。でもたぶん、あの子たちはそんな風ふうには少しも思っていないだろう。

「みんな一いつ緒しよにさえ居られれば、どこでだって同じくらい楽しんでくれてると思います。手持ちも、打ち上げも、みんなにとってはきっと同じくらい綺き麗れいで、同じくらい楽しい花火です」

「ははは、ならば良いのだがね。……昴すばるくん」

　ふと、忍さんの面おも持もちが硬くなる。俺もまた、背筋を伸ばして襟えりを正す。

「は、はい」

「知っているとは思うが、智花は一度、バスケットボールで悲しい思いをしている。しかし、今度は良い仲間に出会えて、また心の底から笑えるようになってくれたようだ。どうか、もう二度とあの笑顔えがおが消えるようなことにならないで欲しいと、私は祈っている。

　厚かましい願ねがいだとは思うが、君もまた、智とも花かの笑顔を護まもってくれれば、嬉うれしい。……娘を、これからもよろしく頼むよ」

「……っ！　はいっ、そう誓います！」

　勢いよく腰を折って決意を告げてから顔を上げると、忍しのぶさんは優やさしい視し線せんと共に右手を差し出して下さった。

　もう一度一礼したのち、俺おれはその繊せん細さいそうな掌てのひらを厳おごそかに握り返す。

　──必ず、智花を幸せにすると。

　智花がずっと笑顔でバスケを続けられるよう全ぜん身しん全ぜん霊れいでサポートすると、心に刻みながら。

「すばる～んっ！　早く来ないと花火無くなっちゃうぞ～！　もっパパもいっしょにやろー！」

　堅い握手と共に頷うなずき合い、ようやく離はなしたところで真ま帆ほの叫び声。

「わかった今行く！　……では」

「ああ。……そうだな。迷惑でないなら、私もたまには一緒に遊ばせてもらおうか」

　約束を終え、俺と忍さんは揃そろって子どもたちの輪わに向かう。

　遅れて花か織おりさんも加わり、全員で夏の夜空を彩いろどりながら、俺たちは些さ細さいなことで何度も何度も笑い合った。

　慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケ部に、また一つ加わる楽しい思い出。

　俺がみんなのコーチで居られるのは、あと約半年。

　その間、悔いの無いよう全力で教え、俺の方もこの子たちから、いろんなことを学ばせてもらおう。

　願わくば、いつの日も等しく朗ほがらかな笑顔と共に。
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　あとがき




　ついさっき担当編へん集しゆうの和わ田ださんに「今回のあとがきって４Ｐですか？」と問い合わせたらまたしょーこりもなく…………いや、みなまで書きますまい。エコが叫ばれる世の中ですし、余計なツッコミでＣＯ２を排出しすぎないよう心がけておきましょう。

　お久しぶりです、蒼あお山やまサグです。『ロウきゅーぶ！』六巻目は初の短編集っぽい内容でお届けしました。少しでも余暇のお供ともになりましたら嬉うれしい限りでございます。

　さてさて、併いまして今回のあとがきは少し趣向を変え、各エピソードに対するコメントなんぞを添えてみようかなと。極力ネタバレは避けますが、ここから先は一応本編に眼めを通した後でお読みになることをお勧めさせていただきます。





　　◇智とも花かのいちごサンデー



　二〇〇九年六月発売の『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．８』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。『ロウきゅーぶ！』初の短編ということで、尺を合わせるのにたいへん苦労した記き憶おくが。読み返すといろいろ拙つたなくて修正中は冷や汗が止まらなかったのですが「ふふ、まるで発育途上の小学生みたいな文章だな～」的に生暖かく流して頂けたら嬉しい限りでございます。ともあれ一番最初に書いた日常系『ロウきゅーぶ！』ということで思い入れも強いので、こうして文庫化してもらえて感慨深いです。





　　◇葵あおいのぷちミッション（前編）



　書き下ろしと文庫掲載分の改稿を終え、すっかり油断してたところに急きゆう遽きよ和田さんから「せっかくだし、軽く葵も出しとこうよ」とオーダーを受けた書き下ろし掌編です。和田さん、絶対僕に対して「長く休ませると盛大にだらけやがるから常に何か書かせて拍車かけておこう」とか思ってますよね。なんて的てき確かくな人間観察力なのでしょう。まーそんな裏事情はさておき、ある意味今巻中最もハンカチが手放せない小こ咄ばなしかもしれません。ある意味。





　　◇愛あい莉りのからだチェッカーズ



　二〇〇九年十月発売の『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．10』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。前回のいちごサンデーが尺を気にしすぎたせいか妙にぎこちない文章になってしまったので、次はあまり長さを意い識しきせず──とか思ったら今度は短編らしからぬページ数になってしまいました。雑誌掲載時にたいへんご迷惑をおかけしましたことを、この場を借りてお詫わび申し上げます。

　また、このお話はタイトル付けにも非常に手間取りしまして、メールのログを辿たどると当時の迷走っぷりがまざまざと蘇よみがえってきます。ちなみにボツになったタイトル案の例ですが、『愛あい莉りのバースト・シティ』『智とも花かと紗さ季きのぷりんクエスト』『智花と紗季ののぞきみダイフク』『愛莉のぷりんミルフィーユ』などなど。どうです、頭沸いてるでしょう？　きっと暑さのせいです。覚えてないけどきっとそう。





　　◇葵あおいのぷちミッション（後編）



　葵掌しよう編へんの後半部。そういえば先日生まれて初めて整体なるものに行ってみたのですが、僕の肩って整体師さんもドン引きするくらい凝こり固まっていたらしく「よくこんな状態で日常生活送れてたね……」と呆あきれられてしまいました。それ以来毎朝毎晩ストレッチを続けております。不摂生が祟たたって病院で栄養食を食べる事にならぬよう幼女……もとい、養生しなければな、と。





　　◇みんなの願いと夏祭り



　書き下ろしの短編……というよりもはや中編ですね。前述のからだチェッカーズがあの分量だったせいで、既存の短編を三つ収録すると書き下ろしに使えるページ数が帯に短したすきに長しな感じになってしまうので、それならいっそ短編は二つにしてたっぷり余白を確かく保ほしよう、という運びになりました。

　そのためアレとかアレは今回の文庫では未収録となり、楽しみにしていて下さった方には心より申し訳無く思います。とはいえまたいつか短編集をリリース出来るタイミングはあるかと思いますので、どうかその時までお待ち頂ければ幸いです。




　各話コメントは以上でございます。

　今回もてぃんくるさん、和わ田ださんを筆頭、多くの方にたいへんお世話になりました。『電でん撃げきG's magazine』の方では『ロウきゅーぶ！』コミック版も始まってるはずですので、本編共々よろしくお願いいたします！　きっともうご存じでしょうが、たかみ裕ゆう紀き先生によるコミック版、本当に素す晴ばらしいの一言です。感涙にむせびつつ、「漫画があれば原作本文いらないじゃん」と言われぬよう日々精進を誓う次第でございます……！

　最後にもう一つ大ニュース。なんと今度は『ロウきゅーぶ！』のドラマＣＤ化が決定しました！　申し訳無いことにまだお届けできる情報がほとんどありませんのですが、応援して下さる方々への恩返となりますよう、自分も一スタッフとして最大限に尽力したい所存です。

　それでは少し気が早いですが、二〇一一年も『ロウきゅーぶ！』をよろしくお願ねがいします。

　ここのところあっち方面のエピソードが多かったので、七巻は久方ぶりにこっち方面てんこ盛りで参りましょうか、どうしましょうか。





二〇一〇年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。今回も麻雀ネタですが、「大三元」という役満を捨ててまで「小」三元にこだわる所を評価してあげて下さい。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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